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「…………」

　オレ、都つ筑づき智とも久ひさは正座をした膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめ、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　この日のために、原げん稿こうを本来の締しめ切りより二日も早く上げた。

　修しゆ羅ら場ば明けの仕事場も頑がん張ばって綺き麗れいにしたし、アシスタントも帰して、風ふ呂ろにも入って身だしなみもバッチリ整えた！

　全すべてに抜ぬかりはないはずだ……と思う。多分。

　あとは、これからすることを失敗しなければ問題ないんだけど……。

　そう思いながら、目の前に座っている担当編集者の不ふ破わ総そう一いち郎ろうをちらりと覗のぞき見る。その瞬しゆん間かん、切れ長の目とバチリと合って、オレはまたそそくさと俯うつむいてしまった。

　うー…、やっぱ緊きん張ちようする……。

　初めて編集部に行って、不破さんと会ったときよりも心臓がバクバクいってるよ、きっと。

　あのときのオレはまだ高校一年で、いきなりデビューが決まって右も左もわからない状態だったんだよな。

　当時は、不破さんに電話一つするのにも緊張して、よく受話器を持ったまま何時間も家の廊ろう下かをウロウロしてたっけ……。

　あれからもう、一年以上も経たつんだ…。

　───オレが不破さんと出で逢あったのは、今から約一年半前。

　小さい頃ころから漫まん画が家かを目指していたオレが、月刊の少年誌に初めて送った投とう稿こう作が佳か作さくに引っかかり、それが掲けい載さいされることになったのがきっかけだった。

　幸運にも反はん響きようがよくて、そのまま連れん載さいさせてもらえることになったんだけど。不破さんはそのときからずっと、オレについてくれている担当編集者だったりする。

　不破さんは男のオレから見てもカッコよくて、仕事もできて、頼たよりになって。こんな人、他ほかのどこにもいないんじゃないかって思うくらいの男前だ。

　おまけに、担当する作品をことごとくヒット作にしてしまう敏びん腕わん編集者。オレが、デビュー以来ずっと雑誌でのアンケート一位を取り続けてこれたのも、不破さんのお陰かげとしか思えない。

　とはいえ、正直、無愛想でぶっきらぼうに見える不破さんを、初対面のときオレは怖こわい人だと思ったんだよな。ま、それはすぐに勘かん違ちがいだってことがわかったけど。

　あれは、連載が決まったばかりのオレが不安でドキドキしながら描かき上げた原稿を、初めて編集部で見て貰もらったときのこと。

『───よく、頑張ったな』

『え…ほ、本当ですか？』

『ああ。いい原稿だったぞ。この調子で一いつ緒しよに頑張っていこう』

　そう云って、不破さんはオレを誉ほめてくれたのだ。

　いつも怖い顔をしていた不破さんが初めて向けてくれた笑え顔がおに、オレは舞まい上がってしまうほど嬉うれしかったんだっけ…。

　今思えば、あれからだったような気がする。

　どうしたらもっと喜んでもらえるか、どうしたら今以上に誉めてもらえるか、どうしたらずっと側そばにいてもらえるか───そればかりを考えるようになったのは。

　そして、オレはふいに………憧あこがれや尊敬の念だと思っていたこの気持ちが、もしかしたら恋こい心ごころかもしれない、と気づいてしまったんだ。

　男同士で、オレは漫画家で、不破さんは編集者で担当……。

　タマゴから孵かえったばかりのヒナが、初めて見た人を間ま違ちがって親だと思い込むことなんかよくあるって云うし。こんな感情、何かの気の迷いかもしれないとは何度も思った。諦あきらめる努力だって数えきれないくらいした。

　けれど、どうしても……オレは不破さんを諦めることができなかったんだ…。

　こんなにも不破さんを好きな気持ちが、間違いのわけがない。

　だからオレは、連載している雑誌で一年間通してアンケートの一位が取れたら、不破さんに告白しようと決めたのだ。

　自分勝手で無む謀ぼうな決めごとだったけど、そのくらいしなくちゃ告白する勇気なんか出ない。

　それに、それだけの時間を置いても自分の気持ちが変わらなければ、不破さんにだって信じてもらえるかもしれない───と、そう思ったから。

　で、前回のアンケートでようやく十二回連続一位を取ることができたオレは、告白するために今回の原稿を締め切りより早く終わらせて、不破さんに時間を取ってもらうことに成功したんだけど……。

「───都筑。それで、話っていったい何なんだ？」

「あ、あの……えっと……」

　改めて問いかけられて、オレはまたもや口くち籠ごもってしまった。いくら一年以上も前から決意してたことだといっても、そう簡単には切り出せない。

　ど、どうしよう……先に告白するべきか、それとも先にこの原稿を渡わたすべきか……。

　やっぱり、原稿を先に渡しちゃったほうが落ち着いて話ができるかな？

　不破さんだって早く原稿のチェックをしたいだろうし…。でも、原稿を渡しちゃったら『入稿があるから』って云って、すぐに編集部に戻もどっちゃうかもしれない。

　どう切り出したらいいのかとぐるぐると悩なやんでいると、痺しびれを切らしたのか、不破さんが苦い表情で問いかけてきた。

「……まさか、もうやめたいなんて云うんじゃないだろうな？」

「へ？　ち、違ちがいますっ！」

「気を遣つかわなくても、云いたいことがあるならはっきり云ってくれ。───デビューさせてからずっと、まだ高校生だっていうのにお前には無茶させたからな。さすがに、俺もそれは悪いとは思ってる」

「ちっ…ちがっ…」

　思ってもみなかった不破さんの反応に、オレはあわあわと狼狽うろたえてしまう。

　落ち込むことは時々あっても、こうやって改まって話をしたいなんて云い出すことなんてなかったから、ヘンに思われても当然かもしれない。

　だけど、いつも自信に満ち溢あふれていて、オレが行き詰づまったときもそんな躓つまずきが些さ細さいなことであるかのように励はげまして力づけてくれてきた不破さんのこんな表情、初めてみた。

　ダメだ、オレが不破さんにこんな顔させてどうするよ。やっぱりこれ以上話が変な方向にいかないうちに、早く告白しなきゃ…!!

「そんなことないです！　不破さんは何にも悪くありません。オレ、仕事楽しいしっ」

「だったら、何か悩みごとでもあるのか？　俺で力になれるなら云ってみろ」

　悩みごとといえば、悩みごとなんだけど、オレがしたいのは相談なんかじゃなくて告白…。

「それは───」

　返答に困って口籠ると、不破さんは苦笑いを浮うかべた。

「……やっぱり、俺には話し辛づらいか？」

「いや、えーと…そのぅ……」

　そりゃあ、話し辛いに決まってる。オレにとっては、生まれて初めての告白なわけだし、そう簡単にはいかないってば……。

　するとしどろもどろなオレに、不破さんはいつになく優やさしく告げてきた。

「都筑、今日はもう休んだほうがいい」

「へっ？」

「入稿が終わったら、メシでも食いに行こう。今回はいつもより早く原稿を仕上げたし、修羅場明けで疲つかれてるんだろう？」

「う…っ」

　うそうそっ、ちょっと待ってよ！

　休んだりなんかしたら、せっかく決めた覚かく悟ごが台なしになっちゃうって！

　今日のためにオレが、どれだけ努力してきたと思ってるんだよっ！

「ほら、原稿よこせ。編集部戻って入稿準備してくるから」

　だけどそんなオレの焦あせりをよそに、不破さんはそう云って手を差し出してくる。

「えっ!?　や、あの…ええと……」

　あーもう！

　こうなったら、ヤケだっ!!

　好きだって告白して、その勢いで原稿を渡して、すぐに変なこと云ってごめんなさいって謝っちゃえばいいんだよなっ！

　それだけだったら、不破さんを困らせることにもならないはずだ。

「都筑…？」

「オ…オレ、不破さんのことが好きなんです!!　こ…っ、この原稿が欲ほしかったら、オレとつき合って下さい…！」

　───よし、云えた…!!

　…………。

　………………あれ？

　って、間違えたー!!

　違うじゃん！　云うこと混ぜてどうするよ!?　これじゃ、まるで脅きよう迫はくじゃんか！

　どうしよう、こんなこと云ったら絶対怒おこるに決まってる。

　と、とにかく、早くフォローしないと…っ。

「わかった」

「スイマセンッ！　今、オレ───って、えええっ!?」

　不破さんの予想外な答えに、オレは下げかけた頭を反射的に上げてしまった。

　い、今のってオレの聞き間違い…？　不破さん『わかった』って云いわなかったか…？

「あの……今、何て………」

「だから、『わかった』って」

「…うっ」

　やっぱりー!!

　でも、何で？　オレの予想じゃ、告白なんかしたら……。

『バカなこと云ってないで、さっさと原げん稿こうをよこせ』

　って云われるか、もしくは、

『気持ちだけ、受け取っておく』

　なんていう返事がくるはずだったのに、まさか了りよう承しようされちゃうなんて。

　そりゃ、嬉しいけど……こんなに簡単にＯＫされてしまうと、どうしていいかわかんないじゃんか。こんなに上手うまくいくなんて、絶対にあり得ないよ。

「…はっ！　まさか……」

　───もしかして、誤解してるとか？

　その可能性は大だ。不破さんにしてみたら、オレなんて数多くいる担当作家の中の一人だし、たとえよく思われていたとしても、弟みたいなものでしかないに決まってる。

「えっと、あのう……つき合うって云っても、買い物につき合うとか取材につき合うとかいう話じゃなくて、恋こい人びとになって欲しいって話をしてるんですよ…？」

「わかってる」

「へ…？」

　わかってるって……本当にわかってるの…？

　てゆーか、何をわかってると不破さんが云ってくれてるのか、オレにはよくわからなくなってきてしまった。

　すると困こん惑わくしすぎて、回りの悪くなった頭を必死に動かしているオレをよそに、不破さんは二人の間にあった休きゆう憩けい用に使っているローテーブルから乗り出すようにして、距きよ離りを詰つめてくる。

「つまり、こういうことだろう？」

「こ、こういうって──……？」

　狼狽えながら訊きき返しつつ、一気に近づいた整った顔立ちを、オレはドギマギしながら上うわ目め遣づかいで見てしまう。

　うわ…、やっぱ近くで見てもカッコいい。

　今置かれている自分の状じよう況きようも忘れて不破さんの顔立ちに見み蕩とれていたら、顎あごに手をかけられ、くっと上向かされた。

「え───？」

　次の瞬しゆん間かん、オレは瞬まばたきをするのも忘れて固まってしまった。

　だって、言葉を紡つむぐことを忘れて半開きになっていたオレの唇くちびるに、そっと柔やわらかいものが触ふれ……ぞくりと指先にまで淡あわい痺れが走ったんだ……。　>>>♥

　ウソ……だろ……？

　……これって、キス……？

　不破さんが、オレにキスしてるの？

　でも、何でいきなりキスなんか───？

　驚おどろいて目を見開いていたら、唇を離はなした不破さんに小さく笑われてしまう。

「バカ。キスのときは目を閉じるもんだろ」

「だ、だって、オレそんなのしたことないし…っ」

「じゃあ、今のが初めてなのか？」

「し、仕方ないじゃん！」

　キスどころか、誰だれかを好きになったのも不破さんが初めてなんだもん。

「……そうか」

「不破……さん……？」

　不破さんは二人の間を阻はばんでいたテーブルを押し退のけると、状況を把は握あくしきれていないオレににじり寄る。

「え？　え？　な…に……？」

　そして、困惑し思わず後あと退ずさろうとするオレの肩かたをそっと抱だくと、耳元で低く囁ささやいた。

「お前の云う『つき合って』っていうのは、こういうことなんだろう？」

　確かにオレはこういうつもりの『好き』ではあるけれど、何か一いつ足そく飛とびなような気がしなくもない……。

「あ、えっと、その、それはそうですけど……」

「信じられないなら抱いてやるよ───原稿も終わったことだしな」

「ふ、不破さん!?───ひゃっ！」

　さっき唇で感じた感かん触しよくが、今度は耳に触れてきて。温かな吐と息いきで鼓こ膜まくをくすぐり、軽く耳みみ朶たぶに歯を立てる。そこからゾクゾクッと走り抜ぬけた感覚は、オレの体を熱くした。

　うわー、うわー、うわー！

　なっ、何かラブラブの恋人同士みたいなんですけどっ!!

　あまりの恥はずかしさに、頰ほおどころか全身が発火してるみたいになっている。

「都筑？」

「……っ」

　こ…腰こしが抜ける……っ。

　耳元で喋しやべらないでってば！

　肩に触れる指の感触でさえドキドキとしてしまうのに、そんなふうに囁かれたらどうかなってしまいそうだ。

「いや、こういう場合は『智久』のほうがいいのか？」

「!?」

　不破さんは独り言のようにそう呟つぶやく。

　───と…『智久』…っ!?

　名字より名前のほうが、心臓に悪いんですけど！

　でも、いきなり何でこんな展開に!?

　まさか夢？　いや、それとも不破さんってば、何も知らないオレのことを揶揄からかって、反応を楽しんでるのかっ!?

「ふ、不破さん！　あのっ、いきなりこんなことって……あれ？」

　さっきまで不破さんの肩かた越ごしには壁かべが見えていたのに、何故なぜか今は天てん井じようが見えている。気づくとオレは、その場に押し倒たおされてしまっていた。

　いったい全体、いつの間に…？　っていうか、何で押し倒されてるわけ？

「怖こわいのか、智久？」

「え……？」

　問われて見上げた不破さんの顔は、どこまでも真しん剣けんで。全然、オレのことを揶揄っているようには見えない。

　プロットやネームの打ち合わせをしてるときと同じくらい『本気』な顔つきだった。

　……でも、怖いって何がだ？

「やめて欲ほしいなら今のうちだぞ。今なら、気の迷いか冗じよう談だんでしたって云っても許してやる」

「な……っ、そんなんじゃない…っ！　オレはずっと…」

　ずっとずっと、不破さんが好きだった。

　不破さんのことを考えて胸が苦しくて眠ねむれない夜だって、数えきれないくらいあった。

　同い年の従兄弟いとこにもお子様扱あつかいされているようなオレには、恋れん愛あいなんて似合わないかもしれないけど、この気持ちだけは誰にも否定されたくない。

　気の迷いや冗談なんてことがあるわけない。オレは、不破さんが───。

「…本当に、好きです」

　信じて欲しい───そんな想おもいを込めて、オレは不破さんを見つめ返した。

「じゃあ、構わないんだな？」

「当たり前です！」

　ん？　勢いで応こたえちゃったけど…『構わない』って、何のこと云ってるんだろう？

　構うも何も、つき合って欲しいって云ったのは、オレのほうなのに。

　あ、もしかして不破さんまだオレの気持ち疑ってるのか？

　だからこんなに何度も確かく認にんしてくるのかも。

「だったら、いいよな？」

「もちろんです！　オレ、好きじゃなかったら告白なんて───ん…っ！」

　だけど、信じてもらいたい一心で重ねての問いに答えようとした言葉は、途と中ちゆうで遮さえぎられてしまった。

「ぁ……んぅっ!?」

　ウソ、舌…が───。

　触れただけの先さき程ほどのキスとは違ちがい、何もかも奪うばい取られてしまいそうなキス。貪むさぼるように唇を吸われ、零こぼれた吐息すら奪われてしまう。

　唇の合わせを舐なめられたかと思えば、すぐにその舌先は口の中へと忍しのび込んできた。

　ぬるりとしていてざらりとした表面。独特の質感にオレはビクッと身を竦すくませ、息を吞む。

「ぁ……ん、んっ…！」

　不破さんはオレのそんな反応なんかお構いなしに、口こう蓋がいをくすぐり、舌を擦こすり合わせて。無意識に逃にげようとしたオレの舌を絡からめ取り、その先を強く吸い上げる。

　ちょっ……オレ、初心者なんだから手加減してよ……っ。

　そんな苦情を云いいたくなるほど、不破さんのキスは巧たくみで、その……気持ちがよかった……。

「……っふ、んぅ……っ」

　息苦しさにくぐもった声を上げてしまったけれど、それでも口づけは深くなる一方で。恥ずかしさで込み上げてきていた熱とは違う種類のそれで、頭の中がぼうっとなってくる。

　チリチリと痺しびれる指先で不破さんの服の裾すそを摑つかむと、ようやく唇が離れていった。

　けれど、それで全すべてが終わったわけじゃなくて。

「……不破…さん？　あ……っ！」

　首筋に微かすかな痛みを感じ、それと同時に皮ひ膚ふがざわりと粟あわ立だった。

　強く吸い上げられたその場所を濡ぬれた感触がなぞっていく。さっきまでオレの口こう腔こうを搔かき回していた舌で舐め上げられているのだと認にん識しきできたのは、何秒か経たったあとだった。

「…ぁ……や…っ」

　キスの余よ韻いんが引かずぼんやりとしたままでいると、Ｔシャツを捲まくり上げ、素す肌はだに直接不破さんの手が触れてくる。いつも、誉ほめてくれるときに頭を撫なでてくれるあの大きな手。

　その手がオレの体を弄まさぐり、撫で回し始めているのだ。

　……もしかして、いや、もしかしなくても……これって、エッチの手順なんじゃ…ないんだろうか…？

　男同士のやり方なんて詳くわしく知らないけど、基本的にすることは女の子と変わりはないんだよな、きっと？

　じゃなくてっ!!　まさか、さっきの確認ってこういうこと!?

「ちょ、ちょ、ちょっと待って下さい…！」

　気づくには遅おそい事実をようやく認識したオレは、自分に覆おおい被かぶさっている相手に慌ててストップをかけた。

「何だ？」

　……って、それはこっちの台詞せりふなんですけど……。

「え、えっと、これってどこまでするんですか…？」

　って、バカそうじゃなくて！

　訊ききたいのは、どうしてこんなことになってるかだろう!?

　どうしてこう、オレの口は的外れなことばっかり云いやがるんだっ！

「最後までに決まってるだろう」

　───『最後まで』って？

　一体、何をどうすることが最後なわけ？

　つか、どうしてエッチすることになったんだっけ!?

　気持ちを落ち着けようと、オレはこれまでの流れを頭の中で整理した。

　ええと、オレが「つき合って下さい」と告げて、不破さんが「わかった」と答えたってことは、オレたちはつき合うことになったってことだよな？

　それで、不破さんがこういうこと込みという意味合いのつき合いだと確かめてきて、今に至るというわけだ。

　……でも、やっぱり何かおかしいような気がする。

「怖おじ気けづいたのか？　それとも、やっぱり嫌いやか」

「ち、違ちがくて…っ！」

　キ、キスもエッチも嫌じゃないけど、初心者には刺し激げきが強すぎるんだってば！

　それに、展開がいきなりすぎるよ。……そうだよ、突とつ然ぜんすぎるんだ。

　オレは不破さんが好きで、つき合って欲しいと告げたけれど、不破さんはどうしてオレとつき合ってくれる気になったんだろう…？

　まさか、原稿のため……とか…？

　そっ…そんなの嫌だよ!!

「ふ、不破さんあの───」

　だけど云いかけてオレは、ふいに浮うかんだ考えに口を閉とざした。

　……待てよ？

　ここでしたくないなんて云ったら、何もかも終わっちゃうかもしれない。

　それって、せっかくのチャンスを逃のがしちゃうってことにならないだろうか？

　もっと嫌だ！　不破さんがオレのほうを向いてくれるほんの僅わずかな可能性があるのなら、自らそれを潰つぶすことなんてしたくない。

　そう思ったら、オレは何も云い出すことができなくなってしまった…。そして迷った挙げ句、意を決して自分にも云い聞かせるように告げる。

「……そうじゃなくて、その、こ…心の準備が……」

「じゃあ、五つ数える間だけ待ってやる。その間に準備しろ」

「ええっ!?　それだけ!?」

「数えるぞ。一……」

　そうやって、不破さんは数を数え出した。

　だけどその手は、待ってやると云ったくせに、オレのＴシャツを更さらに捲り上げようとしている。

「ふ、不破さん…っ!?」

「二……、三……。ほら、すぐ終わっちまうぞ」

「で、でも！」

　何だかよくわからないうちにＴシャツを頭から抜ぬかれ、あっという間に服を脱ぬがされたオレは、あまりの手て際ぎわのよさに、ぽかんとしてしまう。

「四……。時間の延長はナシだからな」

　そう云いながら、不破さんは自分もジャケットをばさりと脱いだ。躊ちゆう躇ちよの欠片かけらもなく、インナーに着ていたシャツまで脱ぎ捨てるその仕草に、オレは思わず目を奪われる。

「……五。お終しまい」

「あっ、噓うそッ!?」

　見み蕩とれてる場合じゃなかっただろ、オレっ!!

「延長はナシだって云ったろ？」

「でも、今のじゃ短すぎ……っあ！」

　改めて、オレに覆い被さってきた不破さんはするりと脇わき腹ばらを撫で上げながら、カリ、と鎖さ骨こつを嚙かんできた。

「文句はあとで聞くから、ちょっと黙だまってろ」

「……っ」

　仕事のときみたいにピシリと云われてしまえば、反論することなどできやしない。もう、こうなったら腹を括くくって覚かく悟ごを決め、全すべてを任せる他ほかないのか？

　せめて緊きん張ちように震ふるえる体をどうにかしようと、手を固く握にぎり、目もぎゅっと強く閉じる。

　すると、深呼吸をして、全体が心臓になったみたいにドキドキしている体から力を抜いた瞬しゆん間かん、胸についた小さな突とつ起きにぬるりとした感かん触しよくが触ふれた。

「……ッ!?」

　驚おどろいて頭を起こして見てみると、不破さんが舌でその粒つぶを舐めていたのだ。

　小さなそれを転がしたり、硬かたく尖とがらせた舌先で押し潰したりしている。

「う、噓……っ」

　女の子じゃなくても、そんなことするものなの!?

「逃げるな」

　無意識のうちに体が逃げかけたオレを、不破さんがそう云って押し止とどめる。

　やっぱダメだ…気持ちも体も全く現状についていってくれない。

　オレは、決めたはずの覚悟が、しょせん惰だ弱じやくなものでしかなかったと思い知らされた。

「ここは嫌か？」

「……嫌、なわけじゃないけど…なんか……」

　くすぐったいような、ヘンな感じがする。

　それに、とんでもなく恥はずかしいんですけど…っ。

「俺を信じてろよ。絶対に気持ちよくしてやるから」

　信じるも信じないも、そういう問題じゃないような気が…。

　だけど混乱する頭の中は、ぐちゃぐちゃになっていて上手うまく言葉が出てきてくれない。

「……っあ！」

　何、これ…!?

　ちゅっとその場所を吸い上げられると、むずむずしていた感覚がふいに変化する。ゾクリと皮膚が粟立ち、下腹部に熱が生まれていく。

「感じたんだろう？」

「や……わかんな……ぁんっ」

　カリ、と歯を立てられ、痛いた痒がゆいようなもどかしい感覚に襲おそわれた。もう一方の尖りも指で捏こね回されると、そこもだんだんと硬く凝しこっていってしまう。

「ん…っ、や、ぁ……っ」

　徐じよ々じよに赤みの増していくそこを執しつ拗ように弄られ、オレはもどかしさに身み悶もだえた。

　見ていられなくて顔を横に背けると、視覚からの情報がなくなった分、今度は神経が過か敏びんになってしまう。

「こっちも触さわって欲しいのか？」

「んんっ」

　昂たかぶった下腹部を無意識に擦すり寄せていたことを指し摘てきされ、オレはカァッと頭に血が上った。

　キツくなったそこを布地の上から擦られると、ますますジーンズの中が窮きゆう屈くつになっていく。やがて、先せん端たんがじわりと滲にじんだのがわかった。

「や…っ、不破さ……オレ……っ」

　やわやわと手の平全体で揉もまれれば、その場所は痛いほどに張り詰つめてしまう。

「これじゃ苦しいだろう？」

　苦しいけれど、だからって素す直なおに頷うなずいたりなんかできるわけがないよ。好きな相手にみっともないところなんか見られたくないし……。

「や……ダ、ダメ……っ」

　なのに、不破さんはオレの制止を綺き麗れいに無視し、ジーンズのボタンを指先で器用に弾はじいて外していく。

　やけに響ひびくファスナーが下ろされていく音すら恥ずかしくて、オレは涙なみだ目めになりながら不破さんの肩かたに縋すがりついた。

　そんなオレのウエストに手をかけると、不破さんはジーンズを下着ごと下ろしてしまう。まとまったそれは膝ひざの辺りに留とどまり、オレの自由を制限する枷かせとなった。

「あ……っ」

　下か肢しが外気に触れ、熱くなった中心を直じかにそろりと撫なでられる。その感触に思わず視線をやると、はしたなく勃たち上がったそこに不破さんの長い指が絡からみついていて…。

「そ…な、とこ…っ」

「智久、もう濡ぬれてる」

「だってっ……」

　形を確かめるような手つきで昂りをなぞられたあと、先端を指の腹で撫でられて、オレはあまりの恥ずかしさに泣きたくなった。

　そんなことされたら、反応するに決まってる。

　自分ですることはあっても、他の誰だれかに触られたことなんて一度もなかったんだ。なのに、突然好きな人に触られたりなんかしたら、尚なお更さらだよ…な？

「や…ぁ……やめっ、んっ」

　触れられるだけでも怖こわいくらいに反応してしまっているのに、不破さんは括くびれた部分を擦ったり、先を引っ搔かいたりして、更にオレを追い詰めていく。

「気持ちいいんだろう？」

「や…わかんなっ……」

「いいから、俺に任せておけ」

「ぁあ……っ」

　刺し激げきを与あたえられる度たびに、過か剰じようとも云いえるくらいの反応を示すオレ。ゆるゆると不破さんの手が上下に動き出し、だんだん強弱をつけて扱しごかれれば、どうしようもなく感じてしまう。

「あ……、ぁ……あ…っ」

　自分を追い上げているのが不破さんだと思うと、それだけでも心しん拍ぱく数すうが上がっていく。

　体の中心に血液が集まっていくような感覚。あっという間に息が弾はずみ、唇くちびるからはオレのものじゃないみたいな甘ったるい声が漏もれた。

「ぁ……も…、もぅ、だめ……っ」

　それでも不破さんは、容よう赦しやなくオレを追い詰める。

　体の奥に溜たまっていった熱は逃にげ場ばを失い、出口を求めて彷徨さまよい始めた。

「手ぇ…離はなして……っ、も、出ちゃ……」

「イっちまえ」

「あ…ぁ……っ、んんー…っ！」

　耳元への低い囁ささやきに、ドクンッ、と下腹部が脈打ち、体が硬こう直ちよくする。極限まで高まった熱はオレ自身を扱く手の中で、ビクビクと弾けてしまった。

　同時に吐はき出された白はく濁だくは不破さんの手や服を汚よごし、オレの腹にも飛び散っている。

　うわ…っ。

　我が慢まんしようと思ってたのに……。

　いたたまれない光景に、ますます瞳ひとみの奥が熱くなった。

「ごめ……なさ───って、何して!?」

　はあはあと荒あらい呼吸を繰くり返しながら、バクバクと煩うるさい心臓を何とか落ち着けようと試みていたオレは、思わず見てしまった不破さんの動作に目を剝むいた。

　不破さんはあろうことか、手についたそれを口元へと持っていき、ペロリと舐なめたのだ。

「バカ、このくらいで動どう揺ようすんなよ」

「で、で、で、でも…っ」

『このくらい』ですむようなことじゃないと思うんですけど…っ。

　あんなの、舐めるようなもんじゃないだろ、フツー？

「これから、もっと凄すごいことされるんだぞ」

「凄いって…？　ふ…っ、不破さん!?」

　色んな意味で刺激の強い行こう為いに狼狽うろたえていたオレは、次に不破さんの取った行動にももちろん動揺してしまった。

　膝の辺りにわだかまっていたジーンズを抜ぬき取られ、その両足を大きく左右に割り開かれる。そして摑つかまれた足は折り畳たたまれ、秘ひめていた場所まで晒さらされた。

　咄とつ嗟さには何の対処もできなくて、オレはされるがままになってしまったけれど、いくら何でもこんな格好恥ずかしすぎる。

「うそうそっ、こんなのヤダ……っ」

　オレはこれ以上ないってくらい赤面し、涙なみだ声ごえで訴うつたえた。

　なのに、不破さんは涼すずしげな、むしろ楽しそうな口調で返してくる。

「こうしなきゃできないだろ」

「っあ！　何!?」

　云いながら、オレの足の間に屈かがんだ不破さんは、あろうことか後ろの窄つぼまりに舌を這はわせてきたのだ。

　突とつ然ぜん触ふれた滑ぬめった感かん触しよくに、オレはギクリと硬直する。

「な、何でそんなこと…っ、あ、あっ、んー…っ」

　ぴちゃぴちゃと音を立ててその場所を舐められ、オレは羞しゆう恥ちに死にそうになっていた。

「すぐに気持ちよくなるはずだから、ちょっと我慢な？」

「うっ…うそ…」

　だ…だって……こんな場所なんか……っ。

「ひゃ、ぁ……っ！」

　ぬるりとした質感が、体内に滑すべり込んでくる。浅い場所を抜き差しされ、ぞわぞわとした感覚に包まれた。

　も、もしかしなくても……舌だよな？　この感触…？

「やっ、不破、さ……ぁ、んっ、ふ……っ」

　だけど、焦るオレを無視して、不破さんは太ふと腿ももを持ち上げていた手を外し、固く閉とざしたそこに指で触れてくる。入り口の襞ひだをなぞられ、やわやわとそこを揉み解ほぐされ……。

　それから、左右に押し開かれたかと思うと、もっと奥まで舌が入り込んできてしまった。

「あ…っ、や…やめ、ぁ……っ」

　どうしようオレ、こんなの絶対恥はずかしくて死ぬって！

　こんなのが、気持ちいいなんて絶対にオレおかしいよ…っ。

　今すぐ逃げ出したい気持ちでいっぱいだったけれど、一度イかされてしまったオレの体は、もう力なんか入るはずもなくて。

　体の内側を舐められる奇き妙みような感覚と、秘めた場所を暴あばかれる羞恥、そしてそれらを凌しのぐほどの快感に啜すすり泣くことしかできなかった。

「…っく、ぁ……ん、ふぁ…っ」　>>>♥

　初めて体験する気持ちよさは、オレから理性というものを少しずつ奪っていく。それどころか、今さっき達したばかりだというのに、またオレの中心には熱が集まってきていた。

　そうやって、だんだんと熱に浮うかされていったオレは、不破さんが何かを取り出していたことに気がつかなかった。

「…ぁ……何…？」

　あれって、ハンドクリーム…？

　確か、そこの引き出しに入れっぱなしにしてたはず。冬に手が荒あれちゃったときに、不破さんが買ってきてくれたやつだ。

　寝る前につけろって云って、忘れないように不破さんがその引き出しに入れてくれたんだよな…。

　でも、それが何で、いま出てきてるの？

「コラ、我に返るなって。もうちょっとだけ意識飛ばしてろ」

「ふ、不破…さん……？」

　そんなこと云われたって、わざとぼんやりしてるなんてできないよ。

　困った顔を浮かべていると、不破さんも苦笑いをした。

「慣らすんだよ、ここを」

　平べったい形の缶かんから白いクリームをたっぷりと掬すくった指は、オレの後ろの入り口へと触ふれてきた。

「……っ、冷た……あ…っ!?」

　そして、クリームの冷たさに体を強こわ張ばらせたオレの体内に、つぷん、と指が埋うめ込まれる。舌で舐め溶とかされていた場所に、今度は指先が入り込んできたのだ。

「痛くはないだろう？　ちゃんとしないと、傷つくからな」

「で…でもっ、……ぁ…あ……っ」

　濡ぬらされていたお陰かげか、クリームのせいか、痛みは少しも感じなかったけど、異物を受け入れまいと粘ねん膜まくがきゅっと締しまったのがわかった。

　それでも、不破さんは中を解すように指を動かしてくる。

「あ……ぁ…や…っ…」

　ぬるぬるとした奇妙な感覚。

　堪こらえようとしてるのに、口からは勝手に上うわ擦ずった声が漏れてしまう。

　き…気持ち悪いような、そうじゃないような……。

　何とも云いがたい異物感に自然に逃げをうつオレの体を追うようにして、徐じよ々じよに奥のほうにまで太い指が潜もぐり込んでくる。深々と埋め込まれた指は無ぶ遠えん慮りよにオレの中で蠢うごめき、内ない壁へきを引っ搔いた。

「ん…ぁ…っ、く……っ」

　内部を搔き混ぜる指が増やされ、圧あつ迫ぱく感かんが増す。

　その指を抜き差しされる度たびにくちくちという音が聞こえて。粘膜は擦られる刺激に震ふるえ、甘い痺しびれがその場所から生まれていった。

　そうされるうちに、体の中を不破さんの指が出入りする感覚に少しだけ慣れてきた頃ころ、くっと体内で指が鉤かぎ状じように曲げられる。途端、ある場所を指先で強く押され、なぜかビクンッと体が跳はねた。

「あ…っ！」

「ここが感じるのか？」

「あっ、あ、や、ぁ…っ、何これ……っ」

　しこりのようなそこを弄いじられるだけで、断続的に高い声が上がり、背中が弓なりに撓しなってしまう。

　不破さんはそんなオレの反応に、見つけたその場所ばかり執しつ拗ように攻せめてくるようになった。

「やだっ、オレ、ヘンになっちゃ、ぁあッ！」

「なっちまえ」

「や…やだ……っ、恥はずかし……」

「お前の恥ずかしいところが見たいんだよ」

　オレの訴えは聞き入れてもらえず、尚なおも不破さんは中を搔かき混ぜてくる。初めて体験する強きよう烈れつすぎる快感に、体がまるで違ちがうものになってしまったようだった。

　そんな場所を弄られて気持ちがいいなんて、信じられない。

　でも、腰こしの奥に感じる疼うずきは覚えのあるものだったし、オレの中心がまた勃たち上がってしまっているのは紛まぎれもない事実だった。

「あっ、あ…ぁ、あ…っ!?」

　増やされた指が体内で荒あら々あらしく動き回っている。

　体が熱い。膨ふくれ上がった欲望を再び手放しかけたそのとき、イキそうになったオレの根元は押さえられ、迎むかえかけた絶頂を不破さんの手で塞せき止められてしまった。

　出口を失った奔ほん流りゆうが、オレの中で激しく暴れ狂くるう。

　苦しいほどのもどかしさに、オレは責めるように問いかけた。

「や……っ、何で…っ？」

「少しだけ我が慢まんできるな？」

　そう云いって不破さんは、オレの中から指をずるりと引き抜いた。だけど喪そう失しつ感かんを感じたそこへ、すぐに熱いものが宛あてがわれる。

　……こ、これって絶対…アレだよな…？

「や、やだ……っ…」

　だって、指だけでもあんなに苦しかったのに、これ以上は無理だって！

　ちらりと見た不破さんの昂たかぶりは、オレのものとは比べ物にならないくらいの大きさで。

　オレは本能的に感じた恐きよう怖ふで身を竦すくませた。

「入んないよ、そんなの……っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。慣らしてやっただろう？」

「でも……っ」

「平気だ、智久」

「不破さん……」

　半泣きになっているオレの顔にキスを降らし、パニック状態を落ち着けようとしてくれる。啄ついばむようなキスの優やさしさに絆ほだされかかると、その隙すきをついて不破さんはぐっと腰を進めてきた。

「い…っ」

　狭せまい器官を強ごう引いんに押し開き、ゆっくりと熱い昂りがオレの中へと入ってくる。

　慣らされたと云っても、本来異物を受け入れるようにはできていないその場所は、無茶な侵しん入にゆうに強張った。

「息を止めるな」

「で、も…っ」

　やっぱり、指とは比べ物にならない圧あつ倒とう的な存在感に、オレは息が止まりそうになる。

　だけど、引き攣つれるような痛みに顔を歪ゆがませていたら、前にも指が巻きついてきた。痛みとショックで萎なえかけていた中心は、ゆるゆると扱しごかれただけでまた硬こう度どを取り戻もどしていく。

「こっちに集中してろ」

「ふっ……ぁ…あ…っ、あっ」

　オレを扱く不破さんの手は、確実に快感を与あたえてくれる。そう思ったら、怯おびえに竦んでいた体から、少しずつ力が抜ぬけていった。

　侵入者を拒こばもうとしていた粘膜が緩ゆるみ、圧迫感が少しだけ和やわらいでいく。

「そのまま、力抜いとけよ」

「…っや、あー…っ！」

　すると、告げられた瞬しゆん間かん、腰を摑つかまれ、物もの凄すごい力で一気に引き寄せられた。溶かされそうに熱い欲望が、ズッとオレを引き裂さくように入り込んでくる。

　不破さんは、じわりと涙なみだを滲にじませたオレの髪かみを指で梳すきながら、気き遣づかうように訊きいてきた。

「智久、大丈夫か？」

「へい…き……」

　全然平気なんかじゃないのに、心配そうな不破さんの声に思わずそう答えてしまう。

　ホントに全部入っちゃった……。

　苦しいし、キツいし、恥はずかしいけど、でも今好きな人と繫つながってるんだと思ったら、何もかもどうでもよくなってしまいそうだ……。

　オレの中で、ガンガンと何かが鳴り響ひびいている。

　これって、オレの心臓の音？　それとも───。

「なら、動くぞ」

「えっ？　なっ…ぁ……っ」

　宣言通りに与えられる律動。

　初めはゆっくりと、だけどそれはすぐに激しいものへと変わっていった。

　体温を重ね、体を繫げているだけでも溶けてしまいそうなのに、硬かたいもので体の内側を擦こすられると、それ以上に熱くなっていく。

「っあ、んんっ、ぁあ…っ！」

　埋め込まれた楔くさびを抜け出る直前まで引き抜かれ、再び喪失感にわななく粘膜を擦り上げるようにして穿うがたれる。

　忙せわしなく腰を突つき上げられる度たびに、内臓がせり上がってくるような感じがして。内壁を擦られ、奥を突かれては、ゾクゾクと四し肢しが打ち震え、くわえ込んだそれを締めつけた。

「キツいな……」

「だっ…て…っ、こんな……あっ、ぁん…っ」

　深く繫がり合った場所は激しく擦れ、オレの体も意識も強烈な快感に支配されていく。

　細さい胞ぼうの全てが、自分のものではなくなっていくような感覚に襲おそわれているというのに、さっき感じたような未知への恐怖が、いまは欠片かけらもないことがオレは不思議だった。

「『だって気持ちいいから』？」

「や…ぁ、あ、あ…っ、わ……かんない……っ」

　途と切ぎれた言葉の続きを問われても、自分の体の変化の理由が何なのかなんてわからない。

　いまのオレにわかるのは、不破さんのくれる熱が怖いくらいに気持ちいいってことくらい。

　神経は鋭えい敏びんになっていても、頭の中がどろどろに溶けているせいで、思考回路が上手うまく繫がらないのだ。

「…っは、あ…んんー…っ」

　激しく揺さぶられ、体の奥を抉えぐられて、強すぎる快感に髪を振り乱す。

　体が溶けて崩くずれ落ちてしまいそうだ。

　そんな心こころ許もとなさを訴えるように見上げると、鋭い視線に射い貫ぬかれた。

「あ……っ、不破さ……んぅっ」

　愛いとしくて堪たまらない相手の名を呼び、その体に縋すがりつく。

　優しくて力強い腕うではオレをキツく抱だきしめ、激しい口づけを施ほどこしてくれた。

　快楽に押し流される意識の中、オレは何度も何度も好きだという言葉を繰くり返していたような気がする。

　やがて、オレは二度目の絶頂を迎え、それを追うようにして体の奥で熱が弾はじけるのを感じたのだった。










「智久？　着いたぞ」

「あっ、ありがとうございました」

　かけられた言葉に、オレははっと我に返った。

　ふわふわとした高こう揚よう感かんが、まだ体のあちこちに残っていて、気を抜くとすぐに意識がどこかへ飛んでしまう。

　呼びかけに我に返ってみれば、不破さんの車はオレの自宅の前で停とまっていた。

　外を見ると、辺りはすでに薄うす暗ぐらく細い月も昇のぼっている。

　不破さんがオレの仕事場に来たのは、まだ陽ひも高い頃だったのに、もうこんな時間になってたんだ……。

　わけもわからず抱かれてしまったあと、熱に浮うかされたままのオレが落ち着くまで待ってくれていたせいで、こんな時間になっちゃったんだよな。

「体、平気か？」

「は、はい、大丈夫、です」

　労いたわるように問われ、オレは赤くなってしどろもどろに答えた。

「悪い。初めてなのに、無茶しすぎたな」

「い、いえっ、そんなことっ」

「何？　もっと、激しくして欲ほしかったって？」

「ふ、不破さんっ!?」

　あれ以上激しくされたら、オレどうなっちゃうわけ？

　キスだけでもオレの処理能力の限界だったっていうのに、突然あんなこといっぱいされちゃって、いまにも頭の中がパンク寸前だっていうのに。

「冗じよう談だんだよ。けど、お前があんまり可愛かわいいから歯止めがきかなかった」

「か……っ、な……っ」

　可愛いって……不破さんて、そんなこと真顔で云うような人だったんだ……。

　じっと見つめられながら、するりと頰ほおのラインを撫なでられると、ぞくりと甘い電流のようなものが背筋を流れていく。

　だけど、ドキドキとしていると、ふいに甘ったるい雰ふん囲い気きが消え、不破さんの視線が逸そらされた。

「───とにかく、お疲つかれさま。これからチェックして入にゆう稿こうしてくる。何か問題があったら連れん絡らくするから、電話には出られるようにしておいてくれ」

「あ……はい、よろしくお願いします」

　あれ？　何か、空気が変わった…？

　いきなり普ふ段だん通りに戻っちゃったっていうか。

「来月は試験だったよな？　ってことは、スケジュールが前まえ倒だおしになるのか」

「すいません……」

「謝るな、今は学生が本業なんだから仕方ないだろう。…ってことは、打ち合わせは早いほうがいいな。明後日あさつて、空いてるよな？　放課後、迎むかえに行くからメシ食いながら打ち合わせをしよう」

「えっ、いいですよ！　オレが編集部行きますから！」

　オレは慌あわてて首を左右に振ふった。

　今日だって宅配便ですむところを、わざわざ来てもらったのだ。ただでさえ忙いそがしい人に、これ以上時間のロスをさせるわけにはいかない。

「そうか？　なら、学校出たら携けい帯たいにメールでも入れておいてくれ」

「わかりました」

　それにしたって、色気のない会話……。

　あんなことがあったあとだとは思えない。

　まるで、さっきのことは夢か幻まぼろしだったみたいなやり取りだよな。

　それとも、本当に夢だった───？

　ううん、それだけはありえない。

　この体に残る倦けん怠たい感かんと触ふれた指の感かん触しよくは、与えられた狂くるおしいほどの熱量が噓うそではなかったことを証明している。

　でも、仕方ないか……。

　オレはこれで一段落したけど、不破さんはこれから編集部に戻って入稿作業があるんだし。

　もうちょっと余よ韻いんのようなものがあったっていいのに……なんて望んでしまうのは、さすがにわがまますぎるかもしれない。

「じゃあ、今日はゆっくり休んでおけよ？　明日からまた、バリバリやってもらうからな」

「は、はいっ。がんばります…！」

　いつまでもこの助手席に座って一緒にいたかったけれど、降りなければ不破さんが編集部に帰れない。

　オレは後ろ髪引かれる思いで、アスファルトへと足を下ろした。

　バタン、とドアを閉めると、不破さんはパワーウィンドウを開け、運転席からいつも通りの言葉をかけてくる。

「じゃあな、都つ筑づき」

　あれ…？

　何でだろう。また、呼び方が『都筑』に戻もどっちゃってる。

「あ、あの、不破さ───」

「お疲れさま」

　云いいかけた言葉が聞こえなかったのか、不破さんの車はすぐに発進し、その車体はあっという間に曲り角に消えてしまった。

　この瞬しゆん間かんはいつも切ないけれど、今日は格別に胸が軋きしむ。……やっぱりさ。受け入れてもらえたからこそ、特別を望んでしまうのはやっぱり図ずう々ずうしい願いなのかな？

　もっと、せめてもう少しだけでも一いつ緒しよにいたいと思うのは、子供っぽい感情なのかなあ…？

　つか、たくさん側そばにいたいから、恋こい人びとになりたいって思ってたんだけどな。

「不破さんは違うのかなぁ……」

　だいたい、オレとつき合ってくれるっていうのも本当なんだろうか。

「夢だったりして……いてっ」

　試ためしに一昔前の漫まん画がのように自分の頰を抓つねってみたら、ちゃんと痛かった。

　……夢ではないみたいだけど、今日限りの特別サービスだったりして。

　たとえば本当に、原稿を受け取るためだけに、オレの（脅しみたいになっちゃった）告白を受け入れてくれたんだとしたら…？

「……そんな、まさか」

　思い浮かんだ可能性に、オレは呆ぼう然ぜんとなった。

　いくら何でも、不破さんがそんなつもりで男のオレを抱くなんて……思えない。

　だけど、もしかしなくても根本的なことを聞けていないんだよな、オレ……。

　……そうだよ。

　オレは好きだと伝えたけれど、不破さんがオレのことをどう思ってるかは聞けてないんだった。

「────」

　途と端たんに込み上げてきた不安をどうすることもできないまま、オレはしばらくその場に立ち尽つくしていた。
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「おはよう、智久」

「んー…」

　翌朝、オレは目ま蓋ぶたの開ききらない顔のまま、迎えに来てくれた押おう領りよう司じ俊とし也やを玄げん関かん先さきで出で迎むかえた。

　俊也は父方の従兄弟いとこで、家が近かったせいもあって、小さい頃ころから兄弟同然に育った仲だ。同じエスカレーター式の幼よう稚ち園えんに入り、この年になるまでずっと学校も一緒。

　だけど、オレたちは見事なほど対照的だった。

　どれだけ勉強してもそこそこの成績なオレと、勉強するにも要領がよく、記き憶おく力りよくも抜ばつ群ぐんの俊也。

　顔立ちだって、まん丸くて少し垂れ気味の目に丸っこいほっぺたのオレに比べ、俊也はキリリとした奥おく二ぶた重えの涼すずしげな目め許もとでフェイスラインもすっきりとしていて、同じ高校生だっていうのにすでに子供っぽさがなくなっている。

　おまけに同じような環かん境きようで育ったにも拘かかわらず、身長差が二十センチ近くもあったりするのは納なつ得とくがいかない。

　唯ゆい一いつの共通点は真っ黒でまっすぐな髪かみくらい。だけど、今はそれすらも寝ね癖ぐせがついているせいで、まるで比ひ較かくの対象にもならなかった。

「どうしたんだ、その顔は？　今回は早く終わったって伯母おばさんが云ってたけど、違ちがったのか？」

　俊也は眉まゆを頻し卑かめながらも、オレの曲がったネクタイを直してくれる。

「えーと、次の話のプロットやってたら、寝ね不ぶ足そくになっちゃって……」

　エヘヘと笑って誤ご魔ま化かしてみる。

　なんて云いつつも、考えていたのは不破さんのこと。

　実際に気持ちを切り替かえようとプロットにも取りかかってみたけれど、結局は何も思い浮かばなかった。

「まったくお前は…。仕事熱心なのはいいけど、休めるときに休んでおけっていつも云ってるだろう？」

「うん、ごめん…」

　こうやって叱しかられるのも、いつものことだ。

　兄弟同然っていっても、完全に兄貴分は俊也のほうなんだよな……。

　文句を云いながらも、要領が悪いくせに兼けん業ぎよう漫まん画が家かになってしまったオレの面めん倒どうを、俊也はよく見てくれている。

「僕に謝っても仕方ないだろう。どうせ智久のことだから、今日の体育のことも忘れてるんじゃないのか？」

「あっ！　今日って水泳!?」

「その調子じゃ水底に沈しずみそうだな…。伯母さんに見学届書いてもらってこい」

「う、うん、そうする。ちょっと待ってて！」

　オレは生徒手帳を手に、どたどたと家の中へと引き返した。

　六月下げ旬じゆんというこの時期に水泳の授業があるのは、ウチの学校に温水の室内プールなんて施し設せつがあるせいだ。

　体育も水泳も嫌きらいじゃないけど、タイミングの悪さにため息が出てしまう。

　寝不足なのも危険だけど、それよりまずいのは体のあちこちについた痕あとだ。

　昨日、お風ふ呂ろに入ってみてぎょっとした。色んなところに赤い鬱うつ血けつが散らばっていて、それが何の痕こん跡せきかなんて、いくらオレでも一発でわかった……。

　こんなの誰にも見られるわけにはいかないよ！

　そうだよ。たとえ俊也にだって、さすがに知られるわけには───。

「…………」

　って、オレ……。

　……しちゃったんだよな、不破さんと。

　昨日何度も頭の中で反はん芻すうした行こう為いを、オレはまた思い返してしまう。

　翻ほん弄ろうされるばかりで、正直何が起こっていたのか細かくは覚えていなかったけれど、溶とけてしまいそうな熱さと強きよう烈れつな快感だけは、体に強く刻み込まれている。

　ちょっと考えただけでも、また体の奥が疼うずいてきて……。

「わー！　わー！　わー！」

　朝っぱらから何考えてんだ、オレは!!

　上じよう昇しようしかけた体温を理性で食い止めようと必死になっていたオレの脳のう裏りに、忘れようとしていた不安までもが蘇よみがえってくる。

「……はぁ…」

　───本当に、不破さんはオレの気持ちを受け入れてくれたんだろうか？

　あの行為を自分に都合よく受け取ってもいいのかどうか、オレにはよくわからなかった。

　抱だき合ったんだし、言葉なんかなくても気持ちを理解し合えたんじゃないか……なんて思い直したりもしたけど、初めての経験にいっぱいいっぱいだったオレには、そんな確信を持つほどの余裕なんか欠片かけらもなかったし。

　───オレのこと、好きですか？

　確かめたいことはたった一つなのに、結局は確かめるのが怖くて口にすることもできなかった。

　仕事第一な人だけど、まさか原げん稿こうを渡わたさないってオレが云ったからって、あんなことまでするかな…。

　いや、いくらなんでも好きでもない相手にそこまでするわけはないよね…？

　そう考えて自分を納得させようとしてみたけれど、確証がないいま、不安を確実に払ふつ拭しよくできる要素は何もなかった。

「智久！　早くしないと遅ち刻こくする！」

「あっ！」

　玄げん関かんで待つ痺しびれを切らせた俊也の声に、はっとなる。

　何、ぼーっとしてるんだオレは！

　そうだよ、ただでさえ欠席が多いんだから、学校に行ける日に遅刻するわけにはいかない。

「ちょっと待ってー！」

　オレは大急ぎで母さんに見学届を書いてもらうと、カバンを持って先に出て行ってしまっていた俊也を追いかけたのだった。










　眠ねむくて堪たまらない午前中の授業を何とか凌しのぎ、ようやく訪おとずれた昼休み、オレは急いで階の違う俊也のクラスへと向かった。

　一いつ緒しよに昼ご飯を───というより、にっちもさっちもいかない悩なやみを相談したいというのが本音だった。

　一人で考えていてもどうにもならないときは、優ゆう秀しゆうな従兄弟いとこに相談するのがオレの定番になっている。

　頼たよってばかりで悪いとは思ってるけど、他ほかに適役な奴やつもいないんだよな……。

「俊也いるー？」

　教室の中を覗のぞくと、俊也はクラスの女子に話しかけられていた。

　相変わらずモテてるなあ……。

　その子のうっすらと染まった頰ほおを見れば、どんな気持ちを俊也に向けているかオレにだってわかってしまう。

「おっす、智久じゃん。久しぶり」

　入り口でぼんやりと話が終わるのを待っていると、ドアの近くにいた一年のとき同じクラスだった堀ほつ田たが声をかけてきた。

「久しぶりって、先週会っただろ」

「普ふ通つうは毎日会うもんだろーが」

「細かいこと云いうなよ、オレだって本当は毎日来たいんだからっ」

　漫まん画が家かと高校生の兼けん業ぎようは時間の兼かね合いが難しくて、できる限り出席はしたいと思ってるけど、追い込みのときはやむなく学校を休んでしまっている。

　でも、今回は三日程度の休みですんだんだから、いいほうだと思うんだよね。

「学校来てるってことは、原稿終わったのか？」

「今回は余よ裕ゆう！」

　オレは胸を張ってそう答えた。

　実際のところ、締しめ切きりまでの日にちは余裕だったけれど、それまでがけっこうキツかった。

　…まあ、自分の野望のためだったから今回は自じ業ごう自得なんだけど。

「ホントかよ。でも、ま、次のも楽しみにしてるからな」

「うん、さんきゅ」

　ウチの学校の先生も生徒もみんな、オレが漫画家なのは知っている。

　それは、デビューが決まったとき、嬉うれしさのあまりオレが自分でクラスメイトや先生に勇いさんで報告して回ってしまったせいなんだけど。ウチの学校が私立でのんびりとした校風だったお陰かげで先生たちから注意されることもなく、誰もが応おう援えんしてくれているのだ。

「なあなあ、あの続きってどうなってんだよ？　まさか、あのままやられちゃったりしないよな？」

「それは企き業ぎよう秘密だってば。云っちゃったら、読むとき面おも白しろくないじゃん」

「そうだけどさー」

　掲載を楽しみにしてくれる人が身近にいるのはありがたい。

　ダイレクトに感想がもらえるし、たまにもらう厳しい意見も為ためになる。

「再来週には出るんだから、それまで待っててよ───ふわぁ…」

　そう云いながら、大きなあくびが出てしまった。

「お前、授業中ずっと寝ねてたんだろ」

「ちゃんと聞いてたよ！……半分くらいは」

「つまり半分は寝てたってことだろ、それ」

「う……」

　堀田に笑いながら指し摘てきされ、オレは否定できずに口くち籠ごもる。

「でも、お前には俊也がいるから期末は余裕じゃん」

「…まあ、助かってるけど」

　ウチの学校には成績のランキングが発表されたりとかのシステムはないけど、毎回模も範はん解答として張り出されるほぼ満点のテスト用紙はいつも俊也のものなのだ。

「ヤマとか教えてもらってんじゃねーの？」

「そんなの教えてくれないよっ！　けっこうスパルタなんだよ、あいつ」

「誰がスパルタだって？」

「わ！　俊也!!」

　知らないうちに背後に立っていた俊也は、どうもオレたちの会話を聞いていたらしい。

　声かけるなら普通にしろよ、普通に！

「嫌いやならいいんだぞ？　一人でやってくれても。そのほうが、僕は自分の勉強がはかどるしね」

「うそうそっ、感謝してます！　今のは言葉のあやで…っ」

「そんなことより、メシ食いに行くんじゃないのか？　無む駄だ口ぐち叩たたいてると時間なくなるぞ」

「わかってるよ！」

　誰のことを待ってたと思ってるんだよっ！

　そのやり取りを笑いながら見ていた堀田にじゃあねと手を振ふり、オレはさっさと行ってしまった俊也を小走りで追いかけた。

「待ってよ！」

「普通に歩いてるだろ」

　くっ、コンパスの差が憎にくい……。

　追いつかないと口にするのも悔くやしくて、オレは必死に早足で俊也の横に並ぶ。

　そうしてざわつく校内を抜ぬけ、オレたちは校舎から少し離はなれた裏庭までやってきた。

　学食で昼をすます生徒が多いせいか、こういった場所は人気がない。静かで相談をするにはうってつけの環かん境きようだ。

　花か壇だんの煉れん瓦がをベンチ代わりに腰こしかけて弁当を広げつつ、オレはおずおずと話を切り出した。

「あのさあ…相談があるんだけど……」

「前置きはいいから、さっさと云え。昼に自分から僕を呼びにくるなんて、相談のあるときか、試験前くらいだろう」

「はい、そうです…」

　すっかり行動パターンを読まれてる……。

　そんなのいまに始まったことじゃないけどさ。

　オレは昔っから、この同い年の従兄弟に頭が上がらないのだ。

「今回は何だ？　プロットに詰つまってるんだったか？」

「え？　あっ、うん、そう！　そうなんだけど……」

　プロットとは漫まん画がを描かくための土台のようなものだ。これを組み立てたあと、ネームという下書きの下書きのようなコマ割を決めたものを作り、最後にそれを元に絵を描く。

　だから、プロットはとても重要な最初の作業なのだ。

　……なんて、こんなこと普ふ通つうの高校生は知らなくてもいいことなんだけど。

　そんなに好きなわけでもないのに、俊也が漫画に詳くわしくなってしまっているのは、オレのせいだったりする。

　担当編集者である不破さんを除けば、こういうことを相談できるのは俊也くらいしかいない。

　原げん稿こうを手伝いに来てくれているアシスタントの人たちに意見を聞いたりすることはあっても、来てもらってるときはすでに最終段階で追い込まれている状じよう況きようなことが多く、それどころじゃなかったりするわけで。

　…まあ、今回の相談はプロットの件ではなかったけれど、それっぽい話に見せかけて相談すればヘンに思われないですむかな？

「で？」

「た、たとえばさ、とあるものが仕事上どうしても必要な人がいて、そのとあるものを持っている人がその必要としている人を好きで、思わず『欲ほしいならつき合って下さい』って云っちゃうんだけど、そこで『わかった』って云われちゃう展開はハッピーエンドの告白シーン的にアリかなあ…？」

　オレは俊也の顔色を窺うかがいながら、昨日の状況をかいつまんで説明してみた。

「ナシなんじゃないのか？」

　俊也は弁当の蓋ふたを開けながら、あっさりとそう云い放った。

「う……っ」

　一刀両断かよ！

　現実問題として普通あり得ない話だとは思ってたけど、フィクションのストーリー展開でも駄だ目め出だしされるなんて…。

「つーか、智久。いつから恋れん愛あいモノ描くようになったよ？」

「……描いてません」

　いちいちもっともなツッコミをもらってしまい、オレはガックリと項うな垂だれる。

「ていうかそれ、お前のことだろう？」

「ななな何でわかったの!?」

　項垂れていた頭をがばっと上げ、オレは俊也に摑つかみかかる勢いで聞き返した。

　俊也は冷静に転がり落ちそうになった二つの弁当を両手に持ち、感心したように告げてくる。

「へえ。とうとう、不破さんに告白したのか」

「だから何で知ってるんだってば!!」　>>>♥

　一言もそれらしいことは云いったことがないっていうのに、どうして俊也がそこまで知ってるわけ!?

「何なんでも何なにも、お前は態度でバレバレなんだよ。お前んとこに来てるアシスタントの人だって云ってたぞ？　不破さんといるときのお前の顔、普ふ段だんと全然違ちがうって」

「えええっ!?　そっ、そんなの、いつ話したんだよ！」

　まるで、今いま更さらだと云わんばかりの態度にオレのほうが驚おどろかされてしまう。

　俊也はというと、手にしていた弁当を自分とオレの膝ひざに置き直し、何事もなかったようにおかずを口へと運んでいた。

　そんなにわかりやすいのかな、オレって……。

「こないだ仕事場に差し入れ持ってったとき。行ったらお前が寝てるから、起きるまで世間話してたんだよ。そんなことより、何があったんだ？　ほら、云ってみろ」

「い…云わなくちゃ、ダメ…？」

「聞かなきゃ、相談にならないだろうが」

「そうかな…？　うん、そうだよね……。ええと、どっから話せばいいんだろ」

「どっからでもいいから、手早く話せ」

　俊也は食事の手を休めることなく、ぞんざいにオレに話を急せかす。

　物もの凄すごく、どうでもよさそうな態度なんですけど……。

　だけど、黙だまっていても埒らちが明かないし、相談する相手なんてこいつくらいしかいないオレには贅ぜい沢たくなんか云えっこない。

　微び妙みような腹立ち具合を押し殺し、オレは昨日のあらましを語り始めた。

「……オレ、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで告白してみようと思って、今回は早く原稿を上げたんだ」

「なるほど。だから、珍めずらしく仕事が早かったわけだ。人間必死になると変わるもんだな」

「真ま面じ目めに聞けよ！」

「聞いてる。それで？」

「そ、それで、アシスタントの人にも帰ってもらってから不破さんに来てもらって、それで原稿を渡わたす前に気持ちを伝えようと思ったんだけど……」

「だけど？」

「……間ま違ちがえて、脅おどしちゃったんだ」

「はあ!?」

　オレの言葉に、今まで顔色一つ変えなかった俊也の眉み間けんに皺しわが寄った。

「『この原稿が欲しかったら、オレとつき合って下さい』って」

「…………」

「すぐに間違えたって思ったんだよ！　でもさ、不破さんがすぐに『わかった』っていうから、オレ混乱しちゃって…！　でも、不破さんがどういうつもりでそう云ってくれたのかがオレにはわからなくて……って、俊也聞いてる？」

　人が一生懸けん命めい話してるのに、そのどうでもよさそうな顔は何なんだよっ。

　顔色一つ変えない従兄弟いとこの様子に目を開けて寝ねてるんじゃないかと思い、呼びかけてみる。

　すると、俊也は大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて、深々とため息をついた。

「……バカバカしい。ただの惚のろ気けか…？」

「あっ！　人のことバカにしてるだろう!?　これでも、オレは真しん剣けんに…っ」

「わかったわかった。そう熱いきり立つなって」

　また勢い余って立ち上がろうとしたオレの肩を押さえ、落ち着くよう促うながしてくる。

　俊也の動じない態度に、いちいちムキになる自分がバカみたいに思えてきた。

「俊也はいいよな……何でもできるし、頭もいいし……。オレ、バカだから漫まん画が描かくしか能がないんだ……」

「あんだけ売れっ子のくせに、それしか能がないとか云うな。下手へたしたら嫌いや味みだぞ、それ」

「う、売れてるのはオレだけの力じゃないもんっ」

　コミックスの部数も伸のびていて、アニメ化も決定した今の状況は、傍はたから見れば順調でトントン拍びよう子しな印象は持たれるだろう。

　だけどそれだって、不破さんに指導してもらって、描く場所を与あたえてもらって、他ほかにもたくさんの人が関かかわってくれてるからこそだとオレは思ってる。

　原稿を完成させるのだって、アシスタントのみんなが手伝ってくれてるし。

　もちろんオレだって努力はしてるし、手を抜ぬいたりもしないけど、自分一人の力でここまでこれたわけじゃ絶対ないから。

「とにかく、不破さんもお前のことが好きだからＯＫしてくれたんじゃないのか？　好きでもなきゃ、いくら大事な作家でも男相手につき合ってくれるなんて、普ふ通つう考えられないだろう？」

「そうだと、いいんだけど……」

　でも、オレにはそこが最大の疑問なんだよ……。

　キスもエッチもしちゃったけど、『好き』だとかいう台詞せりふは一言も聞いていないし、それらしい話もされていない。

　唯ゆい一いつ云われたことは『可愛かわいい』という、どうとも取れる言葉だけ。

　これじゃ、『原稿のために』もしくは『相手が作家だから』了りよう承しようしてくれたといまになって云われても、納なつ得とくしてしまいそうだ。

　普通の告白さえできていたら、こんなふうに悩なやむことなんてなかっただろうに……オレって何てバカなんだろう……。

「不安なら、ちゃんと確かく認にんしてこい。何事も体当たりが信条なんじゃなかったのか？」

「そう…だよね」

「玉ぎよく砕さいするにしたって、早いほうがいいしな」

「ひどっ！　そんなの、まだわかんないじゃん!!」

　玉砕が当然みたいな云い方はやめて欲ほしい。

　まだ、望みだってあるんだからな！

　そう思って反論すると、俊也はニヤリと笑ってこう云った。

「その元気があるなら訊けるだろ」

「痛っ」

　ばしん、と叩たたかれた背中は痛かったけれど、俊也の励はげましはありがたかった。

「がんばってこいよ」

「うん…！」

　不安はまだあるけど、くよくよしてるなんてオレらしくない。

　明日会うんだから、そのときに聞いてみよう。

　俊也の云うことを真に受けたわけじゃないけど、初めは当たって砕くだけるつもりだったんだから、そのつもりで訊きいてみればいい。

　そうして決意を新たにしたオレは、ようやく弁当に手をつけたのだった。
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　オレはおずおずと、廊ろう下かからその部屋の中へと顔を覗のぞかせた。

　編集部って、何度来ても緊きん張ちようするんだよね……。

　みんなが忙せわしなく動いてて、高校生のガキんちょがいるような場所じゃないんだぞ、って雰ふん囲い気きがあるというか。大人だらけの環かん境きように、オレはつい気き後おくれしてしまうのだ。

「あのう……」

　見知った顔は奥のほうにいるけれど、誰だれもオレの存在にはなかなか気づいてはくれない。

　どうしようかなぁ…と思いながら立ち尽つくしていると、オレの横を通りすぎかけた女の人がぎょっとしたような顔をした。

「都つ筑づき先生!?」

「え？　あ、吉よし野のさん」

　声をかけてくれたのは、以前、編集部に来たときに何度か会った少女漫まん画が雑誌の編集さんだった。

　見知った顔に会えて、ほっとした気分でいると不思議そうに問いかけられる。

「こんなところで何してるんですか、先生？　不破と打ち合わせですか？」

「あ、はい、そうなんです」

　デビューしてからもう一年半も経たつのに、オレはまだ『先生』と呼ばれることに慣れない。

　何だか、申し訳ないような居い心地ごこちが悪い気分になってしまうのだ。それは、相手が社会人で、自分が高校生だからかもしれないけど。

「来てるなら誰かに声かけて下さいよ、もう。いつからここにいらっしゃるんですか」

「えっと、そうしようとは思ったんですけど、みんな忙いそがしそうだったから邪じや魔ましちゃいけないかなって……」

　オレはもごもごと云いい淀よどむ。

　声をかけようにも、なかなかそのタイミングが計れなかったんだよ…。

「相変わらずですねえ」

「…すいません」

　吉野さんは謝らなくていいんですよと苦く笑しようしながら、オレをいつも通されるパーテイションで仕切られた応接間に案内してくれた。

「不破は他の作家さんと打ち合わせしてる最中なんで、少し待っていただけますか？」

「あ、はい、そのつもりです」

　どこかで時間を潰つぶしてこようかとも思ったけど、そわそわして落ち着かず、結局指定された時間より早く来てしまったのだ。

　正直、少しでも不破さんと会える時間が長くなればという気持ちもあったんだけどさ。

　でも、来る前に予定よりも早く着くとメールを入れたら返事がなかったから、きっと忙しくてメールを見てる間もないんだろうな、とはちょっと予測してたから仕方ない。

　だけど───昨日一日、不破さんからは何の連れん絡らくも来なかった。

　それはいつものことなんだけど、あんなことのあったあとなわけだから、ちょっとは変化があるかなあ、と期待してたんだよね……。

　本当につき合ってくれるんだったら、もうちょっと甘い関係になってもよさそうなものなのに……ってオレ、本当に不破さんとつき合ってるのかな？

　気になるなら、自分から連絡すればよかったんだろうけど、どんな反応が返ってくるんだろうって考えると、不安で電話なんかできなかった。

　電話が来たら何て云おうかって色々と考えてたのに、それも無む駄だ骨ぼねに終わり、朝起きてみたら携けい帯たいに入にゆう稿こうがすんだという報告と、今日の打ち合わせの時間を指定するメールが入っていた。

『おはよう』と打たれた文字はオレの胸を弾はずませたけど、でもそれだけ。あとはいたって事務的な言葉が並んでいるだけだった。

　不破さんはオレなんかよりも忙しい人で、プライベートにあまり時間がかけられないことくらいわかってる。

　でも、せめて電話越ごしの声だけでも聞けたらよかったのに、と思わずにはいられないのだ。

「それって、わがままなのかなぁ……」

　やっぱり、あれは一日限りのことだったんだろうか…。

　それならそれで構わない。初めから何も期待なんかしてなかったんだから……。

「都筑」

「……っ！」

　メールを開いてため息をついていたオレは、突とつ然ぜんの声にびくりとして、思わずガタンと椅い子すを鳴らして立ち上がる。

「悪い、待たせたみたいだな」

「ふ、不破さん…っ」

　び、びっくりした……。

　考えていたことが聞こえているわけはないけれど、何となく気まずくて、オレはつい狼狽うろたえてしまう。

「ずいぶん早いな。そんなに急いで来なくても大だい丈じよう夫ぶだったのに」

「すいません、お邪魔だってわかってたんですけど…」

　答えながらもオレは、不破さんの顔がまともに見れなかった。

　この人の指が、唇くちびるが、自分に触ふれたのだと思うとドギマギとしてしまって、平常心ではいられない。

　不破さんは何もなかったみたいな顔をしてるのに、不破さんを見ただけで、重ねた体温をリアルに思い出してしまうオレは、どっかおかしいんだろうか……。

「だったら、一度家に戻もどればよかっただろう」

「そ、そうですよね。そこまで頭が回らなくて」

　えへへと笑って答えつつも、本当はそうする時間があることに気づいていたことを、オレは吞み込んでしまう。

　だって恥はずかしくて、素す直なおにそんなこと伝えたりはできないけど、まっすぐ編集部に向かったのは、一分でも一秒でも早く不破さんに会いたかったからなのだ。

「でも、久しぶりに見たな、その格好」

「え？　あ、まずかったですか、制服」

　不破さんの視線につられて、オレは自分の姿を見下ろした。

　そっか、打ち合わせのあとご飯に行くんだっけ。

　制服のまま、夜うろうろしてると怪あやしいもんな。

　着き替がえ、持ってくればよかったかも……。

「……いや、それは構わないんだが」

「？」

　何で口くち籠ごもるんだろう？　ヘンなところでもあるのかなあ、オレ。

　でも、別に背中に何か貼はりつけられてるわけでもないし、髪かみだって来る前にちゃんと駅で鏡見てきたし。

　自分の格好をあれこれ確かく認にんしていると、コホンと空から咳せきが聞こえてきた。

「雑談はここまでにしておくとして───打ち合わせの前にちょっといいか？」

「はい？」

「お前に会いたいって奴やつがいるんだ」

「オレに？　どなたですか？」

　云われて初めて、オレは不破さんの側そばにもう一人誰かがいることに気がついた。

「彼は伊い川がわ愁しゆう。俺が一年ぶりに持った新人で、お前の大ファンなんだそうだ」

「はじめまして、伊川といいます」

「あ…はじめまして、都筑です…」

　ぺこりと頭を下げたその人は、オレと同じか少し年下くらいに見えた。

　眼鏡めがねの下に覗のぞく瞳ひとみは大きくて、にこにこと人なつっこい笑え顔がおを浮うかべている。

　新人なのに、全然おどおどしてなくて凄すごいなあ。オレなんか、初めの頃ころは狼狽えちゃってとんでもなく挙動不ふ審しんだったのに。

「あの、握あく手しゆしてもらえませんか？」

「へ？　あ、はい……!?」

　差し出された手をおずおずと握にぎると力強く両手で握り返され、そして、突然彼は何やら熱く語り始めた。

「俺、先生の大ファンなんです！」

「は、はあ…」

「先生のデビュー作を読んだ瞬しゆん間かんゾクゾクしちゃって、どんな人が描かいてるんだろうって思ったら、高校生って紹介のところに書いてあってビックリしたんですよ！」

「あ…ありがとうございます……」

　他の作家さんを紹しよう介かいされることは時々あったけど、こういうのは初めてだ。

　手放しで誉ほめちぎられるというのは照れくさい。何と返せばいいのだろうかと考えている間も伊川は尚なおも喋しやべり続ける。

「あの話を読んだとき、俺も同い年だし頑がん張ばらなくちゃと思ったんです。だからデビューするなら、絶対に先生と同じ雑誌でって思ってたから、受賞の連絡が来たときはホントに嬉うれしくて───って、すいません、自分のことばっかりで」

　勢いに圧あつ倒とうされていたオレに気づいたのか、伊川は途と中ちゆうで我に返ったかのように申し訳なさそうな表情を浮かべた。けれど、オレの手はまだ握られたまま。

「いえ、その、オレも連絡もらったとき信じられなかったし、気持ちはわかります。全然自信なかったから、騙だまされてるんじゃないのかなって」

　電話をもらった瞬間も、連れん載さいが決まって『一いつ緒しよに頑張っていこう』と不破さんに云いわれたあの瞬間のことも、今でもはっきりと覚えてる。きっと、一生忘れられないんだろうなぁ。オレにとっては、そのくらい不破さんの存在は大きかったりする。

　一人では抱かかえきれないほどのプレッシャーも、不破さんがいたからこそ、乗り越こえてこられたとしか思えない。

「え、都筑先生もそうだったんですか？」

「うん。何せ投とう稿こう初めてだったから、よくわからなかったし……」

「あれで初めて!?　自信なくすな、俺……。でも、さすがですね！　やっぱり、都筑先生は凄いですよ!!」

「あ、あのー…」

　そろそろ手を離はなしてもらいたいんだけどなあ…。

　けど、キラキラした瞳に見つめられていると、なかなかそれを云い出せない。

　どうも、話を聞いていると同い年のようだけど、彼のような人間は、今までオレの周りにはいなかったタイプでどう対処していいかわからないのだ。

　もちろん、オレの作品を読んでくれているのもありがたいし、楽しんでくれているのも嬉しいんだけど……。

「そろそろいいだろう？」

「あ」

　どうしたらいいんだろうとぐるぐるしていたオレを救ってくれたのは、不破さんだった。

　握られた手をベリっと引き離して、オレを庇かばうようにして間に入ってくれる。

　困っていたことがわかったんだろうか？

「嬉しくて興奮するのもわかるがな、少し落ち着け」

「す、すいません！　調子に乗っちゃって」

　諭さとされた伊川は、ようやく自分の興奮ぶりに気づいたらしく、慌あわてて頭を下げてきた。

「まあ、これを励はげみに頑張ってくれれば云うことないんだが。帰ったらネーム、それから来週のアシスタントの件はよろしく頼たのむな」

「はい、頑張ります！　じゃあ、今日はありがとうございました。都筑先生、今月号も楽しみにしてますから！」

　伊川はペコリと頭を下げ、編集部をあとにした。

　明るいというか、テンションの高い人だったなぁ。

　いったい、どんな漫まん画がを描く人なんだろう。今の印象では、想像もつかないけれど。

「行くぞ」

　嵐あらしのような出来事が去ってほっとしていると、不破さんはオレを置いてさっさと歩き出してしまう。

「えっ、あ、はいっ」

　きっと、打ち合わせのために会議室辺りに移るつもりなんだろうけど、何か……不破さん、機き嫌げん悪い…？　何だか空気がピリピリしてる。

　置いていかれないように一生懸けん命めい、すたすたと早足で先を行く背中を追いかけるけれど、不破さんはこっちを振ふり返ろうともしてくれない。

　こ、怖こわい……。

　何か、怒おこらせるような発言とかしたかな…？

　オレもさっきの彼も、これといった内容は話してないと思うけど。

「あ、あの…？」

「何だ？」

「いえ、何でもないです……」

　こういうときは余計なことを云わないほうがいい、というのはこの一年のつき合いでようやくオレが覚えたことだ。

　打ち合わせに入れば機嫌なんか関係なくなるけど、これじゃあ今日は無関係な雑談はできそうにない。いったい、何がまずかったんだろう……。

　あのことをちゃんと確かめたかったのになぁ……。

　オレは不機嫌なオーラを放つ背中を見つめながら、小さくため息をついたのだった。










「───じゃあ、次回は今話した感じで進めてくれ」

「わかりました。プロットは週明けくらいでいいですか？」

「ああ」

　オレはようやく出たＯＫに、ほっとして肩かたの力を抜ぬいた。

　打ち合わせの最中は、いつもなら話が脱だつ線せんしたりして雑談が入ったりするのに、やっぱり今日は無む駄だ話ばなしが一いつ切さいなかった。

　重苦しい雰ふん囲い気きの中、黙もく々もくと二人で次の話を煮に詰つめていくだけの打ち合わせは、時間はそれほどかからずにすんだけれど、精神的疲ひ労ろうがいつもの比ではなくて。

　───やっぱり、何か機嫌悪いんだよな……。

　こうやって、口数が少なくなっているときは赤信号なのだ。触さわらぬ神に何とやら。

「……今日はありがとうございました」

　何が理由かはわからないけれど、これ以上不破さんの気分を逆さか撫なですることのないよう、今日のところは早めに帰ったほうがいいだろう。

　確かめるのはいつでもできるんだし、逆に今訊きいても、いい返事が返ってくるとは思えないもんな。

　すると、そそくさと荷物をまとめて帰ろうとしていたオレに、不破さんは怪け訝げんな顔で訊たずねてきた。

「何を急いでるんだ？」

「あ、いえ……早く帰ったほうがお邪じや魔まじゃないかなって……」

「帰る？　食事はどうするんだ？」

「でも……」

　不破さんの側そばにいられるなら、いつまでだって一緒にいたい。

　けど、オレがいることで気分を損そこねているのなら、今日は帰るしかないじゃないか。

「今日は時間があると云ってただろう？　店も予約してあるんだぞ」

「……不破さんはいいんですか？」

「何が」

「その……何か、怒ってるみたいだから……」

「！」

　言葉を選ぼうとは思ったけれど、何て云えばいいのか思いつかなくて、オレは結局ストレートに切り出してしまった。

　う……やっぱ、いまのは云わないほうがよかっただろうか…。

　重すぎる沈ちん黙もくに、すぐにオレは後こう悔かいする。緊きん張ちように嫌いやな汗あせまで浮うかんできたよ…。

　やがて、不破さんはため息を一つついたあと、ビクビクとしているオレに云い難にくそうにこう告げた。

「───すまない」

「え？」

　どうして、不破さんが謝るんだ？

　オレは思わず首を傾かしげてしまった。

「個人的なことでムカついてるだけで、お前をビビらせるつもりはなかったんだ。悪かった」

「個人的なこと…？」

　それこそ理由がわからない。やっぱりあのとき、不破さんがムカつくようなことが何かあったのかな？

　それとも、もっと前に何かがあって、それをあとになって思い出しただけだったりするんだろうか…。

「俺もまだ人間ができてないってことだよ。お前は気にしなくていい」

「？　不破さん？」

　わけのわからない説明に、ますますオレは困こん惑わくしてしまう。いったい、不破さんは何のことを云いってるわけ？？

「少し早いが、店に向かおう。仕し度たくしてくるから、ここで待ってろ」

「えっ、ちょっ……と待って───って、もう……」

　結局、怒っていた理由を教えてくれることはなく、不破さんはオレを置いて、早々に会議室から出ていってしまった。

「まあ、いいか…」

　とりあえず、オレが怒らせたわけじゃなくてよかった。

　わけがわからなかったけれど、余計なツッコミをしてまた不破さんの機嫌を損ねるよりは、疑問の一つ二つ解決してないほうがよっぽどマシだ。

　オレはそう自分に云い聞かせ、不破さんが戻もどってくるのを待った。










　あのあと、連れていってもらったのは編集部の側にあるイタリアンのお店だった。

　ここで不破さんの気持ちを確かめるぞと意気込んでいたにも拘かかわらず、そのタイミングを摑つかむことがなかなかできないまま、とうとう食事もお開きになってしまった。

　告白する前と何ら変わりのない態度。

　不破さんのほうから、一昨日のことに触ふれてくる素そ振ぶりは欠片かけらもなくて。話す内容も、全ていつも通りでしかなかった。

　やっぱり、後悔してるのかな…。

　オレの告白に『わかった』と云ってくれたのは、原げん稿こうのためだけだったのかもしれない。「…………」

　家まで送ってもらう帰り道。オレは、助手席から隣となりで運転してる不破さんを窺うかがい見た。今までなら胸を弾はずませて目にしていた横顔も、今は胸を苦しくする。

　訊きくなら早いうちがいい。そうわかってるはずなのに。

　車は国道を逸それ、住宅街へと入っていく。このままじゃ、すぐに家に着いてしまう。

　どうしよう、まだ何も確かめられてないのに。

「あの、すいません。家じゃなくて仕事場のほうにお願いできますか？」

　オレは、信号で停とまったタイミングでそう切り出した。

　少しでも時間を引き延ばそうと、少し離はなれた仕事場を目的地に指定してみる。

　そんなことをするより、ここですぱっと云ってしまえばいいんだけど、なかなか度胸が出なくて……。

「仕事場？」

「ええと、プロットとか、残ってる仕事とか片づけようかと……」

「今日は家に帰って休んだほうがいいんじゃないのか？　顔色がよくないぞ」

「いえ、忘れないうちにやっちゃいたいし、明日は休みだから」

「そうか？　ちゃんと家のほうには連れん絡らく入れておけよ」

「あ…はい……」

　そ、それで終わり？

　もしかして『寄って行ってもいいか？』なんてことを云われたりしないだろうかと微かすかな希望を抱いだいていたにも拘わらず、不破さんの言葉はそれで終わってしまった。

　不破さんのバカ……。

　少しはオレの気持ちを汲くんでくれたっていいじゃんか。

　結局、仕事場のあるマンションにはすぐに着いてしまい、オレは困り果てた。

「着いたぞ？」

　車がマンションのエントランス前に停まっても動こうとしないオレを訝いぶかしく思ったのか、不破さんはそう声をかけてくる。

「……はい」

　わかってる。車を降りなきゃいけないことは。

　わかってるけど、でも足が動かなかった。

　───オレたち、本当につき合ってるの？　それとも、あれきりのこと？

　たったそれだけの問いかけが、どうしても口から出てこない。

「どうした？　やっぱり眠ねむいのか？」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶです。あの、今日はお疲つかれさまでした」

「ああ、お前も根詰つめすぎるなよ？」

「───はい」

　別れ際ぎわすら何も云ってくれない。

　やっぱり不破さん、後悔してるんだ……。

　それって、一昨日のことはなかったことにしたいってこと───？

　助手席のドアを開け、車を降りかけたオレはその動きを止めた。

　ダメだ。今云わなきゃ、このままずるずると嫌な気持ちを抱かかえたままになってしまう。

　そう踏ふんぎりをつけて、オレは改めて不破さんのほうへと向き直る。

「あの…っ、───ふ、不破さん」

「ん？　どうした？」

　不破さんが後悔してるなら、これ以上困らせたくない。オレのわがままでこの人を振ふり回すわけにはいかないから。

「……無理してるなら、もういいですから」

　オレは思い切って、自分から終わりを告げる。

　その瞬しゆん間かん、胸の辺りがひやりとした。

　情けない顔だけはしないようにと口元を引きしめても、強こわ張ばった頰ほおの筋肉は思うように動いてはくれない……。

「都つ筑づき…？」

　途と端たん、さっと表情を曇くもらせた不破さんは、オレに問いかけるような視線を向けてくる。

　やっぱり、名前で呼んでくれない……。

　一昨日はオレの願いを叶かなえてくれただけだというのなら、その理由に説明がつく。つまり全すべてがあのとき限りの『特別』だったってことだ。

　オレは視線を合わせているのが辛つらくなって、俯うつむいてしまう。

「オレ、不破さんにあんなこと云うつもりじゃなかったんです」

「どういうことだ…？」

「この間は脅おどしみたいなこと云っちゃってゴメンなさいっ。あのとき、オレ緊きん張ちようして間ま違ちがえちゃって。本当は不破さんに告白できればそれでよかったんです」

「何を云って───」

　ようやく、あのときの間違いを告げることができてオレはほっとする。

　真実を知ったら、不破さんは怒おこるかもしれない。だけど、それで身勝手だと呆あきれられるほうが、好きな人の重荷になるよりかまだマシだ。

　だけど、胸が、心臓がこんなに痛いのはどうしてだろう？

　消えてなくなってしまいたいほど、苦しい。

　告白できればいい───そんなの建て前だ。

　一いつ瞬しゆんでも叶ってしまった夢が、オレの心の欺ぎ瞞まんを暴あばき出す。自分の気持ちを偽いつわることがこんなにも辛いことだなんて、気づきたくなんかなかったのに───。

「オレが作家だからって気を遣つかってるんだったら、もう気にしないでいいですから。ちゃんと仕事はします。わがままも、もう云いいません」

　呼吸の仕方を忘れてしまったかのような息苦しさを感じながらも、これだけはとオレは最後に捲まくし立てた。

「で、でもオレは、不破さんにキスしてもらえて嬉うれしかったし、その……は、初めてが不破さんで凄すごい嬉しかったから……っ」

「都筑!?」

「だから、もう無理してくれなくていいです、ありがとうございましたっ！」

　全てを云いきったオレは車から飛び出すと、マンションの一階に止まっていたエレベーターに乗り、仕事場のある四階のボタンを押した。

　そしてドアが閉まったのを確かく認にんしたオレは、ぐったりとエレベーターの中の壁かべに寄りかかり、大きく息を吐はく。

　これで───これでよかったはずだ。

　叶うはずのない想おもいが一瞬でも叶ったんだから、もうそれでいい。

　一昨日の出来事は大事な思い出としてしまっておこう。

「……っく……」

　なのに、さっき堪こらえたはずの涙なみだが、じわりと浮うかんできてしまう。

　泣くなよ、バカ！　お前は男だろ!?

　オレは零こぼれる涙を、エレベーターを降りる寸前ブレザーの袖そでで拭ぬぐった。マンションの住人に見られたら恥はずかしすぎる。

　だけど、とぼとぼと部屋まで歩き、静かな室内に足を踏み入れたオレは、背後から聞こえてきた声にぎょっとした。

「ちょっと待て！」

「ふ、不破さん……」

　驚いて振り返ると、息を切らせた不破さんが、閉まる寸前のドアを押さえていたのだ。　>>>♥

「云いたいことだけ云って逃にげる気か？」

「あ……」

「年寄りを走らせるな、バカ。お前とは体力が違ちがうんだぞ」

　ぜえぜえと荒あらい呼吸をしているところを見ると、どうやら一階からこの四階まで階段を駆かけ上がってきたらしい。

　不破さんは強ごう引いんにドアの内側に入り、後ろ手でドアを閉めた。しん…とした静せい寂じやくがオレたちの間に入り込む。

　明らかに怒っている顔を向けられて、オレは畏い縮しゆくした。

　身勝手すぎると叱しかりに来たんだろうか？

「さっきのは……俺とつき合うのが嫌いやになったってことか？」

「えっと、あの……」

　詰つめ寄られて、オレは狼狽うろたえた。そうじゃなくて、と思うのに、上手うまく言葉が出てこない。

　そうです、と云えればどんなに楽だろう。

「俺に抱かれて目が覚めたか？　お前の気持ちはただの憧あこがれで、セックスと結びつくようなものじゃなかったってことか？」

「そんなんじゃ…っ！」

　畳たたみかけるように告げられて、オレは混乱した。

　ちゃんと自分の気持ちを口にしたいのに、何から話せばいいのかわからない。

「こんなはずじゃなかった、だから忘れたい───そう云いたいのか？」

「違います！」

　決めつけるような言葉に、オレは思わず語気を強くする。

　今いま更さら本音を告げてどうなるっていうんだ。もう、自分勝手なわがままからこの人を解放しようと思ってるのに。

　だけど、不破さんはオレに詰め寄ると、ドアに両手をつき、オレの退路を断ってしまった。

　至近距きよ離りで見つめられたりなんかしたら、早はや鐘がねを打つ心臓がパンクしてしまいそうだよ。

「……だったら何で、もういいなんて云うんだ？」

　伶れい俐りな響ひびきを持っていた不破さんの声が少しだけ和やわらぐ。

「……不破さんに無理して欲ほしくないから」

　子供をあやすような声音につられて、ついついオレのほうも拗すねた口調になってしまった。

「誰だれが無理してるって云った？」

「だ、だって、不破さんはあのあともいつも通りだし、一昨日のこと何にも云おうとしないし、だから無理して後こう悔かいしてるんじゃないかって思って……」

　問い詰められ、考えていたことを白状すると、不破さんは大きくため息をついた。

「それは───お前のほうだろうが」

「え…？」

「ビクビクと人の顔色窺うかがうような態度されたら、後悔してるんじゃないかって思うだろう。なかったことにしたいって思ってるなら、それにつき合ってやろうと思ったんだよ。……俺も調子に乗りすぎたからな」

　オレを気き遣づかってくれてたってこと…？

　だから、何もなかったような顔をしてたわけ？

「でも…っ！　さっきは何か怒ってるみたいだったじゃないですか…！」

　何にもしてないのに、あんなふうに怖こわい顔されたら誰だって不安になるよ！

　オレはだんだんと逆ギレモードになってきた。

「───あれは……」

「オレ、何か怒らせるようなことしましたか？　バカだから、オレそういうの教えてもらわないとわからなくて」

　喋しやべっているうちに勢いが失速していく。

　憤いきどおりかけた感情は下降線を辿たどり、さっき拭ったはずの涙がまたじわりと瞳ひとみの奥を熱くした。

「…っとにバカだな……。あれは───ただの嫉しつ妬とだ」

「はい？」

　云い難にくそうに吐き捨てられた単語に、オレは目を丸くする。

　今、不破さんの口からは到とう底てい出てこなさそうな言葉を聞いた気がするんだけど……。

「あいつが…伊川が人のもんに気安く触さわるから、ムカついてただけだ」

「不破さんが嫉妬…？」

　ひ、人のものって、まさかそれ、オレのこと？

　でも、触るって云っても手を握にぎられただけだったんだけど、たったあれだけで？

　ウソだ、そんなことあるはずない───そう思考が否定しているのに、強こわ張ばっていた頰ほおが自然と弛ゆるんできてしまう。

「悪いか、俺が嫉妬したら」

「いっ、いえ！　そうじゃなくて……嬉しくて、信じられないっていうか」

　不ふ機き嫌げんな声に、ぶんぶんと頭を左右に振ふる。

　どうしよう、本当に？

　本当だったら、嬉しすぎる。嬉しすぎて死んじゃいそうなくらいだよっ！

「……くそっ、あんま可愛かわいいことばっかり云うからスイッチ入っただろうが」

「え？　え？　え？」

　スイッチ？　何の？

「好きじゃなかったら、こんなことするわけない」

「うわ…っ」

　不意に引き寄せられ、オレの体はぐらりと傾かしぐ。だけど、不破さんの胸はデスクワークをしている割には逞たくましく、倒たおれ込んだオレの体をしっかりと受け止めてくれた。

「ふふふ不破さん…っ!?」

　二日ぶりの濃のう密みつな接せつ触しよくは、オレの体温を急上じよう昇しようさせる。

　すると、しっかりと腰こしを抱だかれ身動きの取れない体に、もう一方の手が触ふれてきた。

　その手は、さらりとオレの髪かみを梳すいたかと思えば、すぐに首筋を滑すべり降おりていく。

「……っ」

　ささやかな感かん触しよくにも、ゾクゾクとざわめく肌はだ。不破さんの指はそんなオレの背骨をまっすぐに辿り、腰を通りすぎて、もっと下まで降りていった。

　ちょっ…、どこ触って……っ。

「お前が後悔してるって云うんなら───俺に忘れて欲ほしいって云うならそうしてやる」

「ん…っ！」

　喋りながらも指の動きは止まらない。

　そろりと尻しりを撫でられたあと、指先は両足の間へと入り込んでくる。腿もものつけ根の内側を制服越ごしに撫で擦さすられ、ギクリと体が反応してしまった。

「けど、そうじゃないんなら逃がさないからな」

「あっ───!!」

　囁ささやきの直後、耳に歯を立てられる。その刺し激げきにびくんっと背中を反らせたオレの唇くちびるに何かがぶつかってきた。

　思わず漏もらした声のせいで半開きだった唇を啄ついばむようなキスに、オレは目を見開く。

「キスのときは目は閉じろって教えなかったか？」

「す、すいません」

『───教えたことは一度で覚えろ』

　この一年半、云われ続けてきた言葉を思い出して、オレは慌あわててぎゅっと強く目を瞑つぶる。すると、くすりと笑う気配がしたあと、目ま蓋ぶたに柔やわらかな感触と温かな吐と息いきが触れた。

　次いでそれは鼻先に触れ、唇へと降りていく。

「……ぁ……ん……」

「……智久……」

　あ…名前、また戻もどってる…。

　小さな囁きのあと、下唇を食はまれ、ぞくりと体が震ふるえてしまう。

　触れては離はなれるその行こう為いにもどかしくなり、無意識に口を開くと、穏おだやかだったキスは貪むさぼるような激しいものへと変化した。

　思わず縋すがるようにして手を不破さんの背中に回すと、オレの体はそれ以上にキツく抱きしめ返された。

「んぅ……っ」

　割って入ってきた濡ぬれた感触が、口の中を搔かき回してくる。ざらりと擦こすれ合った舌が、先のほうからじわりと痺しびれていった。

　絡からめ取られて、誘さそい出された舌先をキツく吸い上げられ……。

「あ……んん…っ」

　唾だ液えきが混じり合うような濃のう厚こうなキスに、オレの体からどんどん力が抜ぬけていった。

　不破さんのシャツを摑つかんでいた指先も、自分のものじゃなくなっていく。

　それなのに、少しも怖さは感じなかった。

　未知の感覚も、不破さんがくれるものなら怖くはない。

　不破さんになら、預けきったこの体のように、心も任せてしまえるから。

「ふ…っ、ぁ……っ」

　口づけに蕩とろかされた体はとうとうくずおれ、膝ひざがカクンと折れてしまう。

　へたり込んでしまいそうになった体を抱きとめてもらい、オレは解放された唇で、足りなくなった空気を思いきり吸い込む。

「く…くらくらする……」

　散々搔き回された口こう腔こうはまだ痺れている。舌に残る感触も生々しくて、オレの頭の中はキスの余よ韻いんでぼぅっとなっていた。

「このくらいで音を上げてもらったら困るな」

「え…？」

　気づくと、オレは不破さんの腕の中でくるりと体を反転させられ、背中を預ける格好になっていた。

　力の入りきらない体は、両りよう脇わきの下から腕を差し込まれて支えられる。

　しゅるりとネクタイが引き抜かれ、床ゆかに落とされる様をオレはぼんやりと見送っていた。

　何で、ネクタイ？

　そう疑問に思っている間にも、ブレザーのボタンが外され、ウエストにたくし込んだシャツが引き抜かれる。

　ベルトも落とされ、襟えり元もとも緩ゆるめられ……自分の制服が少しずつ脱ぬがされていく様子に、オレはようやくその目的を悟さとった。

「ウソっ、こんなところで!?」

「気づくのが遅おそい」

「不破さ……っ、ここ、玄げん関かん……っ」

　こんな場所でしようっていうの!?

　キ…キスだけならともかく、エッチするのってどうなんだよっ!?

「鍵かぎはかけた。チェーンもしてあるだろ？」

　視線だけで確認したら、それは詭き弁べんではなく本当だった。

　いったい、いつの間に…!?

「でも、声が外に聞こえたら……」

「誰だれも通らない」

「で、でも、俊也が来たら、あいつ合あい鍵かぎ持ってるし」

「従兄弟いとこだろうが何だろうが、こういうときに他ほかの奴やつの名前は口にするな」

「ご…ごめんなさい……」

　真しん剣けんな響ひびきで厳命され、反射的に謝ってしまう。

　どう云いえば考え直してくれるだろうと思案に暮れているうちに、シャツの裾すそをたくし上げられ、露あらわになった肌に乾かわいた掌てのひらが触れた。

　さらりと撫でられた場所が、少しずつ汗あせばんでくる。

「…っあ、や……せめて、部屋に……」

　こんなところでするなんて、マジあり得ないって！

　普ふ通つう、こういうことってベッドでするもんなんじゃないの？

「そんなとこまで待てるか。何でも経験は大事だって云っただろ？」

「こ…んなとこでの経験なんていりません……っ、あ……！」

　力が入らないながらもじたばたとするオレに止とどめを刺さすように、不破さんは首筋に嚙かみついてくる。その瞬しゆん間かん、微かすかな痛みとともに静電気のような甘い痺れがオレを支配した。

「お前だって、もうこんなにしてるくせに」

「や…っ!?」

　制服のズボンの上からくっと股こ間かんを押さえつけられ、形を変えかけていたそこは、明確な刺激に反応してより一層熱くなる。

　実力行使に勝てるようなレベルではないし、快感にだって耐たい性せいがない。

　つーか、好きな人から問答無用に与あたえられる気持ちよさに、オレが勝てるわけないじゃないか…っ。

「俺だってこんなだよ」

「あ…っ!?」

　ぐいっと体を引き寄せられ、腰こしを妖あやしく押しつけられる。後ろに感じた存在感は、不破さんの状態を生々しく教えてくれた。

　どうしよう、何か…凄すごい、かも……。

　カーッと頭に血が上り、全身が熱くなってしまう。

「だから待てないって云ってるんだよ」

「や…っ、不破さ───」

　緩められたウエストから、するりと忍しのび込んできた不破さんの手は少し冷たかった。

　オレ自身を包み取り、その手の中で扱しごかれる。

　同じ男だからなんだろうか、ツボを得た指の動きはオレの呼吸を簡単に乱していく。

「はっ…ぁ、んん……っ、ダ…メ……」

「何がダメなんだ？」

「だっ…て、声……っ」

　そんなふうに弄いじられたら、声なんか我が慢まんできなくなるよ！

　ここが玄関で、ドア一枚隔へだてた向こうを誰かが通るかもしれないってことくらい、頭ではわかってるはずなのに。

「誰かが通るんなら、足音でわかるだろう？　だから今は気にしないで感じてろ」

「そ…んな……あぁ…っ！」

　揉もみしだくようだった手の動きが、今度は上下に動き始めた。高められたオレの中心は、下着の中で芯しんを持って勃たち上がり、窮きゆう屈くつだと訴うつたえている。

「っん、ぁ……や……っ」

　同時に胸の先に触ふれられ、尖とがったそこを指先で押し潰つぶされる。

　柔やわらかく引っ搔かれ、円を描えがくように撫なでられれば、また硬かたさを取り戻していく。

　そうして、そこから生まれるむずむずとした感覚は、下腹に溜たまっていく疼うずきを煽あおり立てた。

「本当に感じやすい体だな」

「…んなの、知らな……っ」

　先せん端たんを抉えぐるように撫でられ、爪つめの先で引っ搔くようにされれば、ますますそこは濡れてきてしまう。

　とろりと漏もれ出た先走りを塗ぬり広げられ、やがてくちゅくちゅという濡れた音が聞こえてきた。

「あ……っく、ぅ……」

　不破さんはオレの感じる場所を元から知ってるみたいな迷いのない手つきで、強く弱くオレを追い上げてくる。

「もっ、離…て……っ」

　体の中心に集まってきていた熱が、限界を迎むかえそうだった。出口を探し、体中を暴れ回っている。

　オレは力の入らない手で、不破さんの手を引き剝はがそうと躍やつ起きになった。

「あっ!?」

　なのに、その手はビクともせず、逆に汚よごれた下着ごと制服のズボンを引き下ろされ、オレは簡単に下か肢しを暴あばかれた。

「見な…で…っ」

　自らの欲望が、好きな人の手の中で恥はずかしいほどに勃ち上がっている様を目まの当たりにしたオレは、羞しゆう恥ちで消えてしまいたくなった。

　自分で見ていることも、不破さんに見られていることも、とんでもなく恥ずかしい。

　震ふるえる自身の姿も、淫みだらに絡からみつく指も見ていられなくなって、オレは目を瞑つぶり、顔を背そむけた。

「ちゃんと見てろ。見て、誰が感じさせてやってるのか、ちゃんと覚えておけ」

「……っ」　>>>♥

　そんなの無視できるはずの言葉なのに、オレは云われた通りにおずおずと目ま蓋ぶたを持ち上げてしまう。じわりと浮うかんだ涙なみだが、視界をぼやけさせてくれたのが救いだった。

　不破さんはオレが視線を向けたのを知ると、オレの欲望を更さらに強く扱き上げてくる。

「あ……っ、あ、あぁ…っ！」

　その長い指に翻ほん弄ろうされあっという間に上り詰つめたオレは、下腹を震わせて凝こごっていた熱を不破さんの手の中に放ってしまった。

　イカされた余よ韻いんが引く間もなく、奥まった場所に濡ぬれた指が触れる。

　閉じた入り口にとろりとしたものを塗りつけられ、それが自分の放ったものだとわかった瞬間、オレは泣きたくなった。

「や……やだ……っ」

　不破さんは、ギクリと強こわ張ばったオレの首筋に、宥なだめるようなキスを落としてくる。

「そのままじゃお前が辛つらいんだよ。恥ずかしいのなんて一いつ瞬しゆんだろ？」

「でも───んん…っ」

「いい子だから」

　つぷりと吞み込まされた指先が、ゆっくりと体内に沈しずみ、ゆるゆると入り口の襞ひだを揉まれ、体の奥までぬめりを塗り広げられていく。

「あ……ぁ、あ……っ」

　喉のどから漏れる声はどこまでも甘くて、まるで自分のものじゃないみたいだった。

　緩かん慢まんな指の動きで中を慣らされ、そうやって下肢を弄まさぐられてる間に、制服のズボンはずり落ちてしまう。

「も…いいから……」

　もどかしさに堪たまらず、オレはそう告げる。

「智久？」

「いい…から、して……っ」

　抜ぬき差しされる指では物足りない。

　もうオレは、体の奥で繫つながり合うことを知ってしまっているから。

「キツくても知らないからな」

　ドアに手をつくように云われ、そして腰を引きよせられる。自分がみっともない格好をしていることは、意識の隅すみで自覚していたけど、そんなことよりも今はただ欲しかった。

　早くあの凄すさまじいほどの熱が欲ほしい。

　いますぐ体の内側から溶とかして欲しい。

　すると濡らされた場所に触れた熱い感かん触しよくに、息を吞む暇ひまもなく、体の中心を穿うがたれた。

「ああぁ…っ！」

　激しい圧あつ迫ぱく感かんに、体が軋きしむ。

　なのに、オレの体はこれが欲しかったのだと告げていた。

「不破さ……、あっ、んー…っ」

　……凄い、奥まで入ってる。

　めいっぱい体の中を押し開かれ、飲み込んだ熱ねつ塊かいの力強い脈動に内側を焦こがされる。

　体は、粘ねん膜まくを擦こすり上げられる感触に、ゾクゾクと打ち震えた。

「……食いついてるぞ」

　不破さんが微かすかに笑う振しん動どうにさえ、オレの体は過か敏びんに反応してしまう。

「知らな…っ、んっ、ふぁ……あぁッ！」

　奥まで侵しん入にゆうしてきた楔くさびが一いつ旦たん引いたかと思えば、またすぐに腰こしを突つき入れられ、オレは小さな悲鳴を上げた。

「やぁっ、そこ、だめぇ…っ！」

　前からされるのとは違ちがう角度で貫つらぬかれ、中で当たる場所も違っている。

　とくに感じる箇か所しよを抉るように突き上げられ、乱暴にぐちゃぐちゃと内部を搔かき回され、オレはどろどろに溶けていくような感覚に啜すすり泣いた。

「ここ、か？」

「あっ、あ、あ…っ！」

　ガクガクと腰を揺ゆさぶられ、足元からぐずぐずと溶けて崩くずれていってしまいそうになる。

　だが次の瞬間、与あたえられる官能に任せて外聞もなく喘あえいでいたオレの耳に、カツカツと廊ろう下かに響ひびく足音が聞こえ、オレは思わず体を強張らせた。

「………!!」

　そうだった……ここ、玄げん関かんだったじゃん！

　すっかり、声を抑おさえるのを忘れてた……。

　ピンヒールのような足音で、従兄弟いとこの訪問ではないことだけはわかる。けれど、このドアの前を通っていくかもしれないという不安は消せやしない。

「気にするな、少し堪こらえてればすぐいなくなる」

「でも……っ！　や、ぁ…あ…っ」

　足音はどんどん近づいてくるにも拘わらず、不破さんは律動を止めてくれない。

　それどころか、ますます深くを抉ってくる。

「ぁん…っ、ん、っく……」

「声、我が慢まんしとけよ？」

「…んな無茶……っ、むぐ、んん、んぅ…っ」

　口を掌で覆おおってはくれたけれど、浅く深く腰の奥を穿つ動きは激しさを増し、オレは否いや応おうなく乱れさせられた。

　不破さんの意地悪！

　こんなふうに口を塞ふさぐくらいなら、せめて今ぐらいは動きを止めていてくれればいいのに。

　そう思う気持ちも虚むなしく、繫がった腰はガクガクと揺さぶられる。

　淫らな抽ちゆう挿そうを繰くり返されるそこはヒクヒクと痙けい攣れんし、もっとと云いわんばかりに疼いていた。

「ん…んっ、んー…っ」

「…こら、締しめんなって」　>>>♥

　そんなこと云われたって！

　緊きん張ちようで無意識に力が入り、オレは繫がった場所を締めつけてしまう。

　そのせいで中が狭せまくなり、突き上げられたときの摩ま擦さつがますますキツくなった。

「…っん！　んんんッ」

　粘膜を発火してしまいそうなくらいに擦り上げられて、神経が尖とがった体は感じすぎてしまい、びくんっと背中が撓しなる。

　じっとりと浮かんできた汗あせがシャツに染しみ込み、肌はだにまつわりつくようだった。

　こっちまで来ないでくれればいいのにと思っているのに、その足音はどんどん近づいてくる。

　ドアの向こう、距きよ離りにして一メートルもないところまで近づいた瞬しゆん間かん、オレは息を吞んだ。

　───気づかれませんように…！

　祈いのったお陰かげか、間近に迫せまった足音は同じリズムで遠とお離ざかっていく。

　よかった…怪あやしまれたりしなかったみたいだ……。

　ほっとしているとようやく口元から手が離はなれ、オレはぷはっと空気を大きく吸い込むことができた。

「な…んで、あんな……っ」

　今の人に声が聞こえてたらどうしてくれるんだよっ！

「欲しがったのはお前だろ」

「そ、んなこと……あっ、ん…！」

「自覚なしか？　まあ、いいけどな。耐たえてるお前も可愛かわいかったし」

「な…何云って……！」

「…ま…俺が我慢できなかったってのもあるか」

「え？　何…？　やっ、あ、ぅん…っ」

　不破さんは独り言のように呟つぶやいたあと、オレを追い上げるピッチを上げた。

　体の奥深くを穿ち、オレの不満も何もかも巻き込むような激しさで腰を突き上げてくる。

「あ、あっ、ああぁ…っ！」

　皮ひ膚ふは総毛立ち、血液が沸ふつ騰とうして逆流してるみたいな感覚に襲おそわれた。

　ギリギリまで押し広げられ、何度も擦られた蕾つぼみの入り口はじんじんと痺しびれるように疼うずいている。

「ふぁ…っ、あ、だめ……っ、…っちゃう…！」

　次の瞬間、瞳ひとみの奥がチカッと光ったかと思うと、体内で渦うず巻まいていた熱が爆はぜ、下腹がビクビクと痙攣し───白い飛沫ひまつが壁に散った。

　締めつけた不破さんの欲望が震ふるえるのを感じ、直後、体内がじわりと濡ぬれる。

「智久…っ」

　掠かすれた声で名前を呼ばれ、その響きにオレの胸は無む性しように熱くなった……。










　うっすらと開いた目ま蓋ぶたの隙すき間まから、見慣れた天てん井じようが見える。

「……あれ…？」

　オレ、何で寝ねてるんだっけ…？

　不意に覚かく醒せいしたオレは、自分の置かれている状じよう況きようを把は握あくできずに目を瞬しばたたいた。

　電気はつけっぱなしだし、時間だってまだ十一時だし……。

「気がついたか？」

「……？」

　優しい声音。さらりと髪かみを梳すく指が心地ここちよくて、また眠ねむってしまいそうだ…。

　声のしたほうを見てみると、不破さんがそこにいた。

　……これって夢？

「気ぃ失うほどよかったみたいだな」

「え───？」

「まだ意識飛ばしてんのか？　だったら寝てろ。親おや御ごさんには俺から連れん絡らく入れておいたから」

　笑いながら告げられた言葉に、オレは眉まゆを顰ひそめた。

　えっと、気を失うようなことなんかしたっけ？　何か大事なことを忘れてる気がする。

　そういえば───。

　ご飯のあと、このマンションの前まで送ってもらって、オレが一方的に不破さんに終わりにしてと云ったんだ。

　そしたら、不破さんが部屋まで追いかけてきて……何故なぜか、玄げん関かん先さきであんなことになっちゃって、そのあと動けなくなったオレを不破さんがベッドまで運んでくれたんだけど、またそこでいたしてしまい……。

　…………。

「うわああぁああ…っ！」

　思い出した瞬間、ぼんっと顔どころか全身が赤くなり、耐えきれずに叫さけび出してしまった。

　不破さんに見られていることさえいたたまれなくて、オレは両りよう腕うでで顔を隠かくす。

　ウソだろ!?

　あんな死にそうに恥はずかしいこと、夢じゃないなんて…!!

　いくら不破さんが上手うまくても、いくらなんでもあれはヤバいだろう。

　それに、何だかよくわからないままに色んなことを云いわされたような気がする。

　確かに気持ちよかったけど、いちいち感想なんか云わないでもよかったんじゃないのか!?

「何、今いま更さら照れてるんだ…。『もっと』とか『早く』とか云ってたのは智久、お前だろう？」

「あ、あ、あ、あれは…っ！」

　不破さんが焦じらすからいけないんじゃないか！

　オレがそう云わなきゃならないような状況に追い詰つめたのは、自分のくせに…っ。

「あれは何だって？」

「あれは───」

「『欲ほしい』って云ったのはこの口だろ。俺が欲しくてたまらなかったんじゃないのか？」

　不破さんは、言葉に詰まったオレの唇くちびるをつっ…と指先で撫なでながら追つい及きゆうしてくる。

「……っ」

「違ちがうか？」

「……そうです」

　ぶっちゃけそうなんだけど、そんなはっきり云わないでもいいじゃん！

　けど、否定もできなくて、オレは小さく頷うなずいた。

　物言いのはっきりした人なのは知ってたけど、こんな恥ずかしいことを平然と云うような人だったなんて……。

「いつまで顔隠してんだよ。そういう顔が見たいんだよ、俺は」

「ま、待っ……」

　不破さんは顔を覆おおっていたオレの両腕を強ごう引いんに開き、赤面したままのおでこに小さなキスを落としてくる。

　わー！　わー！

　これも凄すごい恥ずかしいんですけど！

　……でも、何よりも恥ずかしいのは、こんなことが嬉うれしくてしょうがない自分。

　ホントにどうして、こんな少女漫まん画がみたいな思考回路になってるんだろう……。

「…………」

　でも、まだ何か忘れてるような……。

「あっ！」

　そういえば、やらなきゃいけないことがあるじゃん！

　何のための打ち合わせだったんだよ、今日は。

　帰ってからすぐプロットに取りかかるつもりだったのに、それどころじゃなくなって、すっかり頭の隅すみに追いやってしまっていた。

　いつもは、寝たら忘れちゃいそうで打ち合わせの日にすぐ取りかかってるんだけど……って、今日はちょっと寝ちゃったけど大だい丈じよう夫ぶかなぁ。オレ、ちゃんと覚えてるよな？

　来月は試験が始まっちゃうから、その前に終わらせなきゃだし、あんまり猶ゆう予よはないし…。

「どうした？　どっか痛いのか？」

　突とつ然ぜん、落ち着かなくなったオレを心配したのか、不破さんが体を気き遣づかってくれる。

　まあ、腰こしの辺りとか口にはできないような場所とかが少し痛むけど、別に云うほどのことじゃない。それよりも問題なのは……。

「いえ、そうじゃなくて……プロットやんなきゃな、と思って。……不破さん？」

　真顔で黙だまり込んでいた不破さんを、オレは不思議に思いながら見上げる。

　何でそんな顔してるの？

「───くっ」

　おろおろとするオレを黙って見守っていた不破さんは、耐えきれなくなったとでもいうように小さく吹ふき出した。

「え!?」

　オレ、何か可笑おかしいこと云った？

　当たり前のことを口にしただけだと思うんだけど……。

「…ったく、お前はそういう奴やつだよな」

「？」

　そういうって、どういう？

　目をぱちぱちとさせていると、不破さんは苦く笑しようしながらオレに云った。

「いや、いい。仕事熱心なのはいいことだ。…まあ、これからはもう少し、ムードも読めたほうがいいとは思うがな」

「あっ…！　ご、ごめんなさいっ」

　そ、そうだよね……こういうときって、雰ふん囲い気きも大切だよね。

　一昨日おととい、『余よ韻いんがない』なんて不満に思ってたのは自分のほうなのに、安心した途と端たんこれだもんな、オレ……。

「わあっ、な、何!?」

　お子様な自分にしょげていると、不破さんはぐしゃぐしゃと頭を撫でてきた。

「気になるんだろ？　俺のことはいいからやってこい」

　不破さんはそう云ってくれたけど、オレはちょっと悩なやんでしまった。

　だって、じゃあこれで、なんて云って帰られちゃったら悲しいじゃん！

「でも……」

「いいから」

「……あの、まだ帰らないですか？」

　不破さんが優やさしくしてくれるのをいいことに、オレはおずおずとそう訊きいてみる。

　すると、不破さんはまた吹き出しながら答えてくれた。

「お前がいいって云うんなら泊とめてもらうよ」

「！　じゃあ、すぐ終わらせますねっ」

　オレは不破さんの返事に瞳ひとみを輝かがやかせ、がばりと起き上がった。

　気合い入れてやれば、二、三時間くらいでできるはず！

　せっかくだから、不破さんがいるうちに見てもらいたいし。

　けど、不破さんは意い気き揚よう々ようとベッドから降りようとしたオレの腕うでを摑つかみ、引き留めた。

「おい、ちょっと待て」

「へ？」

「まさか、そのままで行く気か？」

「そのままって……？　うわ！」

　不破さんの視線の先を追って自分の体を見下ろしたオレは、思わず声を上げ、必死になってベッドカバーを手た繰ぐり寄せた。

　ギャー！　オレ何も着てないじゃん!!

　何て格好で行こうとしたんだよ!?

　そういえば、あのまま意識失っちゃったんだもんな……。

　でも妙みようにすっきりしてるのは何でだろう？　もしかして、不破さんが体を拭ふいてくれたんだろうか？

「張りきるのもいいが、せめて服を着ろ」

「そ、そう、ですよねっ」

　不破さんの言葉にオレは我に返って真っ赤になり、慌あわてて仮か眠みん用に置いてあるパジャマをベッドの引き出しから引っ張り出した。

　オレ、不破さんにみっともないとこばっかり見せてる気がする……。

「少し落ち着いたらどうだ」

　笑いの発作を堪こらえた口調で云ってるけど、肩かたの震ふるえまでは隠かくしきれてない。

「どうでもいいけど、不破さん笑いすぎ……」

　パジャマを着ている間も、くっくっと笑いの止まらない不破さんを恨うらめしげに見ると、ますます笑われてしまった。

「悪い悪い。けどお前、そんな隙すきだらけのところ俺以外に見せるなよ？」

「見せませんよっ」

　オレが間ま抜ぬけなのは事実だけど、そんなに笑うことないじゃんか。

　それに、不破さんにだって見せたくて見せてるわけじゃないんだぞっ。ただちょっとタイミングが悪くて、見られる回数が多いってだけで……。

　オレは気き恥はずかしさを忘れようと、机に向かい、プロットに使ってるレポートパッドを取り出した。

　すると、背後に立った不破さんがバツの悪そうな声で告げてくる。

「怒おこるなよ。バカにしてるわけじゃない」

「じゃあ、どういう意味なんですか？」

　背中を向けたまま、オレは拗すねた口調で問いかける。

「独どく占せん欲よくっていうのは、どんな無関係な人間が関かかわろうとも働くもんなんだよ」

「は？」

　云われた意味がわからずに、オレは間抜けな声を返してしまった。

　もっと、オレにわかるように云って欲しい。それとも不破さんは、わざとそういう物言いをして、オレがわからないようにしてるんだろうか。

「風ふ呂ろ借りるな。俺が入ってる間に頑がん張ばっとけよ」

「あっ、不破さん!?」

　オレが振ふり返るのと同時に、部屋のドアがバタンと閉まる。結局また、肝かん心じんなことは教えてもらえずに逃にげられてしまった。

「ずるいよな、大人って…」

　まあでも、考えても答えの出てこないことを思い悩んだって仕方ない。

　ひとまずは目の前のものを片づけよう。

　オレは、改めて机に向かい、シャーペンを走らせ始めたのだった。










　───それから、オレは時間を忘れて手を動かすことに没ぼつ頭とうした。

　頭の中にあった話を組み立て直して、それを紙に書き出していく。

　漫まん画がを描く行程は上手うまくいかなくて苦しいこともあるけれど、思った通りにできたときはそんなことを忘れてしまうほど、嬉しくて胸がワクワクする。

　そして、その楽しさを知ってしまったからこそ、オレは苦しいことがあっても描くことをやめることができないのかもしれない。

「できた…！」

　プロットは、いつもより上手くいったような気がする。

　気持ちが急せいていたせいで、ただでさえ汚きたない字がますます読み難にくくなっちゃったけど、まあ、解読できなくはない程度だから大だい丈じよう夫ぶだよな？

　時計を見ると、けっこう時間が経たってしまっていた。集中してたから全然わからなかったけど、不破さん待ちくたびれてそう…。

　でも、これでやっと見てもらえる！

「あのっ、不破さん、プロットできたの見て下さ───」

　勢い込んで振り返ったオレは、不破さんとばちっと目が合って思わず言葉を止めてしまった。

　いつの間にか風呂から上がってきていた不破さんは、上にバスタオルを引っかけただけの状態でこっちをじっと見つめていたのだ。

　……まさか、ずっと、こーやってオレのこと見てたのかな？

　プロットやってる間、ヘンな顔とかしてなきゃいいけど。

　オレ、自分のキャラに感情移入しちゃうから、そのときの気持ちが顔に出ちゃったりするんだよな……。

　そんなの見られてたら、どうしよう…恥ずかしすぎるかも…。

「できたんだろ？　早く持ってこい」

「は…はいっ」

　ぐるぐると考え込んでいたオレに不破さんは催さい促そくする。

　手を伸ばされたオレは、ガタンと椅い子すを鳴らして立ち上がり、慌てて不ふ揃ぞろいだった紙を揃そろえ、不破さんに渡そうとした。

　すると、不破さんはプロットではなく、オレの腕を摑んで引っ張ったのだ。

「お前もこっちに来い」

「わっ！　ふ、不破さんっ!?」

　腕を引かれてバランスを崩くずしたオレは、不破さんの足の間にすっぽりと収まって、後ろから抱だきかかえられてしまった。

　手元を肩かた越ごしに覗のぞき込むようにされると、ふわりと石せつ鹼けんの匂においが鼻先を掠かすめる。

　う、わ……。

　シャンプーの匂いがする。自分で使ってるのと同じ香かおりのはずなのに、どうしてこんなにドキドキするんだろう？

　で、でも、こんなことくらいで心臓バクバクさせてたら、ガキだと思われちゃうよな？

「く…くっつかなくても、プロットは見れますよ…？」

「いいだろ、このくらい」

　離はなれたいと思ってるのに、しっかりと腰こしを抱かかえられては、逃げようにも逃げられない。

　つーか、この体勢って……。

　背中に触ふれた体温といい、声の聞こえてくる方向といい、さっきのことを思い出してしまう。

　プロット見てもらうのだって平常心じゃいられないってのに、こんな格好、二重の意味で緊きん張ちようしちゃうよ…！

「み、見難いと思うんです、けど…」

「黙だまってろ。だいぶお預け食ってたんだから、このくらいさせろ」

「はい？」

　お、お預け…？

　不破さんの云いうことは、やっぱりたまによくわからない。

　短く問い返したけれど、不破さんはそれに答える気はないらしく、オレの膝ひざの上でプロットの紙をめくっている。

「あの、さっきの打ち合わせのと少し変えてあるんです……」

「どうして変えようと思った？」

「ちょっと展開にひねりがないような気がしたんです。ちょっと回りくどいかと思ったんですけど、このほうが話にメリハリ出るかなって」

「そうか」

　しばらくして、黙ってプロットを読んでいた不破さんは、緊張に身を硬かたくしていたオレにぽつりと呟つぶやいた。

「───よくできてるじゃないか」

「え……？」

「たしかに少し回りくどいところはあるけど、そこはシーンを入れ替かえれば解決するし、ほとんど問題ない」

「本当ですか!?」

「噓うそついてどうする」

　こんなこと初めてかも……。

　信じられなくて念を押すと、不破さんは苦く笑しようした。

　だって、今までは誉ほめられることはあっても、どこか穴があって、必ず二、三回は直すのが常だったから。

「……信じられなくて」

　呆ぼう然ぜんと呟くと、不破さんはぽんぽんと頭を撫なでながら云ってくれた。

「お前は頑張ってるし、ちゃんと成長もしてる。それは俺が保証する」

「不破さん……」

「この俺が見込んだんだから自信持て」

　日々の努力はもちろん自分のためではあるけれど、不破さんが向けてくれている期待に応こたえたいという気持ちも強くあった。

　だからこそ、今の不破さんの言葉が嬉しくて、オレは思わず涙なみだぐんでしまう。

「返事は？」

「───はい」

　不破さんがそう云ってくれるなら、きっと間違いない。

　そう信じて、オレは不破さんの腕うでの中で、力強く頷うなずいたのだった。
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「ん……」

　オレはギシリとベッドが軋きしむ音に目が覚めた。

　あれ……もう、朝……？

　傍かたわらにあった温ぬくもりが離れていく気配に思わず手を伸のばすと、その手が何かに捕つかまえられた。

「悪い、起こしたか？」

　気き遣づかうような声にぼんやりと目を開くと、隣となりで眠ねむっていたはずの不破さんが起き出していた。

　日の光の下で見る裸はだかの上半身にドキドキしながら、訊たずねてみる。

「どうしたんですか…？」

　確か今日は土曜日で、会社は休みだったはず。オレも月一の週休二日の日で学校は休みだったから、朝あさ寝ね坊ぼうするつもり満々だったんだよね。

　壁かべにかかっている時計の針は、七時すぎを指している。そろそろ起きなくちゃいけない時間だとは思うけど……。

「一いつ旦たん家に戻もどってから、会社に行こうと思ってな」

「えっ、これから？」

「生あい憎にく、仕事がたまってるんだ。この週末でいくつか片づけておきたいんだよ」

　そうなんだ……。

　今日はずっと一いつ緒しよにいられるって思い込んでたけど、不破さんにだって予定があるもんな。

　昨日、帰らないでと云わんばかりの態度で引き止めちゃったけど、もしかして迷めい惑わくだったんじゃ…？

「す、すいません…」

「智久が謝ることないだろ。帰りたくなかったのは俺の意志だからな。いいから、お前はまだ寝ねてろ。体辛つらいだろう？」

「平気ですっ。オレも起きますっ」

　不破さんが働いてるのに、オレだけ休んでるわけにはいかない。

　それに、隣に不破さんがいるなら別だけど、一人でごろごろしているなんて時間の無む駄だだもん。

「無理するなよ」

「……っ」

　そう云って、また不破さんはオレのおでこにキスをしてくる。

　近づいてきた顔のアップに、ドキンと心臓が跳はね上がった。　>>>♥

　昨日なんかこれより恥はずかしいこといっぱいしたのに、まだ慣れないせいかドキドキしちゃうんだよな。

　不破さんは平然とした顔してるのに、オレばっか狼狽うろたえてる。

　やっぱ、この年の差は大きいよね……。

　おまけにこんなにカッコよかったら凄すごいモテるだろうし、不破さんにはこのくらいのことどうってことないに違ちがいない。

「智久？　やっぱり、ぼうっとしてるじゃないか」

「あっ、今のは違ちが…っ」

「違うって何がだ？」

「だからっ、その……み、見み蕩とれてたんです……」

　不破さんにはその気はないのかもしれないけど、オレはあっさりと追い詰つめられて白状してしまった。本当は、こんなことまで云いたくなんてないのにオレのバカ…。

「見蕩れる？　俺に？　別に見蕩れるような顔でもないと思うけどな」

「そんなことないです！　男のオレが見てもカッコいいと思うし！」

　そうやって、ついつい力説してしまう。だって、本当にそう思ってるんだ。

「へえ。智久は俺の顔が好きなのか？」

「で、でも、あの見た目だけ好きとかいうわけじゃなくてちゃんと中身もカッコいいと思うし───むぐっ」

　誤解を生まないようにと一生懸けん命めい思っていることを伝えていたら、不破さんに手で口を塞ふさがれてしまった。

「わかった、もういい。あんまり赤せき裸ら々らに云うな。揶揄からかってやろうと思って云ったのに、そう真ま面じ目めに答えられると聞いてるこっちが照れくさい」

　あ、耳みみ朶たぶがちょっとだけ赤い。

　本当に照れてるんだ……。

　そう思ったら、オレまで照れてしまって、頰ほおが熱くなってきた。

「もう行くな。お前はもう少し寝てろ。休めるときに休んでおかないとそのうち体力が保たなくなるからな」

　昨日無茶させたのは俺だけどとつけ加えられ、またもやオレは赤面してしまった。

「また夜にでも連れん絡らくする。今日は編集部にいるから、ネームに詰まったら電話よこせよ」

「わかりました」

「じゃあな」

　不破さんを送り出したあと、オレは結局起き出すことにした。寝ていろと云われたけれど、すっかり目が冴さえてしまって、寝つけなかったのだ。

「掃そう除じでもしようかなぁ」

　休みの日に、こんな早起きをすることってほとんどないし。

　せっかくだからと、修しゆ羅ら場ば期間でおろそかになっていた各部屋の掃除に手をつけた。

　ちなみにこの仕事場は二ＬＤＫのマンションだ。リビングが仕事場になっていて、一部屋がアシスタントさんたちが寝たりする仮か眠みん室しつ、もう一部屋がオレのプライベートルームになっている。

　不破さんが泊とまっていったのは、そのプライベートルームだったわけ。今いま更さらだけど、散らかしてなくて本当によかったと思う。

「あれ…？」

　オレはベッドの陰かげに見慣れないものを発見した。

　これって、もしや不破さんの携けい帯たい？

　服を脱ぬいだときに落ちたんだろうか？

　忘れていったことを早く教えてあげたいけど、連絡するにも携帯はここだし。家に戻ってから会社へ行くと云いってたから、さすがにまだ編集部には着いてないよな。

「まあ、すぐ気がつくよね？」

　昼までに連絡がなかったら、編集部のほうに電話してみよう。

　オレは不破さんの携帯を目立つようにキッチンのカウンターのところに置くと、仕事場の机に向かった。

「よっし、やるか！」

　ＯＫが出たばかりのプロットを横に置き、腕まくりをして愛用のシャーペンを握にぎりしめる。

　だけど、真っ白なネーム用紙に定規を当てた瞬しゆん間かん───プルルルル、と電話が鳴り響ひびき、やる気が上うわ滑すべりしてしまった。

「…って気合い入れると、これだもんなあ」

　でも、こんな時間に電話がかかってくるなんて珍めずらしい。

　あ、不破さんからかな？　携帯がないことに気づいたのかもしれない。

　オレはそう思いながら、手の届く場所に置いてあるコードレスの受話器を取った。

「はい、もしもし」

『私、緑りよく風ふう館かんの片かた野のと申しますが、都筑先生でいらっしゃいますか？』

「あ…はい、そうです」

　何だ、不破さんじゃなかったのか……。

　緑風館っていったら、書しよ籍せきや文庫、コミックスなんかの情報や記事が載のるような雑誌を出しているところで、ちょうどこの間、オレはその雑誌のインタビューを受けたばかりだ。

　巻頭扱あつかいでけっこう大きく取り上げてもらったんだよな。

　片野さんは、そのときお世話になった編集さんだったはず。物もの腰ごしの柔やわらかい、おっとりとした女の人で、色々と気を遣つかってもらったのを覚えてる。

　でも、何で片野さんが直接ウチに電話なんかかけてくるんだろう？

　仕事の話は、全部不破さんを通すことになってるはずなのに。

『直接のお電話で大変申し訳ありません。失礼を承知でご連絡をさせていただいたのですが……あの、お時間よろしいでしょうか…？』

「それは大だい丈じよう夫ぶですけど、どうしてここが……？」

『あ、あの、それは献けん本ぽんの送り先を書いていただいたときにお電話番号もいただきましたので、不ぶ躾しつけだとは存じましたが、そちらの番号にかけさせていただいたんです』

「あ、そういえば」

　できた本の送り先を聞かれたときに、ここの電話番号も書いたような覚えがある。

『先日は本当に大変お世話になりました。お陰かげで都筑先生のインタビューを載せさせていただきました号は大変好評でして、反はん響きようも大きいんですよ』

「いえっ、こちらこそ色々とご迷惑おかけしちゃって、すいませんでした」

『そんなことないですよ。漫まん画が家かさんや作家さんは口が重い方が多いので、都筑先生のように色々話して下さる方だとこちらも助かるんです。あっ、アンケートハガキのコピーも後ほどお送りさせていただきますね』

　オレ、ああいうの初めてだったから、上手うまく言葉が出てこなくてこの人を困らせちゃったんだよな。

　インタビューの内容は目も当てられないほどたどたどしかったのに、後日できあがってきた文章を見てみたら、上手く繫つないであってビックリした覚えがある。

　要領を得なかったオレの話を簡潔に、しかも云いたかったことをちゃんとまとめてくれてあって、文章のプロの人ってやっぱり凄いなぁって感心したんだよなー。

『……実は、今日お電話させていただいたのは、お伺うかがいしたいことがあったからなんです』

「はあ、何ですか？」

『北ほく王おう社しやのＺＯＮＥという雑誌はご存じですか？』

「はい、知ってます。月刊誌のＺＯＮＥですよね？」

　手て堅がたい印象の青年誌で、オレも好きでたまに買って読んでいる。だってＺＯＮＥで描かいてる先生の中に凄い好きな人が一人いるんだ。

　話も緻ち密みつで、絵も物もの凄すごく上手くて、オレもいつかあのくらいのレベルのものが描けるようになりたいなって読むたびに思ってしまう。

『そちらの西にし尾おさんという編集の方から、どうしても都筑先生をご紹しよう介かいして欲しいと頼たのみ込まれまして、ご迷めい惑わくなのを承知の上でこうしてご連絡させていただいた次し第だいです』

「へ？　オレを、ですか？」

『……はい。本来は出水いずみ書しよ房ぼうさんを通すべき事こと柄がらだと思うのですが、それだと少し難しいかと思いまして……』

「まあ…そうですよね…」

　そこまできて、オレは片野さんの電話の理由がようやくわかった。

　紹介して欲しいってことは、引き抜ぬきか仕事の依い頼らいの話なんだと思う。でも、そんな話が来たら、多分不破さんはオレにすぐ断れって云うだろう。

『都筑先生のご迷惑になるようなことはするつもりはないんです！　ただ、あちらの方にどうしてもと云われてしまいまして…。でも、こんなお電話を差し上げたと知られたら、不破さんにも怒おこられてしまいますね』

「そ、そうですね」

　いま、面めん倒どうを見てもらっている出水書房もそこそこの大手出版社だけれども、北王社はそれ以上の会社だ。

　きっと、片野さんとしても板いた挟ばさみできつかったんだと思う。

『あちらの方には、私から伝言をお伝えするという約束しかしておりませんので、ウチとしてはお断りして下さって全然構いませんから』

　そうは云っても、片野さんみたいに人が好いいと相手の人に『駄だ目めでした』と云うのも心苦しいだろう。

「……でも、それだと片野さんが大変なんですよね？」

『それは……まあ……』

「わかりました。一度会って、オレのほうから直接断りますから」

　インタビューのときにたくさん迷惑をかけてしまったのだから、少しくらいお返ししないと。

『…よろしいんですか？』

「片野さんにはお世話になったし、このくらいは」

　そう告げると、電話の向こうで片野さんがほっとしているのがわかった。

　やっぱり、この頼まれ事はだいぶ重荷だったんだろう。

『本当にすみません……。では、待ち合わせの場所や日時などは、こちらからご連れん絡らくいたしますね』

「あ、はい。よろしくお願いします」

『先生のご都合のほうはいかがですか？　平日は学校がおありなんですよね？』

「あ、でも放課後なら大丈夫ですよ。原げん稿こうもあるんで、あんまり遅おそくならないほうがいいんですけど」

『では、三時頃ごろから夕方辺りまでという感じでしょうか？　場所はどういたしましょう？』

「あ、じゃあ、できたらＳ駅の辺りにしてもらえますか？　あと、できたらこの二、三日中のほうが…」

　ネームもやらなくちゃいけないから、あんまり遠出してる余よ裕ゆうはない。このくらいの注文なら、こっちからしたっていいよね？

『わかりました。先方にはそうお伝えいたします。今回はこちらのわがままでお手を煩わずらわせてしまって、申し訳ありませんでした』

「そ、そんな謝らないで下さい。困ったときはお互たがい様って云いうし…」

『そう云っていただけると助かります。それでは、また後日ご連絡させていただきますね』

「はい、お待ちしてます」

　ガチャリと受話器を置いてから、オレは大きく息を吐はいた。

　何か、大変なことになっちゃったぞ……。

　普ふ段だんなら不破さんに相談するところだけど、いつまでも頼たよりきってちゃダメだよな？

　せっかく、昨日『成長した』って誉ほめてもらったんだから、このくらいのことは自分でどうにかしないと。

　会って、仕事の依頼を断るだけなんだから、そんなに難しいことじゃないだろうし、オレにだってそのくらいのことはできるはず。

　電話の前で、一人気合いを入れていたら、また電話の呼び出し音が鳴なり響ひびいた。

「はい、都筑ですっ」

　反射的に受話器を取り上げ、

『出水書房の不破ですが……って、お前寝ねてなかったのか？』

「あっ、不破さん。それはその…眠ねむれなかったから、さっき起きてきたんです」

　電話のタイミングにドギマギとしながら、ちょっとだけ噓うそをついた。

　さっきの件を不破さんが知れば、きっと気を揉もむ原因になってしまう。担当する新人も増えて忙いそがしいのだから、あえて知らせたくはない。

　全すべて片づいたあとに、伝えればいいよな？

『無理だけはしてくれるなよ。───ところで、そっちに俺の携けい帯たいないか？』

「ありますよ。ベッドの横に落ちてました」

　案の定、電話の用件は忘れていった携帯電話のことだった。

『そうか、やっぱりな。帰りに取りに行くから、預かっていてくれ。夜はどっちにいるんだ？』

「多分、ご飯食べに自宅に戻もどってると思います」

『わかった。行く前に一度連絡するから、それまでネームをやっててくれ』

　不破さんはがんばれよ、と云って、電話をきった。
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「えーっと、何も持っていくものとかないよね？」

　火曜日、学校から自宅に帰ってきたオレは、慌あわただしく出かける準備をしていた。

　日曜の夜に片野さんから二度目の連絡が入り、それでオレは今日の午後五時に北王社の人と最も寄より駅側の喫きつ茶さ店てんで落ち合うことになったのだ。

「ああもうっ、着き替がえてる時間ないじゃん！」

　もう時間は四時半をすぎてしまっている。急がないと、待ち合わせに間に合わない。

　着替えに戻ったはずなのに、途と中ちゆうで近所のおばさまのお喋しやべりに摑つかまり、時間をロスしてしまったのが敗因だった。

　慌てて脱ぬぎかけたブレザーを羽織り直し、携帯と財さい布ふだけをポケットに突つっ込んで部屋を出ようとしたそのとき、腰こしの辺りに細かな振しん動どうが伝わってきた。

「メール？」

　見ると、それは不破さんからのものだった。

『───ネームの調子はどうだ？　少しでも詰つまったら連絡するように』

「う……。まだ終わってないんだよね……」

　実はまだ最後の辺りができてない。どうやって終わらせて、次回に繫つなげるか、それが決まらないのだ。

　でも、今回は調子がいいから、もうちょっとで終わると思うんだよね。

　本当は今すぐ続きをやりたいけれど、そのためにも先に野暮用をすませてしまわなくちゃ…。

「ええと、『大だい丈じよう夫ぶです。今日中には終わると思うので、明日の朝までにファックスしますね』と……」

　そんな返事を送信しながら、オレは部屋を出る。

　早く終わらせて、早く帰ってこよう。それで、今晩中にはネームをファックスするんだ。

　そう思いながら約束の時間に合わせて急いだオレだったけれど、待ち合わせ場所の喫茶店が近づくにつれ、足取りは重くなっていく。

　やっぱり、気が重い……。

　おまけに嫌いやな緊きん張ちよう感かんで胃の辺りがむかむかしてくるし。

　不破さんについてきてもらったほうがよかっただろうか？

　けど、仕事がたまってるからと休日にも出勤している不破さんをこんなことくらいで呼び出すわけにはいかない。

　これ以上、手を煩わせるわけにはいかないよな……。

　ただ断りを入れるだけなんだから、そのくらい一人でできなくてどうするよ。

「オレだって、もう一人前なんだから」

　自分に云い聞かせるように呟つぶやいてから、その店へと足を踏ふみ入れた。

　確か、テーブルに社名の入った封ふう筒とうを置いておくと云っていたはず……そう思いながら店内を見み渡わたすと、北王社と書いてある封筒が置いてあるテーブルが目に留まった。

　あの人かなぁ…？

　そのテーブルには、見た感じ三十代前半くらいのスーツ姿の男の人が座っていた。銀色のフレームに後ろへ流した髪かみ。一見すると、エリートサラリーマンって感じだ。

「あのう、北王社の方ですか？」

「……え！」

　違ちがったらどうしようと思いつつ、おずおずとその人に声をかけると、その人はびっくりしたような顔つきでオレの姿をまじまじと見つめてきた。

　な、何？

　この制服がまずかったとか？

「あ、申し訳ありません、都つ筑づき先生…ですよね？」

「はい、そうですけど…」

　何だよ、その信じられないって顔は！

　そりゃ、見た目もガキで頼りないだろうけどさ。

「失礼いたしました。本日はご足労いただきまして、申し訳ありません。私、北王社の西尾と申します」

「あ…はい、ありがとうございます…」

　差し出された名めい刺しを受け取り、つられてオレも頭を下げる。

「どうぞ座って下さい」

「……失礼します」

「何かお飲みになりますか？」

「じゃあ、アイスティーお願いしていいですか？　あの……何か？」

　喉のどなんて渇かわいてなかったけど、間を持たせるためには必要かと思い、少し考えてから無難なメニューを告げる。そこで、自分に不ぶ躾しつけな視線が注がれていることに気がついた。

「すいません、都筑先生がこんなに可愛かわいい方だとは思わなくて。でも、本当に高校生でいらしたんですね」

「はあ？」

　それはフォローのつもりなんだろうか？

　普ふ通つう、世間一いつ般ぱんの男子高校生にその誉ほめ言葉は使わないと思うけど。

　席に座り、窺うかがうように顔を上げると西尾と名乗った編集者は、慌てて取り繕つくろうような笑え顔がおを浮うかべた。

「お気を悪くしてしまったようなら謝ります。作品が骨太な印象なので、がっしりとした方を勝手に想像していたものですから」

「ええ、それはよく云いわれます」

「やっぱり。でも、本当に可愛らしいですよね」

　何だろう……この人、物もの腰ごしは丁てい寧ねいなんだけど、どうも引っかかる……。

　一いつ瞬しゆんだけ感じた、絡からみつくようなねっとりとした視線。そう、何だか値ね踏ぶみされてるような気がするのだ。

　───考えすぎ、だよな？

　初対面で相手の人となりを知ろうとするのは当然のことだし、オレだって初めて会う人が相手だからさすがに態度がぎこちなかったのかもしれない。

「今日は突とつ然ぜんに申し訳ありませんでした。失礼なことはわかっていたんですが、どうしても先生にお会いしたくて、緑風館さんにわがままを云ってしまったんですよ」

「は、はあ」

　つまり自覚を持って、片野さんに無理を云ったというわけか…。

「出水書しよ房ぼうさんのほうにお願いしても、お会いするのは無理でしょう？　だから、こうした遠回しな手段を使わせていただきました」

「どうして、そこまでして…」

「それはもちろん、都筑先生の作品が好きだからですよ。いま描かいてらっしゃる作品はデビュー作からの連れん載さいなんですよね？」

「はい、運良く続けさせてもらってます」

「運だなんて。それは先生の実力でしょう？　デビュー作を見たとき、どうしてウチに投とう稿こうしてくれなかったんだろうと歯は嚙がみしましたよ。正直、新人とは思えない力量に鳥とり肌はだが立ちました」

「そ、それはどうも」

　云いすぎなんじゃないかっていうくらいの誉め言葉にむずむずしてくる。

　お世辞にしたって、それは過か剰じようじゃないかと思うんだけど……。

「私はＺＯＮＥという月刊誌を担当しているんですけれども、ご存じですか？」

「あ、はい。それは片野さんから聞きました。岩いわ城き先生の話が好きで読んでるんですよ、オレ」

「本当ですか？　それは嬉うれしいなあ。次号から見本誌をお送りさせていただきますよ」

「えっ、いいですよ！　オレ、そんなつもりで云ったわけじゃないし」

　オレは慌あわてて断りを入れた。そんなものをもらってしまっては、仕事の依い頼らいを辞退し難くなってしまうし、そもそも、彼とは今回限りのつもりなわけだし。

「いや、都筑先生に買っていただくわけにはいきませんから！　そうそう、岩城先生は一時期担当させていただいてたんですよ。私もあの方の作品がとても好きでして」

「へえ、そうなんですか」

　好きな漫まん画が家かの話を振ふられ、つい興味を示してしまった。

　あんまり会話を弾はずませるのもよくないと思いつつも、ファンとしては好きな先生のことはやっぱり少し気になってしまう。

「作品にかける思い入れが凄すごい方で、私も色々と学ばせていただきました。───で、私としては、是ぜ非ひとも都筑先生も担当させていただきたいと思っていまして」

「は、はあ…」

　うわ、来たな……。

　いつ切り出されるかと内心構えていたけれど、いざ云われると動どう揺ようしてしまう。

　上手うまく断ることができるだろうかと緊きん張ちようしつつ、オレはいつの間にか運ばれてきていたアイスティーに口をつけた。

「いかがでしょう？　ウチでもお仕事をお願いさせていただけませんか？」

「……すいません、ちょっとオレ……」

「やっぱり、そうですよね。でも、ウチも悪い雑誌じゃないと思うんですよ。都筑先生には、巻頭や表紙もお願いしたいですし」

　過分な誘さそい文句に気き後おくれしてしまう。心が揺ゆらぐことは少しもないけれど、どうしたら諦あきらめてくれるだろうかとオレは必死に考えて言葉を切り出した。

「でも、今日はオレ、お断りしようと……」

「いますぐとは云いません。私に都筑先生を担当させていただけませんか？」

　だけど云いかけたオレの言葉を遮さえぎり、その人はテーブルの上に置いたオレの手を握にぎってきたのだ。

　うわっ……。

　気持ち悪い…！

　瞬しゆん間かん、ぞわりと広がった鳥肌に手を慌てて引っ込めたけれど、悪お寒かんは尾おを引き、嫌けん悪お感かんにまで辿たどりつく。

　ダメだ───オレ、本当にこの人生理的に受けつけない……。

「いや、でも…」

「すいません、こんなこと突とつ然ぜん云われても困りますよね。そうですね……もっと私を知ってもらってからのお返事で構いませんから」

「ほ、本当に困ります」

　いい加減、退ひいてくれないかなあ…。

　どれだけの条件を出されたって、不破さんがいるところ以外で描く気はないんだから。

「初対面で話し難にくいこともあるでしょうから、これからはちょくちょくご連れん絡らくさせていただきますよ」

「え!?」

　これからちょくちょく!?

　そんなの困るよ！　もう二度と会うつもりなんてないんだから!!

「今回は簡単な席になってしまいましたが、今度よろしければお食事を一いつ緒しよにいかがですか？　先生のお好きなものをご馳ち走そうさせてください」

「いいいいえっ、そんな───」

「お返事は急がないでいいですから。ゆっくり悩なやんで下さいね」

　もう！　オレの話を聞けよ！

　幼よう稚ち園えんのとき、人の話は最後までちゃんと聞くことって習わなかったのか？

「すみません、今日はお忙いそがしいところお呼び立てしてしまって。次はもっとゆっくりできるところでお話ししましょう」

　西尾さんはそう云って立ち上がると、伝票を手に取った。

「いや、あの、だから…っ」

「お会いできて嬉しかったです。本日は本当にありがとうございました」

　頭を下げられてしまえば、それ以上何も云えなくなってしまう。

　レジに向かう彼の後ろ姿を見ながら、オレは小さくため息をつくことしかできなかった…。










「あーあ…」

　……何か、上手くかわされちゃった気がする……。

　オレは仕事場への道のりを、項うな垂だれながら帰ってきた。

　今日会ったのだって一度きりのつもりだったのに、あっちはもう次に会う予定を考えてるっぽい。

　もしかして、会ったのは失敗だったのかな…？

　けど、片野さんにはお世話になったわけだし、今回だけは仕方ないよな…。

　でも、ただ単に断るだけっていうのも、けっこう難しいことだったんだ。

　……やっぱ、オレってまだまだ半人前以下だ。

　この件は、不破さんに相談したほうがいい気がしてきた。

「……本当は頼たよりたくないんだけど」

　ややこしいことになる前に、相談だけでもしておこう。

　───それにしたって、あの人何であんなに気持ち悪かったんだろう？

　わざわざ手を握ってくるあの人の神経もわからないけど、触ふれた瞬間感じたあの物もの凄すごい嫌悪感にもびっくりした。

　視線も何となく嫌いやな感じがしたし、あれはいったい何だったんだろう？

　思い出すだけで、腕うでにぷつぷつと鳥肌が立ってくる。

　初対面の人だったから……で、あそこまでヘンな感じはしないと思うんだけど。

　伊川って子と握あく手しゆしたときはあんなふうには感じなかったし、話しててもヘンな感じはしなかったのに……。

「よくわかんないや」

　首をひねりながら仕事場へ戻もどったオレは、玄げん関かんの鍵かぎが開いていたことに驚おどろいた。

「あれ？　俊也が来てんのかな」

　このマンションはセキュリティがしっかりしてるから、空き巣ってことは考え難いし。

　だけど、ドアを開けた途端、見慣れた靴くつが目に入ってきた。

「不破さんの靴…？」

　今日、来るという話は聞いてなかったけど、どうしたんだろう？

　前も近くに来たからと云いって、差し入れを持ってきてくれたことがあったから、今回もそんな感じなのかもしれない。

　いざというときのために合あい鍵かぎも渡わたしてあるから、それで中に入ったんだろう。

　でも、ちょうどよかったかもしれない。この機会に不破さんにさっきのことを相談しよう。

　そう思いながら、オレはリビング兼けん仕事場に足を踏み入れた。

「不破さん？」

　背中を向けてアシスタントの席に座っていた不破さんの姿に、思わずほっとする。どうやらオレは、思っていた以上にさっきのことに緊張してたらしい。

「どうしたんですか？　今日来るなんて云ってなかったのに。でも、不破さんに話したいことがあったんで、よかった。あの、オレ───」

「さっきの男は誰だれなんだ？」

「え…？」

　唐とう突とつに云われた言葉に、オレは動揺した。

　───さっきの男、って……？

「俺に黙だまって、他ほかの男と会ってるってどういうことなんだ？」

「なっ……！　ど、どうして……」

　詰なじるような口調に血の気が引いていく。何か云い返そうと思ってるのに、またもや何て云っていいかわからずオレは言葉に詰つまってしまった。

「何で知ってるかって？　信号待ちのときにたまたま見えたんだよ。手なんか握らせて、いったい何を話してたんだ？」

　不破さんは不ふ機き嫌げんな態度で、吐はき捨てるように云った。

「それはあの人が勝手に！」

　オレだって、好きで手を握られたわけじゃないんだから！

「油断していたからじゃないのか？」

「……っ」

　そう云われてしまえば、反論なんかできない。無防備だったことは自分でも自覚してる。

　けど、そんなふうに云わなくたっていいじゃんか……。

「どう見ても親しん戚せきとか知り合いって相手じゃないだろう、あれは。どこで知り合ったんだ？」

「あ…あの人は、編集さんで……」

「───!?」

　振ふり返った不破さんの顔は、驚きと怒いかりに強こわ張ばっていた。

　不破さんのこんな反応、初めてだ。怒おこられるときだって、こんなふうに怖こわい顔なんかしたことないのに。

　責めるような視線に、言い訳を探してオレは言葉を続ける。

「この間、緑風館の片野さんから、あの人がオレと会いたいから仲ちゆう介かいを頼たのまれたっていう電話が来て…。それで、片野さんも困ってるみたいだったから…」

「どうしてそれを先に俺に云わない!?」

　激げつ高こうして立ち上がった不破さんに手首を摑つかまれ、荒あららげた声で詰め寄られた。

「ご、ごめんなさい…っ。オレ、そんなことで不破さんに面めん倒どうかけるわけにはいかないって思って…」

「バカ！　そういうことなら尚なお更さら、俺が面めん倒どう見るべきことだろう!?」

「……すいません。で、でも、ちゃんと断るつもりで行ったんです！」

　いま描かいてるところ以外では描かないとは告げてきた。

　……ちゃんと聞いてくれてたかは謎なぞだけど。

　会うのだって、一度きりのつもりで、片野さんへの義理立てのつもりだった。

　でも、思っていたようには上手うまくいかなくて───。

「それで、ちゃんと断れたのか？」

　不破さんは気まずそうな顔をして、椅い子すに座り直す。離はなしてもらったオレの手首には、うっすらと赤い痕あとがついていた。

「……のつもりだったんですけど、あんまり人の話を聞いてくれる人じゃなくて……」

「ったく……。それはわざと話をはぐらかされたんだろう。お前は世間ずれしてなさそうだから、強ごう引いんにいけばＯＫするだろうと思われてたんだよ」

　苛いらついた様子でがしがしと自分の頭をかき回し、大おお袈げ裟さにため息をつく。不破さんのそんな様子に、オレは勝手な行動を後こう悔かいし始めた。

「そう…なんですか？」

「しつこく誘さそってくるようだったら、俺から連れん絡らくしておくし、片野さんにも云っておく。連絡先は教えてこなかっただろうな？」

「はい、それは……直接電話来たらやだなって思って」

　答えている間も、落ち込んだ気分はどんどん地にめり込んで悪化していく。

　オレ……まずいことしちゃったんだ……。

　勝手なことして、結局不破さんに迷めい惑わくかけることになっちゃうなんて、オレって何てバカなんだろう。

「それで、何て奴やつだったんだ？」

「北王社の西尾さん、って」

「西尾……？」

　その名前を口にした途と端たん、不破さんの顔色がまた激しく曇くもった。

　嫌なものを聞いたって感じの顔をしてる。…もしかして、心当たりがあるとか？

「…って云ってました。ええと、これが貰もらった名めい刺しです」

　絶句する不破さんの様子に怖くなり、オレは沈ちん黙もくを避さけるために財さい布ふからもらった名刺を取り出して見せた。

「この男には二度と会うな」

　すると、怖い顔で厳命される。不破さんの云うことに反はん抗こうするつもりなんて欠片かけらもないけど、その厳しい態度がオレには不思議でならなかった。

「どうしてですか？」

「こいつは……業界でもいい噂うわさを聞かないし、会う必要もないだろう？」

「噂って？」

　オレは不破さんが口くち籠ごもったのが気になった。

　何かを隠かくそうとしてるのがわかったからだ。けど、やっぱり不破さんは、具体的なことは何も教えてくれなかった。

「お前は知らなくていい。金こん輪りん際ざい近づくなよ。あの男にしてみたら、お前みたいな世間知らずの相手なんか、赤子の手を捻ひねるようなものだからな。他ほかのことに気を取られるくらいなら、その時間で仕事しろ」

「そんな───」

　厳命されてしまい、オレは押し黙る。

　それって、オレには余計なことするなってことだよね？

　漫まん画がだけ描いてればいいって云いたいの？

　それ以外のことは知る必要もないってこと…？

「お前に今、他社に行かれるわけにはいかないんだよ。この名刺ももう必要ないだろう？」

「……っ!!」

　不破さんはオレの手から名刺を奪うばうと、ゴミ箱の前まで行き、それをビリビリに破いて捨ててしまった。

　その衝しよう撃げき的な光景にオレが顔色をなくしていると、不破さんは少し声を和やわらげて云い聞かせるように告げてきた。

「お前には俺がいるからいいだろう？」

「!?」

　体ごと引き寄せられて、口づけられた。

　優やさしさなんかちっともなくて、ただ苛いら立だちだけが滲にじんでいる。

「んっ……ぅ……」

　───どうして？

　どうしてこんなときにキスなんかしてくるんだよ！

　不破さんがオレにキスするのは、何で？

　好きだからじゃないの？

　それとも、オレを自分の手元に、今の会社に置いておきたいから…？

　そう思うと、抱だきしめてくる腕うでも、今までのものとは全然違ちがうものに感じてしまう。

「……んんっ」

　深くなる口づけに体は熱くなってくるのに、頭の中は反対にどんどん冷めていく。全身でこの人が好きだと訴うつたえてるからこそ、オレには今のキスが苦かった。

　やっぱり、不破さんにとってオレは作家としての価値しかないんだ…。今は他所よそへ行かれたら困るから、こうやってオレの気持ちにつき合ってくれてるだけで……。

「…智久…」

「……っ」

　言葉と共に首筋に降りてきた唇くちびるの感かん触しよくに、ぞくりとなる。

　ダメだ───このまま流されるわけにはいかない。

　このまま抱かれてしまったら、オレはまた何も云いえなくなってしまう。

　騙だまされていることに気づかないふりをして過ごすことくらいできるけど、そんなの苦しすぎる。

　それなら、まだ片かた想おもいのままのほうがどれだけマシだろう…？

　偽りを手に入れるくらいなら、見ているだけのほうがずっとよかったかもしれない。

「いい子だな。俺の云うこと、聞けるな？」

　強こわ張ばっていた体が脱だつ力りよくしたのを、オレが不破さんに従う証あかしだと思ったらしい。

　でも、至近距きよ離りでそう囁ささやかれたのが、引き金だった。

「やだっ！」

　その場に押し倒たおされかかったオレは、これ以上耐たえてはいられないとばかりにのしかかってくる体を力いっぱい突つき飛ばす。

　不意を突いたせいか、思ったよりも簡単に不破さんの腕から逃のがれられた。

「都つ筑づき!?」

　オレは転がるようにして自分の部屋に逃にげ込むと、中から鍵かぎをかけて閉じこもる。そして、簡単に開けられてしまわないように、ドアを背中で押さえつけた。

　ずるずると崩くずれるように、オレはその場にへたり込む。

　もうやだ…っ。

　不破さんのことがどれだけ好きでも、あんなふうにただの交こう換かん条件のようなカタチで抱かれるなんて、嫌いやなんだ！

「いきなりどうしたんだ!?」

「…………」

「おい、都筑！」

　自分の名前を呼ぶ声を聞きたくなくて、オレは両手で耳を塞ふさいだ。

　それでも、ドンドンとドアを叩たたいてくる振しん動どうは体へと伝わってくる。不破さんの大声も遠くから聞こえてくるみたいに体に響ひびいてきた。　>>>♥

「頭ごなしに云ったことは謝る。だが、俺は───」

「もういいっ！」

「……都筑……」

　耳を塞いでも聞こえてくる声に、オレは思わずそう叫さけんでしまった。

　はっとなってドアの向こうの様子に意識を向けてみたけれど、不破さんはそれきり何も云ってこない。

　沈黙に耐えかねたオレは、自分から口を開いた。

「……もう、今日は帰ってください」

　気の遠くなるほどの沈黙のあと、不破さんの小さな声が聞こえる。

「───わかった。出直すよ」

　淡たん々たんとした口調からは、感情が見えてこない。

　どんな顔でそう云っているのか、オレにはわからなかった。

　やがてバタンと玄げん関かんのドアが閉まる重い音が聞こえ、オレは不破さんが帰ってしまったことを知る。

「……っ」

　帰れと告げたのは、自分。なのに、本当に帰ってしまったと、傷ついている自分にオレは呆あきれ果てる。

　だけど、同時に訪おとずれた安あん堵どに、全身からは力が抜ぬけていってしまった。

「……不破さんのバカ」

　取り引きのようなキスも辛かったけど、何よりショックだったのは信じてもらえてないんだと知ってしまったことだった。

　向けられた疑いに、築かれていると信じていた信しん頼らい関係など見せかけのものでしかなかったのだと思い知らされた。

　───プルルルル。

　電話が鳴ってる……。

　ドアの向こうで繰くり返される無機質な音が何なのか、しばらくしてようやく気がついた。

「……不破さん……？」

　追い出したのは自分だというのに、そんな期待を持ってしまう。

　よろよろと部屋から出てきたオレは、ごくりと唾つばを吞み込んでから、恐おそる恐る受話器を取って耳に当てた。

「……も、もしもし…？」

『北王社の西尾です。先さき程ほどはどうも』

「え？」

　どうして、ここに直接電話がかかってくるんだ？

　帰り際ぎわ、連れん絡らく先さきを訊かれたときに、直接は困るんで編集部宛あてにって、ちゃんと云っておいたのに…。

「あ…あの、ここの番号をどうして……」

『見本誌の送り先を緑風館の方に教えていただいたんですよ。直接お礼を云いいたかったので、失礼ながらお電話番号を調べさせていただきました』

　わざと教えなかったんだよ！

　だけど、相手もそれがわかっていて電話をかけてきているのだから、今いま更さら云っても仕方ないだろう。

『さっき云っていたお食事の件でお電話させていただいたんですが、いまお時間いいですか？』

「じゃあ、ちょっとだけなら」

『先生は和食はお好きですか？　行き付けの美味おいしい店があるんですよ。よかったら、ご一いつ緒しよにいかがですか？　私としても、もっとゆっくりお話ししてみたいので』

「そうですね……」

　答えながら、不破さんに云われたことを思い出していた。

『───あの男にしてみたら、お前みたいな世間知らずの相手なんか、赤子の手を捻ひねるようなものだからな』

　自分が頼たよりないことくらい、わかってる。

　でも、あそこまで云われて黙だまってるなんて、男としてできっこない。

　不破さんに、ちゃんと一人でケリをつけられるんだぞってところを示してやりたかった。

「わかりました。オレでよければご一緒します」

『そうですか！　では、明日の夜はどうですか？　帰りはご自宅までお送りさせていただきますから』

「それは気にしないて下さい。ウチは夜遅おそくても大だい丈じよう夫ぶなんで」

『いえ、大事な息子むすこさんをお預かりさせていただくんですから、そのくらいは』

　そんなやり取りの末、また明日彼に会うことになった。

　今度こそはっきりと断りを入れて、そうしてから不破さんに会いに行こう。

　オレだって一人で自分の尻しり拭ぬぐいはできるんだってことを見せてやる。

　唇を引き結び、オレは改めてそう決意を固めたのだった。










　───そう意気込んだのはいいけれど、落ち込んだ気分は簡単には回復するわけがない。

「……はあ」

　ベッドに寝ねっ転がり、天てん井じようを眺ながめていたオレは今日何度目かわからないため息をついた。

　昨日までは幸せいっぱいだったのに、こんなに早くその幸せが打ちきられるなんて思ってもみなかった。

　いや、それも見せかけの幸せだったんだけど……。

　今となっては、誤ご魔ま化かされたままでいるのと、真実を知ってしまうのと、どちらがよかったかなんてオレにはわからない。

「……不破さん……」

　思い返すだけで、涙なみだが滲にじんでくる。

　相談もなしに他社の編集者に会いに行ったことがまずかったということは理解できるし、後こう悔かいもしてる。だから、怒おこられたことだって納なつ得とくがいく。

　でも、オレは他社で描かきたいなんて少しも思ってなかったし、今回のことだって不破さんを困らせたいと思ってやったことでもない。

　そんなことくらい、不破さんはわかってくれてると思ってたのに、あんなふうに取り引きみたいなキスをしてくるなんて。

　オレを───オレの作品を引き留めるためだけの関係だったなんて、思いたくはなかった。

　でも、やっぱりそれが現実だったのだ。

「……う…」

　鼻の奥がツンと痛み、目め尻じりに温かいものが溜たまっていく。

　けど、改めて思い知らされた事実は、納得のいくものだった。

　自うぬ惚ぼれてるわけじゃないけど、不破さんがオレを好きだと云いってくれたのは、やっぱりオレの『作品』だったんだよな…。

『好きだよ』

　きっと不破さんのあの言葉に偽いつわりが見えなかったのも、伊川って子と同じで、オレが彼の好きな作品を描いていたからなんだと思う。

　そう思ってくれるのは嬉うれしいけど、オレが期待してたものはそうじゃない。

　オレ自身を好きになって欲ほしかったんだ───。

「……っく」

　しゃくりあげそうになったそのとき、コンコンとぶっきらぼうにドアがノックされた。

「は、はい？」

　オレは慌あわてて涙をトレーナーの袖そでで拭ぬぐい、泣きそうになった顔を取り繕つくろってベッドで姿勢を正す。

　開かれたドアから顔を覗のぞかせたのは、オレの予想に反していた。

「あれ？　俊也だ。どうしたの今日は」

　さっき、ご飯いらないって云ったから、また呼びにきた母さんかと思ったのに。

「どうしたじゃないだろ？　お前がため息ばっかりついて、食事もろくに摂とらないって心配した伯母おばさんが僕に電話してきたんだよ」

「母さんが？　もう、またそうやって子供扱あつかいしてっ。いつまでたっても過保護なんだからなあ…」

　オレは唇くちびるを尖とがらせて文句を云った。

　それに同い年の俊也ばっかり頼りにするってのはどうなんだよ。

　そんなに自分ちの息子が信用ならないわけ？

「子供扱いされたくなかったら、落ち込んでもそんな顔見せないことだな。親なんだから、心配するのは仕方ないだろう？」

「そりゃまあ、そうだけど……」

　俊也に正論をぶつけられて、オレはしおしおと怒いかりゲージを下げる。

　オレだってわかってるよ。俊也のほうが大人でしっかりしてるってことくらい。

　自分で認めるのは何だか悔くやしいけど……。

　オレは浮うかれたり落ち込んだりの上下が激しくて、昔から落ち着きがない。上じよう昇しようするのも早いけど、下降したら急直下だ。

「見たところ、この間までのヘコみ方と違ちがうみたいだな。何かあったのか？」

「あー…、うん……」

　何かどころじゃなく、色々とあった。

　この数日間に状じよう況きようの変化がありすぎて、何から説明していいのかわからない。

「ちゃんと確かめられたのか？」

「……もう、ダメになっちゃった」

「ダメになった？　不破さんとか？」

　驚おどろいた顔で問い返してくる俊也に苦く笑しようして返す。

　結局、この数日間の出来事は全部オレの独ひとり相撲ずもうだったんだよな。

　不破さんは、そんなオレにつき合ってくれてただけで、本当に恋こい人びとになってくれてたわけじゃなかったんだ。

「───うん。やっぱ、オレなんか相手になんなかったみたい」

「どうしてだよ？」

「どうしてだろう？　オレが男でガキだからかなぁ？」

　あの人にとって価値があったのは、漫まん画が家かのオレ。

　決して、都筑智久個人じゃなかったってこと。

　自じ嘲ちよう気味に笑いながらそう説明していたら、さっき拭ったはずの涙がまた零こぼれてきてしまった。

「智久……」

「ご、ごめんね。何でオレ、こんな泣いてばっかいるんだろ。おかしいよね、男のくせに」

　俊也はオレのほうに顔は向けずに、ティッシュの箱だけ差し出してくれる。

　黙ってそれを受け取ると、ぽつりと告げられた。

「そんだけ好きだったってことだろ」

「……うん、そうだね」

　好きで好きでたまらなかった。

　ううん、今でも好きだ。

　あんなふうに気持ちを軽かろんじられていたと知った今でも、あの人のことが好きだとはっきりと云える。

　きっと、この気持ちをすぐに忘れることはできないだろう。

「───もう、その話はやめようよ」

　あの名前を聞くだけで胸が痛む。

　情けない話だけど、まだ当分踏ふん切りなんてつきそうになかった。

「…ああ、そうだな」

　オレの気持ちを汲くんでくれたのか、俊也はその申し出に頷うなずいてくれた。

「…………」

「…………」

　でも、それきり会話が続かない。いつもは重くない沈ちん黙もくも今は何故なぜか気まずくて、オレは思わず自分から話題を振ふってしまう。

「そうだ。明日ね、他ほかの出版社の編集さんと会ってくるんだ」

　……って、似たような話してどうするんだよ！

　学校のこととか、家族のこととか、他に話すことなんかいっぱいあったはずなのに、うっかり口にしてしまった。

　不破さんの話題から逸そらそうとしてるのに、何やってんだろオレ……。

　一度口にしてしまった言葉は戻もどってこない。俊也は怪け訝げんな顔をして、訊き返してきた。

「お前、他で描くつもりなのか？」

「ううん、ちゃんと断りに行こうと思って」

　俊也の質問に、オレはぶんぶんと首を横に振る。

「今日もちょこっと会ってきたんだ。ほら、前に雑誌のインタビューを受けたところあったじゃん？　あそこの人から頼たのまれちゃって。……それで不破さんに怒おこられちゃったんだけど」

　不破さんの話はやめようと思ってるのに、やっぱり戻ってきてしまう。オレの話題って、不破さんを中心に回ってるんだなってつくづく思うよ…。

「それで、不破さんは何て云いってるんだ？」

「もう会うなって云ってたけど。今日は断りきれなかったから、ちゃんとけじめがつけたくて。もしかしたら、不破さんはもうオレに愛想をつかしてるかもしれないけど一応はさ」

　不破さんに捨てられたら、新しく漫まん画がが描ける場所を探さなくちゃいけない。

　そうしたらまた、投とう稿こうから始めればいいし、持ち込みしてみてもいい。ま、あの西尾って人のもとでは描く気はないけれど。

「よかったのか、それで」

「しょうがないよ、不破さんを怒らせちゃったのは自じ業ごう自じ得とくだし」

　どんなに気まずくても、オレはこれからも一いつ緒しよに仕事していきたいと思ってる。けど、不破さんはどうかわからない。

　どうせオレの代わりなんていっぱいいる。

　新人だって次々に出てくるし、本当はオレにばっか構っていられないはずなんだ。

「どんな人なんだ、相手は」

「うーん……いかにも業界人って感じの人。何か、評判が悪い人だって不破さんは云ってたけど、噂うわさって尾おひれがついてたりするし、平気かなーって」

「評判が悪い？」

　俊也はオレの言葉に顔を曇くもらせる。その表情に、オレは思わず不破さんの怒った顔を思い出してしまう。

　あんな剣けん幕まくで怒る不破さんなんて見たことなかったから、さすがに驚いたよな…。

「うん、何かね怖こわい顔で二度と会うなって」

　それで、もらった名めい刺しを破かれたんだ。

　そんなことしなくても、オレの気持ちが揺ゆらぐことなんてないのに…。

　言こと葉ば巧たくみに誘さそわれても、不破さん以外と仕事をしたいと思うなんてあり得ないのに、オレは信しん頼らいしてもらえてなかったらしい。

　そのことが悲しくて、悔しかった。

「……それはもしかして」

「ん？　もしかして、何？」

　ますます眉まゆを寄せた俊也が、小さく呟つぶやいたのを聞き咎とがめる。

　何か思い当たることでもあるわけ？

「いや、それは行かないほうがいいんじゃないか……と僕も思う」

「何で？」

　珍めずらしく、俊也の歯切れが悪い。

　どうしたんだろ、一体。いつもはハキハキとしてるぶん、気にかかってしまう。

「何でって……だから、評判悪いんだろ、そいつ。一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「平気だよ、食事に誘われてるだけだし」

　評判が悪いっていっても、その詳くわしい内容までは教えてもらえなかった。

　でも、ウチに来てくれてるアシスタントさんたちから、連れん絡らくがいい加減だったり、態度が粗そ雑ざつだったりする編集者の話は聞いたことがあるから、きっとその手の類たぐいなんだろうと思ってる。

　だけどそれだって、ちょっと食事して話すだけなら被害を受けることもないはずだ。

　それに、会ってみた印象としてはあんまり相あい性しようはよくなさそうだったけれど、そんな悪あし様ざまに云うほどの人でもないように思えたし。

「食事って、どこで」

「何とかっていう料りよう亭てい」

「料亭!?　まさか個室とか云わないだろうな！」

「そこまでは知らないけど、行き付けの店だとか云ってた。前に父さんがそこの料理旨うまかったって云ってた気がする。仕事で使ったとかって」

「そういう問題じゃなくてだな……」

「じゃあ、一体何が云いたいんだよっ」

　俊也は大おお袈げ裟さすぎるほどのため息をついた。

　不破さんもそうだけど、どうして俊也までオレにわからないようなことを云うんだよ。

　そんなにオレはバカだと思われてるわけ？

「……僕はお前の身が心配なんだよ。不破さんだって同じような気持ちだったんだと思うけど」

「オレ？」

　オレの身って云われても、脅おどされるわけでもあるまいし、不安に思いすぎだってば。

　まったく、俊也までそうやって過保護にするんだから！

「智久。本当にいいのか？　ついていかなくて」

「大丈夫だって！　俊也も心配性だなあ。考えすぎだよ、きっと」

「……それなら、いいんだけどな……」

「そうそう」

　納なつ得とくがいかないと云わんばかりの俊也の言葉に、オレは軽く相あい槌づちを打つ。

　相手はそこそこ名のある出版社の編集者なんだから、いくら悪い噂があったって、すぐに態度を悪くすることはないと思う。食事っていったってせいぜい数時間なのだから。

　すると、しばらく考え込んでいた俊也は、突然妙みようなことを訊いてきたのだ。

「───店の地図とか連絡先とかあるか？」

「ファックスもらったけど、どうして？」

　待ち合わせ場所、時間、店の場所を記したファックスを、電話のあと流してもらった。

　明日向かうときに必要になるからと、仕事場から持って帰ってきていたから、カバンの中に入ってる。

「連絡先は置いていけよ。何かあったら、連絡するから」

「何かって、何だよ」

　こっちから家に電話することはあっても、その逆ってないんじゃないかなぁ？

　首を捻ひねっていると、俊也が催さい促そくしてきた。

「何かは何かだ。いいから貸せ」

「はいはい、わかったってば」

　持ってきていたファックス用紙を渡わたすと、俊也はコンビニでコピーしてくると云って部屋からいなくなった。

　何なんだ、一体。

　よくわからなかったけど、俊也がやることに無む駄だなことはないだろうから、まあいいか。

　……でも、話したらちょっとすっきりした。

　悲しいことには変わりないけど、いつまでもうじうじしてるわけにはいかないもんな。

　俊也の云う通り、母さんに心配かけたままでいるのもよくないし、部屋に籠こもってたって何が変わるわけじゃない。

「俊也！　オレもコンビニ一緒に行くー！」

　ベッドから跳はね起きると、まだ一階にいるであろう従兄弟いとこを追いかけたのだった。
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　夕方、西尾さんとＳ駅の前で落ち合ったあと、タクシーに乗せられて連れて行かれた場所は予告されていた件くだんの有名な料亭だった。

　入っていいんだろうかと悩なやむような瀟しよう洒しやな門を促うながされて一歩くぐると、そこは都心にあるはずなのにまるで別世界って感じで、オレはぽかんとしてしまう。

「…………」

　何か、場ば違ちがいですって感じ。

　いいのかな、高校生がこんなところに来て……。

「いらっしゃいませ。ご予約の西尾様ですね」

「ああ、今日もよろしく」

「お荷物はよろしいですか？　それでは、ご案内いたします」

　出で迎むかえてくれた着物の人は女将おかみさんなのかな？

　名乗ってもいないのに誰だれだかわかるなんて、行き付けのお店っていうのは本当だったんだ。

　仲居さんに先導されて進んでいくと、中庭に面した廊ろう下かに出た。

　うわ……手入れの大変そうな上品な日本庭園。ししおどしなんて、久しぶりに見た気がする。

「こちらになります」

　通された奥の座ざ敷しきは思ったよりも広く、飾かざられている陶とう器きやかけ軸じくは見るからに高そうだった。

　すげー……。

　何か、ここってよくドラマとかで政治家が密談をしているような場所だよな。

　父さん、仕事でこんなとこ使ってるんだ。

　上座に通されても居い心地ごこちが悪くてそわそわしてしまい、何だか落ち着かない。

「ははは、正座なんかしないでいいですよ。楽にしてて下さい」

「は、はあ」

　そう云いわれても、いきなりこんな場所に連れてこられたら緊きん張ちようするに決まってるよ！

　料亭っていっても、まさか本当に個室だとは思ってなかったんだもん。

「どうかしましたか？」

「す、すいません、何か凄すごくて……」

　仲居さんに案内されてる間も、終始きょろきょろしていたオレの様子が気にかかったらしい。

　我ながら、ちょっとみっともなかったかもしれない。

「何云ってるんですか。先生の稼かせぎだったら、こんなところ簡単に来れるでしょう？」

「あー、でも、オレまだ未成年なんで、お金は親に管理してもらってるんです」

　管理というより、父親に預けて運用してもらってると云ったほうが正しい。

　お陰かげで元手よりも増えてるみたいだけど、詳しく聞いても話が難しくてよくわからないから任せっきりにしてるんだよな。

「真ま面じ目めなんですねえ。私なら、すぐに使ってしまいますよ」

「ほら、学校もあるから使い道も使う時間もないですし……」

「ああ、そうですよね。まだ高校生なんですよね。あんな素す晴ばらしい作品を描かいてらっしゃるから、忘れそうになってしまいますよ」

「あはははは…」

　この人、いちいち寒い……。

　普ふ通つう、会ったばっかの人間に金の話なんかしないだろう!?

　誉ほめ言葉も痒かゆいし、勢いに任せてこんなところまでついてきちゃったけど、今いま更さらながらにまずかったかな…なんて。

「失礼します」

　控ひかえめな声がしたかと思えば、すでに申しつけてあったのか料理が運ばれてくる。何もなかった机の上に可愛かわいらしい小こ鉢ばちが並んで、途と端たんに華はなやかになった。

「すみません。お聞きするのを忘れてたんですが、先生は食べられないものとかありますか？」

「あ…いえ、特には」

　好すき嫌きらいなんてほとんどないのに、どうして背が伸のびてくれないんだろう。

　ムカつくことに、俊也なんかニンジンが嫌いとか魚が好きじゃないとかわがまま放題だったのに、オレより全然成長してるんだよな。

　って、今はそんなことどうでもいいんだけど。

「それはよかった。遠えん慮りよはけっこうですから、どんどん食べて下さい。あ、そうそう、お酒は飲まれないんですか？」

「え？」

　酒？

「飲みやすいのを用意してもらったんですよ。少しいかがですか？」

「でも、オレ未成年で…っ」

　おいおい、高校生に酒なんか勧すすめるなよっ！

　個室だから見み咎とがめられる心配はないけど、それってよくないんじゃ……。

「いいじゃないですか、ちょっとだけなら。飲めなくはないんでしょう？」

「ええ、まあ……」

　そりゃ、家でならクリスマスとか正月にちょこっと飲んだりはするけど、オレってすぐに顔が赤くなっちゃうんだよね。

　たくさん飲んだことがないからわからないけど、きっと酔よっぱらうのも早いに違ちがいない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。眠ねむくなっても、帰りは送らせていただきますから」

「そこまでしてもらわなくてもいいですっ！」

　第一、自宅なんか知られたくない。

　仕事場は片野さんが教えちゃったから仕方ないけど、これ以上プライベートを知られるのは抵てい抗こうがあるし。

「まあまあ」

「あっ、ちょっと、あー…」

　西尾さんはお猪口ちよこをオレの前に置き、徳とつく利りを傾かたむけた。そして止める間もなく、お猪口に透とう明めいな液体をなみなみと注つがれてしまう。

「さあ、どうぞどうぞ」

　どうしよう、飲んでも大丈夫かなぁ。

　これって日本酒、だよね。お屠と蘇そでちょこっとしか飲んだことないけど、あんまり好きな味じゃなかった覚えがある。

　けど、勧められたものを無む下げに断れるような雰ふん囲い気きでもない……。

「……じゃあ、これだけ」

　これだけ飲めば終わりだよな？

　あとですぐにお茶かお水をもらえば、酔いもそんなに回らないだろうし。

　オレはそう自分に云い聞かせ、恐おそる恐るお猪口の端はしに口をつけた。

「あ、美味おいしい」

「でしょう？　これは甘くて口当たりがいいんですよ」

　こんなに甘い日本酒があるなんて知らなかった。

　家で飲ませてもらったことがあるやつは、どれも辛からかったけど、このお酒は凄く甘い。同じ日本酒だとは思えないくらい、オレにも飲みやすいし。

　ちょっとずつ飲もうと思ってたのに、その飲みやすさについ器うつわを空にしてしまう。

「いい飲みっぷりですね。もう少しいかがですか？」

「いやっ、も、もういいですっ」

　いくら飲みやすくても、酒は酒だ。

　これ以上飲んだら、大変なことになることくらいオレにだってわかる。今でさえ、顔がちょっと熱くなってきてるのに…っ。

「そんなこと云わずに、さあ」

「ちょ、ちょっと待っ……」

　西尾さんはオレの制止も聞かず、次々にお酌しやくをしてくる。

　運ばれてくる料理に手をつけながらも、結局オレはけっこうな量を飲まされてしまった。










　……仕事の話をしにきたんじゃなかったっけ？

　ふと、そんな疑問が頭に浮うかんだ。漫まん画がの話なんかちょこっとだけで、さっきからオレのプライベートな話ばかり訊きかれてる気がする。

　何でそんなこと訊くんだろう、と思いつつも、お酒でぼーっとなった頭では思考も上手うまく働いてくれなくて。

「大丈夫ですか？　眠そうですね」

　……さすがにヤバいかもしれない。

　だんだんと意識が朦もう朧ろうとしてきた。ふわふわとした不思議な感覚がして、異常に眠たい。

「眠いんだったら、少し横になってもいいですよ」

「……でも……」

　こんなところで寝ねるわけにはいかない。

　連れん絡らくもなしに家に帰らなければ、父さんも母さんも俊也も心配する。それと、不破さんは……どうだろう、心配してくれるのかな？

「隣となりにも部屋を用意してありますから、遠慮せずにどうぞ」

　隣に部屋？

　何でそんなものが用意してあるわけ？

　本能的に危機感を感じ、まさかとは思ったけど、オレは即そく座ざに断りを入れた。

「平気、です…。あの、お水もらえますか…？」

「気を遣つかわなくてもけっこうですよ。お水ならすぐに持ってこさせますから、それまで休んでいて下さい」

「オレ、大丈夫です、から……」

　そう云いっているのに、腕うでを取られ、立ち上がらされる。そして、西尾さんはふらつくオレの体を支えるようにして、どこかへ移動した。

　馴なれ馴れしく触さわらないで欲ほしい。体に触ふれられるのを拒こばもうとしたけど、思うように体が動かない。

　一人で立てると思っていたのに、いざ立ち上がってみると膝ひざに力が入らなかった。

「あの、ホントにいいです…っ」

「ゆっくり休んでて下さい」

　襖ふすまが開けられる音がして、薄うす暗ぐらい部屋に連れていかれる。そして、オレがどさりと下ろされたのは、何か柔やわらかいものの上だった。

　何で、こんなところに布ふ団とん……？

　つーか、物もの凄すごくベタな展開なんですけど!?

　これってさすがにヤバいんじゃ……。

　さすがに酔った頭でも危機感を覚えたけれど、体が全然いうことを聞かない。

　どうしてこんなに力が入らないんだよ……っ。

「このままじゃ苦しいでしょう？　楽にしてあげましょう」

　そう云って、西尾さんはオレの服に手をかけてきた。だけど、どう考えてもその手つきに下心が見えている。

　……や、やっぱり───!!

「や、やめて下さい…っ」

　襟えり元もとを緩ゆるめてくる手を振ふり払はらっても、執しつ拗ように伸のびてきてはオレを嘲あざ笑わらうかのように弄もてあそぶ。

　逃にげなくちゃって思うのに、迫せまる影かげは簡単にオレを捕つかまえ、のしかかってきた。

　ど…どうしよう……。

　こんなに取り返しのつかないことになるだなんて、思ってもみなかった。

「別にまだ何もしていないでしょう？　それとも誘さそってみせてるんですか？」

　誰だれがそんなことするか！

　本気でやめろっつってんだよ!!

　そう云ってやりたくても、言葉が出てこない。気持ちに反して、オレの体は恐きよう怖ふに竦すくんでしまっていた。

「可愛かわいらしいですね」

「やっ……」

　顔を近づけて囁ささやかれ、首筋にかかる生温かい息にぞわりと寒気がする。

　その嫌けん悪お感かんから逃のがれようとじたばたと布団の上を這はい上がった。けど、西尾はそんなオレの様子が可笑おかしいのか、笑いながら迫ってくる。

「どこに行かれるんですか？」

「……っ！」

　伸ばされた手が足に触れる。いやらしい手つきで太ふと腿ももを撫なで回され、じわりと冷ひや汗あせが浮かんできた。　>>>♥

　気持ち悪い…っ。

　服の上から体を撫で回されるだけで、吐はき気けが込み上げ、涙なみだが滲にじんでくる。

「さ…わるな…っ」

「先生は横になってるだけでいいんですよ」

「嫌いや…だ……っ、離はなせ……っ!!」

　這ってでも逃げようとするオレの服を摑つかみ、強ごう引いんに引き戻もどす。オレの弱々しい抵抗など物ともせず、彼は四し肢しを押さえつけてきた。

　両手両足の自由を奪うばわれ、前にも後ろにも行くことができない。それでも必死にもがいていたら、股こ間かんをするりと撫でられた。

　うわっ、どこ触って…!?

「往おう生じよう際ぎわが悪いですね。逃げられるわけないんだから、観念したらどうですか？」

「なっ……」

「大人しくしていたら、気持ちよくしてあげますよ、都筑先生」

「だ。誰が……っ！」

　両手を頭の上で一まとめにされ、もう一方の手をズボンのウエストにかけられる。

　下か肢しから脱ぬがそうとしてくる手を蹴けろうと足を動かしてみたけど、体重で押さえ込まれているせいでビクともしない。

「は…なせ……っ、このヘンタイ！」

「口だけは達者ですね。そのほうが泣かせがいがありますよ」

「!?」

　こいつ……っ。

　ピン、とフロントのホックを外される。次いで聞こえてくるファスナーの下がる音が、ますますオレを絶望的な気分にした。

　緩ゆるめられた部分から、指先が忍しのび込んでくる。

　下着越ごしに中心部を触られて、オレは恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

「やだっ、や…っ！　やめ…っ！」

　こんなことなら、不破さんや俊也の忠告を素す直なおに聞いておくんだった。

　二人が心配してたのは、こういうことだったんだ。

　会うなって云われてたのに勝手なことして、こんな目に遭あって───何てオレはバカなんだろう。

　不破さん…！

　不破さんじゃなきゃ嫌だ！

　こんなふうにオレに触っていいのは、不破さんだけなのに…っ。

　自分から手放したくせに我ながら図ずう々ずうしいとは思うけれど、今はあの人の顔しか浮かばなくて。

　最後の力で暴れると、髪かみを摑んで頭を固定された。

「……つっ!!」

「抵てい抗こうすると痛い思いをするだけですよ。そうですね、煩うるさい口は塞ふさいでおきましょうか」

「何を…!?」

　ニヤニヤと笑った顔が迫ってきた。

　生なま臭ぐさい息が近づいてくるのを避さけようと、顔を逸らそうとしたけど、物もの凄すごい力で髪を引っ張られて首を動かすことすらできない。

　嫌だ───!!

　でも、もうダメかもしれない……。アルコールが全身に回って、指さえ上手うまく動かせない。

　素面しらふだとしてもこの体格差にかなうかどうかわからないのに、悔くやしいけどこんな状態じゃどうしようもない。

　だけど、こんな奴やつにキスなんかされたくないと、オレはせめてもの反はん抗こうに唇くちびるを引き結び、歯を食いしばった。

「何してるんだ!?」

「───!!」

　あと数センチで唇が触れそうになったそのとき、バァン、と勢いよく襖が開け放たれた音がして、鋭するどい声が同時に飛び込んできた。

「だ、誰だ!?」

　西尾はあからさまに狼狽うろたえた様子で、体を起こして振り返る。オレは自分を押さえつけている男の肩かた越ごしに見えた影の正体に目を見開いた。

　ウソ……何で……？

　何で、不破さんが───。

「貴様……！」

「お前は───ぐぁっ」

　不破さんは怒いかりに震ふるえた声で呟つぶやいたあと、オレに跨またがった西尾の胸ぐらを摑んでオレから引き剝はがし、握にぎりしめた拳こぶしを彼の頰ほおに叩たたき込んだ。

「智久！」

「不破さん…っ」

　駆かけ寄ってくれた不破さんは、小刻みに震える体を起こしてくれる。

　オレは侵しん略りやくのあとを生々しく残している自分の服装を目まの当たりにし、おぼつかない手つきながら、慌あわてて乱れた部分を正した。

「遅おそくなったな」

「ううん…っ」

　ぽんぽんと頭を撫でられ、込み上げてきていた恐怖が少しだけ和やわらぐ。

　この手の感かん触しよく……本物の不破さんだ……。

　オレのために来てくれた───それだけで、胸がいっぱいになった。

「こンの…っ」

「不破さん、危ない！」

　気づくと、殴なぐり飛ばされた西尾は顔を顰しかめてよろめきながら起き上がり、反はん撃げきの体勢に入っていた。

　だけど、不破さんはすっと立ち上がり、殴りかかってきた西尾の腕うでをいとも簡単に捉とらえたかと思うと、逆にみぞおちへ膝ひざ蹴げりを入れる。

「かは……っ、げほごほごほっ」

　見事にヒットしたようで、西尾の呼吸が一いつ瞬しゆん止まったかのように見えたあと、彼は激しく咳せき込んだ。

　立ったまま体をくの字に曲げて腹部を押さえている西尾の体に、不破さんは無言のまま、尚なおも蹴りを入れ、その場に倒たおしてしまう。

「……ふ、不破さん……」

　凄すごすぎる容よう赦しやのない制裁に、オレまでたじろいでしまった。

　不破さんて、こんなに強かったんだ。

　格かく闘とう技ぎというよりもケンカ慣れしたその動作に、オレは目が釘くぎづけになる。

　デスクワークの割に体格がいいと思ってたけど、こんな特技（？）もあったなんて。

「未成年に飲酒をさせて、動けなくなったところを暴行だなんて何を考えてるんだ!?　あんたの噂うわさは色々と耳にはしていたが、こんなに悪質だとはな」

「はっ、何を云いってるんだ…？　誘さそってきたのは、こいつのほう───」

「黙だまれ！」

　腹を押さえながら云い逃のがれをしようとする西尾に一いつ喝かつすると、不破さんはその腹へ踵かかとを勢いよく下ろす。

「ぐっ……ぅああっ!!」

　うわ……。

　その瞬間聞こえてきた、ボキ、という鈍にぶい音は、きっと肋あばら骨ぼね辺りが折れた音だろう。

　その激痛に、西尾は声にならない悲鳴を上げる。不破さんはその様子を冷ややかに見下ろしながら告げた。

「他ほかにも余罪があるんだろうが、今回はそれで見逃してやる。今すぐ警察に突つき出されたくなかったら、さっさと目の前から消えろ」

「うう……くそっ……」

　西尾は何か云い返したかったみたいだったけど、不破さんを睨にらみつけただけで、すぐに転げるようにして部屋から出ていった。

「…………」

　そして、薄うす暗ぐらい部屋に沈ちん黙もくが降りる。

　嵐あらしのような出来事に、オレは呆ぼう然ぜんとしていた。

　オレ……助かったの……？

　不破さんが助けに来てくれたってことだよね？

　信じられない思いと感動とが交こう錯さくして、何を云っていいのかわからない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　不破さんは体を起こしただけで動けなくなっていたオレの傍かたわらに屈かがみ、顔を覗のぞき込んでくる。

「は、はい。大丈夫、です」

　ショックでぼんやりしてるわけじゃないと、オレは必死に頷うなずいてみせた。

「…悪い、遅くなったな」

「え？」

「予定を入れてなかったら、もっと早く来れたのに。すまなかった」

「あ、あのう、どうしてここが…？」

「俊也くんが連れん絡らくしてくれたんだ。ただ、俺のほうが打ち合わせに出てて、何度も電話をもらったのに出られなかったんだよ。……こんなことならこっちから早く連絡すればよかった」

　打ち合わせなんか入れるんじゃなかったと、不破さんは悔しそうにそう告げる。

　そうか……。

　俊也も心配してくれてたもんな……。

　昨日云ってた『何かあったら連絡する』っていうのはオレにじゃなくて、不破さんに連絡するってことだったんだ。

　その機転に感謝しつつも、オレの胸の内は罪悪感でいっぱいになる。

「とりあえず行くぞ。こんなところに長居してるなんて不ふ愉ゆ快かいだ」

「あ、はいっ」

　……あ、あれ？

　やっぱり、まだ立てない。

　不破さんの言葉に勢いよく返事をしたものの、足に力が入らなかった。

　様々な衝しよう撃げきで頭の中はクリアになっていたけど、体のほうはそう簡単に回復してくれないみたいだ。

　けど、置いて行かれるわけには…っ。

　すると苦心して立ち上がろうとしていたオレを、不破さんは子供を抱だくように持ち上げる。

「ふ…不破さん…っ!?」

　さすがにこれはちょっと…！

　いくらなんでも、こんなことしてもらうのはちょっと抵てい抗こうがある。

　オレが男子高校生の平均より小さめだとはいえ、これはさすがに体格的に無理がないか!?

「歩けないんだろう？　落とされたくなかったら大人しくしていろ」

　横よこ抱だきでもいいんだぞと云われてしまえば、苦情を引っ込める他ほかない。

　お姫ひめさま抱っこされるよりはいいかな、と無理矢理自分を納なつ得とくさせてオレは黙り込む。

「あ、あのぅ…」

　不安定な体勢が心こころ許もとなくて、オレはどこに摑つかまればいいのかわからず手のやり場に困ってしまった。

「首にしがみついとけ。気持ち悪くなったら俺に云うんだぞ」

　許可が下りたこともあって、オレはおずおずと不破さんの首に腕を回した。

　ぎゅっと抱きつくと、覚えのある整せい髪はつ料の香かおりと体たい臭しゆうが鼻先を掠かすめ、ようやく現実感が込み上げてくる。

「……！」

　その瞬間、強こわ張ばった手足から力が抜ぬけていくのを感じ、ようやく緊きん張ちようが解けたことを知った。

　あんなのたいしたことないって思ってたけど、実際は認にん識しきしていた以上に恐きよう怖ふを感じていたんだと思う。

　気持ちを察してくれたのか、不破さんはぽんぽんと背中を叩たたいてくれ、オレは安あん堵どに胸が詰つまる。

「もう、大丈夫だ。俺がついてる」

　オレは何も言葉にすることができずに、こくこくと頷くだけだった。










　にわかに騒さわがしくなっていた玄げん関かん付近を涼すずしい顔で通り抜ける。仲居さんたちは何か訊ききたそうな顔をしていたけれど、何もなかったかのような態度で頭を下げ、送り出してくれた。

　不破さんは表に停とめてあった車の助手席にオレを乗せると、こんな場所からはすぐに立ち去りたいと云わんばかりにさっさと発進させてしまう。

　夜の街に滑すべり出した車内は何とも云いがたい雰ふん囲い気き……というか、沈黙が重たい。

　───怒おこってる、よね？

　それとも呆あきれてるんだろうか……。

　不破さんの心情はわからなかったけど、もうこれで愛想を尽つかされたのは間ま違ちがいない。

　だって、オレが不破さんの立場だったら、こんな担当作家のことなんて面めん倒どう見きれないよ。

「───智久」

「は、はいっ」

　不意に低い声で名前を呼ばれ、オレは反射的に返事をした。

　こ…声が怖こわい……。

　重い口調は機き嫌げんがいいとはお世辞にも云えず、その先の言葉に何が続くのかとビクビクしてしまう。

「俺は怒ってるんだぞ。わかってるか？」

　うっ、やっぱそうだよね……。

　何か云わなくちゃと思ったのに、疲つかれた様子の不破さんの横顔を見てたら、一言しか口にできなかった。

「……ごめんなさい」

「そのごめんなさいは、何に対しての謝罪なんだ？」

　厳しい追つい及きゆうにぐっと詰まる。

「そ、それは……会うなって云いわれてたのに、他所よその編集の人に会ったから……？」

　不破さんが怒ってるのは、オレが云いつけを破ったからに違ちがいない。

　担当している作家が、会うなと諭さとしていた相手に無断で会いに行ったのだから、それは裏切り行こう為いにも等しいはずだ。

　それも、何もわかっていなかったわけじゃなくて、忠告を受けた直後にだ。

　半分ヤケになっていたとはいえ、オレはとんでもないことをしてしまったんだと思う。

　勝手なことして、そのせいで酷ひどい目に遭って……自じ業ごう自得なのに、こうして助けに来てもらってしまった。

　本当にオレ、迷めい惑わくばっかりかけてるよな……。

　謝ってすむような簡単な問題じゃないことくらいわかってる。

「……ホントにごめんなさい。迷惑ばっかかけて、オレ……」

　沈黙が辛つらくて、もう一度謝った。そんなことで許してもらえるとは到とう底てい思ってないけど、オレにはそれしかできることなんかないんだ。

　でも、不破さんはそんなオレに対して、深々とため息をついた。

「全然わかってないだろう？」

「え…？」

　落らく胆たんの混じったため息に、オレは体を強こわ張ばらせる。

　わかってないって、オレは他にも不破さんを怒らせるようなことをしちゃったんだろうか？

「お前が今謝ってるのは、担当としての俺に対してだろう？」

「？」

　オレは不破さんの言葉に首を傾かしげた。

　それは当たり前のことなんじゃないの？　不破さんはオレの担当なんだから。

　……もう、担当から下りたいって思ってるかもしれないけど。

「あのな、もちろん担当として他社の編集には会って欲ほしくはなかったけどな、俺はそれよりも恋こい人びととしてあの男に会うなって云ったんだ」

「こいびと…？」

　重要な単語をさらりと云われて、オレは目を見開いてしまう。

　今、恋人って云ってくれたの…？

　聞き間違いじゃないよね？？？

　どうもオレは不破さんのことになると、てんで自信がなくなってしまう。不破さんの言葉が信じられないんじゃなく、オレの五感が信用なくなるだけだけど。

　オレが驚おどろいたことが不満だったのか、不破さんはムッとした口調で訊たずねてきた。

「俺たちは今、そういう関係なんじゃないのか？」

「え、あ…そう…なんですか？」

　そうだと云ってしまってもいいんだろうか？

　オレはそうであって欲しいけど、不破さんはそれでいいわけ？

「それとも、お前はもう俺のことなんてどうでもよくなったのか？」

「まさか…！」

　オレは慌あわてて、首を振ふって否定する。

　だけどあんまり勢いよく振りすぎたせいで、ちょっと気持ち悪くなってしまった。

　不破さんはそんなオレの様子にようやく、少しだけ笑えみを見せてくれたけれど、すぐに真ま面じ目めな顔に戻もどり、昨日は教えてもらえなかった事情を説明してくれる。

「あの男はな、自分の立場を利用して何も知らない新人を食い物にしてるって噂うわさがあるんだよ。確固とした証しよう拠こがないから会社のほうも調査まではしてないみたいだが、さっきの様子じゃ到底初めてには見えなかったな」

「酷ひどい……」

　商業誌に描かく場が欲しくないのかと脅おどされれば、何も云えなくなってしまう子だっているはずだ。そうじゃなくても、今日のオレみたいにお酒に弱い子なら、アルコールで体の自由を奪うばって好きにすることは容易たやすいだろう。

　今いま更さらながら、その卑ひ劣れつさが腹立たしい。大手の出版社の地位をかさに着て、そんな卑劣なことをするなんて。

　……そんな人間の本質を見み抜ぬけずに、のこのこついていってしまった自分の危機感のなさにも呆れてしまうけれど。

「事が発覚したときに揉もみ消しやすいようにああいう店を使うんだろう。接待費でつければ、自分の財さい布ふは痛まないだろうしな」

「……よかったんですか？　その……」

「逃にがしたことか？　今回はお前のほうが大事だったからあれだけで見み逃のがしてやったが、あとで手は回しておくさ。ああいう輩やからは社会的に抹まつ殺さつしておかないと、質たちが悪すぎる」

　不破さんの目つきが変わったかと思ったら、ぐんと車のスピードが上がった。

　車と車の間をすり抜けるように、夜の闇やみを縫ぬっていく。

「そ、そうですよね…」

　このまま誰だれもが見ないふりをしてたら、オレの他ほかにも被ひ害がいに遭う人が出てくるかもしれない。

　知ってしまった以上、見なかったこととして忘れるなんてできるわけなかった。

「そんな男に会いに行っただなんて、心配しないわけないだろう。俺の智久に手を出して、あれですませられると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

　忌いま々いましげに呟つぶやいたあと、更さらに車のスピードが増した。

　怒いかりに押されて、アクセルを踏ふみ込んだらしい。

「ふ、不破さん!?」

　俺のってどういう意味!?

　何気なく発された言葉の意図を訊き出したかったけど、ますます荒あらっぽくなった運転にオレは何も喋しやべれなくなってしまった。

　い、今、口開いたら、舌嚙かみそう……。

　シートにへばりつくようにして不破さんの怒りを体感していると、徐じよ々じよにスピードが落ち、車は見知らぬ路地に入る。

　そういえば、どこに向かってるんだろう？

　疑問を感じても、訊ねることすらできなくて。どこかの駐ちゆう車しや場じようで停車したところで、オレはようやくほっと詰めていた息を吐いた。

　乱暴なハンドルさばきに緊きん張ちようして、車くるま酔よいどころか、アルコールまで抜ぬけていってしまったような気がする。

「智久」

「はい？」

　ジェットコースターのあとのような心臓のドキドキを落ち着かせていると、落ち着いた声で呼びかけられた。

「一人前になるっていうのは、一人で突つっ走ることじゃないんだぞ？」

「────」

「どれだけ年を重ねたって、人は一人で何でもできるわけじゃない。お前は俺に迷惑かけたくないって云うけどな、俺はそんなふうに思ったことは一度だってないからな」

「不破さん…」

「俺だってお前がいるから頑がん張ばれるんだ。人を好きになるってそういうことじゃないのか？」

「……っ」

　込み上げてきた涙なみだをとうとう我が慢まんしきれなくなった。

　あーもうっ、最近オレ泣いてばっかだな！

　こんなみっともないとこなんて見せたくないのに、不破さんの前じゃ取り繕つくろうってことができない。

「こら、泣く奴やつがあるか」

　しゃくり上げるように泣き出したオレに、不破さんは苦虫を嚙み潰つぶしたような顔になる。

「すいま…せ……っ」

「自制が利きかなくなるだろうが」

「？　何が…ですか…？」

　恨うらめしげに告げられ、オレは困ってしまった。

　鬱うつ陶とうしいって云いわれるならともかく、自制って何？

　感情の自制をしなきゃいけないのは、オレのほうだと思うんだけど……。

「だから、その無防備な顔が犯罪だって云うんだよ……」

「？」

　ため息混じりに呟かれた言葉に首を傾げると、目め尻じりに溜たまっていた大おお粒つぶの涙が零こぼれ落ちる。

　濡ぬれそぼった頰ほおを袖そでで拭ぬぐっていると、伸のびてきた手で、ぱちん、とシートベルトが外された。

「とりあえず、気がすむまで泣いておけ」

　やや強ごう引いんに引き寄せられた頭は不破さんの胸に押しつけられる。

　……優やさしい言葉と心地ここちよい体温。

　オレ、甘えてもいいんだよね？

「……っく」

　───結局、オレは不破さんのシャツの色が変わってしまうほどに泣きはらしたのだった。










　落ち着いたあと車から降ろされ、運んで行かれたのは不破さんの部屋だった。

　酒臭くさいままの未成年を家に帰らせるわけにはいかないって配はい慮りよなんだとは思うけど、予想外の展開にオレは内心喜んでいた。

　けど、好きな人の家への初めての訪問に緊張する間もなく押しつけられたのは、ミネラルウォーターのペットボトル。

　アルコールを抜くために全部飲み干すよう云われ、その指令を何とかクリアできたかと思えば、すぐに脱だつ衣い所じよに連れていかれてしまい、お陰かげで室内を観察してる余よ裕ゆうもなかった。

「ななな何でお風ふ呂ろ!?」

「今日は口答えは許さない」

　そんなこと云ったって…！

　何でいきなりお風呂なのかくらいは、訊ききたくなるのが普ふ通つうの反応だと思うんですけど！

　裸はだかになるのが恥はずかしいなんて云い出せないような張り詰つめた雰ふん囲い気きの中、不破さんはもくもくとオレの体から服を剝はぎ取り、バスルームへと入るよう促うながしてくる。

　黙だまってそれに従うと、バスチェアーに座らされ、オレの正面に膝ひざをついた不破さんに真面目な顔で訊たずねられた。

「どこを触さわられた？」

「え？　え？　え？」

　どこって、あの……それはさっきのこと？

　服の上からならけっこうあちこち触られた気がするけど、もう思い出したくもない。

　不幸中の幸いは、直接触ふれられた場所が手くらいだってことだ。

「あいつに触られたところは、俺が全部洗い流してやる」

　不破さんの意図がわかり、オレは真っ赤になる。

　人に体洗ってもらうなんて、子供じゃないんだから！

「そっ、そのくらい自分でできますっ」

「いいからやらせろ。あの野や郎ろう、人のものに汚きたない手で触りやがって……」

　不破さんが、誰かをこんなふうに口くち汚ぎたなく罵ののしるなんて……。

　西尾へ向けられた怒りの深さにびっくりしてしまう。

　でも、不破さんが自分のために、こんなふうに腹を立ててくれているのが嬉うれしくて、思い出しかけた嫌けん悪お感かんなんて吹ふっ飛んでしまった。

「あ、あの…っ、でも、腕うでとかは摑つかまれたりしたけど、触られたのは全部服の上からだったんで……」

「服の上からだったからって許せるわけないだろう？」

　少しでも不破さんの不快感を減らそうと云い募つのってみたけど、あまり効果はなくて。

　むしろ、気にしてないという素そ振ぶりを見せたオレに不満そうな顔を見せた。

　別に気にしてないわけじゃなくて、不破さんが怒おこってくれてるのが嬉しいから、なんだけどなぁ。

「まあいい。丸洗いしておけば問題ないだろう」

　ま、丸洗いって……。

　その言葉にまたもやオレは驚おどろかされたけれど、不破さんはいたって真ま面じ目めだったらしい。

「熱かったら云えよ」

　温ぬるめに設定されたシャワーを頭にかけられたかと思うと、シャンプーを塗ぬりたくられ、しゃこしゃこと髪かみを洗われる。

　……何か、不思議な感じ。

　どぼどぼとバスタブに勢いよく落とされているお湯の音をＢＧＭに、不破さんの指が動く。

　不破さんの家でお風呂に入ってること自体、考えたこともなかったのに、その上不破さんがこんなことしてくれるなんて。

「痒かゆいところとかあるか？」

「特にない、です」

　頭についた泡あわを全部洗い流されたあとは、濡れた肌はだに泡あわ立だてたスポンジが触れてくる。

　腕も足も背中も、体中余すところなく撫なでるように擦こすられ、気き恥はずかしさに押おし黙った。

　スポンジが心臓の近くに触れたときは、このドキドキが伝わっちゃうんじゃないだろうかって心配になるほどで。

　く、くすぐったい……。

　というか、いたたまれないというか。

　こんなに大事に宝物のように扱あつかわれると、気恥ずかしいのも混じり合って、何とも云いがたい気分になった。　>>>♥

「…………」

　───いまなら訊けるだろうか。

　逆に、今じゃなかったら、もう確かめることができないかもしれない。

　そう思ったオレは、丁てい寧ねいな手つきで一心にオレの体を洗うことに専念している不破さんに話しかけた。

「一つ聞いてもいいですか？」

「何だ？」

「……不破さんは、オレのどこが好きなんですか？」

　服が濡れるのも厭いとわず、膝にオレの足を載せ丁寧に皮ひ膚ふを擦っていた不破さんは、オレの問いかけにぴたりと動きを止めた。

「今いま更さら何云ってるんだ。それは、俺が信じられないって云いたいのか？」

「……そ、そうじゃないんです。だけど、オレの唯ゆい一いつの取り柄えって云ったら漫まん画が描かくことくらいだから。だから、不破さんが好きだって云ってくれてるのは、オレ自身なのか、漫画を描いてるオレなのか、それだけ確かめたくて」

　思ってることを全部口にしなくちゃと、オレは一息に告げた。

　不安に思うのは、わからないことがあるからだ。

　しないで後こう悔かいすることもあるだろうし、してから後悔することもあると思う。

　だったらオレは、行動を起こしてから後悔したい。

　何もしないで縮こまってるだけなんて、オレの柄がらじゃないと思うから。だから、これだけはちゃんと確かめたかった。

「お前は、どっちだと思ってるんだ？」

「え、それは……」

　漫画がなくても好きでいてくれたら嬉しいけど、今はそんな自信は持てない。

　少しでも不破さんに相応ふさわしい人間になろうってこの一年頑がん張ばってきたけど、自分のことを客観的に見るのは難しくて、成長しているのかどうかの判断はつかなかった。

　気持ちを答えられずにいると、不破さんは不ふ機き嫌げんな顔つきになる。

　もしかして、機嫌を損そこねてしまったんだろうか……。

「だから、お前はバカだって云うんだ。漫画を描いてても描いてなくても、お前は都筑智久だろうが。違ちがうか？」

「そ、そうです、すいません」

　反射的にいつものくせで謝ると、不破さんは気まずい顔でヤケになったかのように白状した。

「───俺はな、初めっからお前のことが可愛かわいくて仕方なかったんだよ」

「は、初めから？」

　聞き返す声が裏返ってしまった。

　初めからって、どのくらい初め？

「一生懸けん命めいで度胸があって、そのくせ世間知らずで。緊きん張ちようしてるくせに目線はまっすぐで揺ゆらがないお前の瞳ひとみが印象的ですぐに忘れられなくなった。けど、これから担当する、しかも高校生の男の子なんかにそんなこと云いうわけにはいかないだろう？」

「そりゃ、まあ……」

　オレだって、初めはどうしようって思った。

　夢に出てくるほど好きになった相手が男の人だったことに、自分自身驚いたっけ。

　でも、その気持ちが気の迷いでも、錯さつ覚かくでもないって確信してからはそういった迷いはふっきれたけど。

「気持ちが伝えられないなら、その代わりにお前の夢を叶かなえる手伝いをしてやろうって思って力を入れてきたんだよ。…誰だれにも云うなよ、こんなに仕事に私情はさみまくってることなんか」

　バツの悪そうな顔で教えてもらう。

　不破さんも恥はずかしそうにしてるけど、オレのほうがいたたまれない。

　そんなふうに思っててくれたなんて、想像もできなかった。

「最初に逢あったときから、好きだったんだよ」

　一ひと目め惚ぼれで悪いか、と告げた不破さんの顔は盛大に顰しかめられていた。けど、ほんのりと火ほ照てった耳みみ朶たぶはさっきまでそんな色をしていなかったことをオレは知ってる。

　そんな不破さんの答えが、オレの不安を吹き飛ばしてくれた。

「じゃ、じゃあ、もう一ついいですか？」

「あ？」

「あの、何で『都筑』って云ったり『智久』って云ったりするんですか？」

　オレとしては、名前で呼んでもらったほうが嬉しいんだけど。

　唇くちびるを引き結び、云うべきかどうかと悩なやんでいたみたいだけど、オレは狼狽うろたえている瞳をじっと見つめた。

「……それは、仕事とプライベートを分けてたんだよ」

「え？」

「もともと、私情をはさみまくってんのに、これ以上浮うわつくわけにはいかないだろうが。編集が担当作家に手を出したなんて知れたらどうなるかわかってんのか？」

「あ……」

　そっか。そういうのはいけないことになってるんだ…。

「後悔なんか、してるに決まってるだろう」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、不破さんの言葉に目の前が暗くなった。

　やっぱり迷めい惑わくだった？───そう思いかけたオレの思考を次の言葉が止めた。

「せめて、あと二年は待ってようと思ってたのに、人の決意を簡単に崩くずしやがって」

「に、二年？……あっ！」

　中ちゆう途と半はん端ぱな年数に首を捻ひねったオレは、その理由らしきものに思い当たった。

　二年経たったら、オレ二十歳はたちじゃん。

　もしかして、そのこと気にしてくれてた…？

「このバカ。せっかく我が慢まんしてきてやったのに、あんな告白をされて耐たえてられるわけないだろう。ったく、未成年に手ぇ出させて、どうしてくれる」

「ご、ごめんなさい」

　悪いんだか悪くないんだかよくわからなかったけど、とりあえずもう一度謝ってみた。

　でも、オレは不破さんのことがずっと好きで、不破さんもオレのことを好きでいてくれていて……だったら、何も問題なんかないんじゃないの？

「挙げ句、こんなに心配かけて、どう責任取るつもりなんだ？」

「お、オレが!?」

「他ほかに誰がいるんだ」

「すいませ……」

　不破さんが『オレ』を好きだと云ってくれているのも、心配をかけたことに怒おこっているのも確かなんだろう。

　怒られることが嬉うれしいと思えることがあるってことを、今オレは実感してた。

　怒らせてしまったのなら、そのフォローはしなくちゃいけないとは思うんだけど、責任って云われたって、どうやって取ればいいんだろう…。

　何をしたらいいのか、見当もつかない。

「謝るくらいなら態度で示せ」

「あの、態度でってどうやればいいんですか…？　オレにできることなら何でもしますからっ」

　この不機嫌な顔を笑え顔がおに変えられるのなら、言葉通り何でもする。

　それで許してもらえるなら、何だって。

「本当に何でもしてくれるんだな？」

「はい！」

「……じゃあそうだな。とりあえず、キスでもしてもらおうか？」

　難しく顰められていた顔つきはいつの間にやら、上じよう機き嫌げんなそれに変わっていた。

　あれ？　怒ってたんじゃなかったっけ…？

　今のは怒ってるふりだったってこと？　それって何か、ちょっと狡ずるくない？

「オレ、から？」

「嫌いやなのか？」

　脅おどすように云われてしまえば、『でも』も『だけど』も云えなくなる。

　もちろん、嫌なわけじゃない。

　……ただ、ちょっと恥ずかしくて、かなりドキドキしてしまうだけで。

「───わかりました」

　オレは泡あわだらけの体が不破さんにくっつかないようにして、体を伸のび上がらせる。

　……キスのときは目を瞑つぶれって云ったの、不破さんなのに。

　熱っぽい視線はいつまで経たっても逸らされず、目ま蓋ぶたの下に隠かくれることもない。こうして見つめ合ってることがいたたまれなくて、オレは不破さんよりも先に目を閉じてしまった。

「ん……っ」

　唇が触ふれた瞬しゆん間かん、オレの体は逞たくましい腕うでの中に抱だき込まれた。

　服が濡ぬれちゃう、とちょっとだけ思ったけど、すぐにそんなことを気にしている余よ裕ゆうはなくなってしまう。

「ぁ、ん……ぅ……」

　オレは必死に不破さんの唇を求めた。

　たどたどしく啄ついばみ、いつかされたように吸ってみる。そんな行こう為いに激しく羞しゆう恥ちを覚えたけど、それでも初めて自分からした口づけは、今までよりも少しだけ甘さが増しているような気がした。

　これで…いいのかな……？

　経験の浅さがオレを不安にさせる。こんなキスで不破さんが満足してくれてるのかどうかが心配だった。

　最中のわけがわからなくなっているときにされたものをカウントしなければ、オレのキスの経験なんてまだ片手にも満たない。

　毎回、一方的な大人のキスに戸と惑まどわされてばかりだったけれど、少しは応こたえられるようになりたくて、意を決したオレは自分から唇を開き、そっと不破さんの唇を舐なめてみた。

「…っあ、ん、んん…っ」

　誘さそわれて入り込んできた舌先は、オレの口こう腔こうでまるで別の生き物のように蠢うごめいた。その淫みだらな動きに、あっという間に体温が上じよう昇しようする。

　上うわ顎あごを舐められ、喉のどの奥でくぐもった声が漏もれた。不破さんは、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにオレの口の中の粘ねん膜まくや歯列、舌の裏まで舐め回す。

　そうされてるうちに、頭の中までぐちゃぐちゃに搔かき回されたみたいになって、体の平へい衡こう感覚がおかしくなっていくようだった。

「んぅ……っ」

　キスを乞こわれたのにされてばかりいるわけにはいかないと、傍若無人なそれに自分の舌を絡からませると、ざらりと擦こすれ合う表面がゾクゾクと全身を震ふるわせる。

　胸が苦しいのは、息ができないから？

　それとも、好きな人とキスしてるから？

　未いまだ慣れない気持ちよさに溶とけ出して崩れてしまいそうな自分の体を引き留めようと、不破さんの背中に回していた手に力を込めた。

　けど、肌はだに不破さんの濡れたシャツがまつわりつき、思うように体を動かせなくて。

　もどかしさに身じろいでいると、唇を少し離はなして優やさしく問いかけてくれた。

「どうした？」

「……溶けちゃい、そうで……」

　浅い呼吸を繰くり返しながら、目の前にいる人を見上げる。

　キス一つでこんなになってしまうだなんて、おかしいのかな？

　オレが子供でこういうことに免めん疫えきがないから、堪こらえられないだけかもしれないけど。

「バカ。そんなの俺もだよ」

「不破さんも……？」

　苦く笑しようしながら云いわれた言葉に胸が震える。

　オレで感じてくれてるの？

　そう訊たずねようとした唇くちびるを不破さんは、もう一度塞ふさいでしまった。

　一度無防備になってしまった胸の内で、心臓が大きく跳はねる。

　バクバクと早はや鐘がねが響ひびき渡わたる体をキツく抱きしめられ、重なった唇は更さらに深く交じり合い、口づけは濃のう厚こうになった。

「ん…っ、ふ、んぅ……っ」

　角度を変えながらお互たがいの唇を貪むさぼり、混ざり合った唾だ液えきは吞み込めずに顎あごへと伝っていった。

　惜おし気げもなく与あたえられる快感に脳が沸ふつ騰とうし、思考の全すべてを吹ふき飛ばされるほど熱くなってる。

　散々に口の中を舐められたせいで、舌の表面も粘膜も鈍にぶく痺しびれていた。

　抱き寄せられた体は更に密着し、泡に塗まみれたオレの体を掌が滑すべっていく。

「ん……んん…っ！」

　スポンジで擦られていたときは感じなかった微び妙みような感覚に、腰こしの辺りがむずむずしてくる。

　背中から腰を辿ってきた不破さんの手はいやらしい動作で太ふと腿ももを撫なでたあと、もっと内側へと移動してきた。

「あ……っ」

　濃厚なキスで熱を持ち始めていた部分に、泡で滑る指が絡みつく。

　ビクン、と体が跳ねたせいで口づけが解けてしまった。

「ここはまだ洗ってなかったな」

「そ…んなとこ……、あ！」

　ほんの少し指の腹で擦さすられただけで、オレの中心はすぐに芯しんを持って勃たち上がってしまう。

　洗うためだと云われ、そこに足されたボディソープが不破さんの指の動きをスムーズにした。

「や、しな…いで…っ、ん…んんっ」

　自分でできると云いたかったのに、次から次に込み上げてくる快感がオレの唇から言葉を奪うばっていく。

　それまで漠ばく然ぜんとした心地ここちよさに包まれていたオレの体は、いきなり与えられることになった快感に困こん惑わくした。

「あ……っ、や……それ、洗うって、云わな……」

　触さわり方がやらしいんだけど……っ。

　洗うだけなら、そんなに同じとこばっか擦んないよ！

　咄とつ嗟さに閉じようとした足はやんわりと押さえられ、中心を弄いじられているうちに力が入らなくなっていく。

「そうか？」

「ダメっ、あ…あぁ……っ」

　洗うと云いつつも、不破さんの指は思わせぶりに動いて、オレを追い詰つめる。

　こうして触れられるのは、これでもう何度目かなのに……。

　不破さんの長い器用な指が、自分のものを弄ってるのだと意識すれば、云い様もないほどに感じてしまう。

　それどころか、初めてよりも二度目、三度目と快感の度合いはどんどん深くなっていた。

「何がダメなんだ？　云ってくれなきゃわからないだろう？」

「あ……ん、噓うそ…つき……っ」

　不破さんの根こん性じよう悪わるっ！

　そうやって受け答えをはぐらかしつつも、その指は確実にオレを高めてくる。微妙な力加減で筒つつ状じようにした手を上下に動かされ、苦情すら口にできなくなった。

「や…ぁ、あ……っ」

　ガクガクと膝ひざが震え出し、臍へその下の辺りが微かすかに痙けい攣れんし始める。

　覚えのある焦しよう燥そう感かんに、唇を嚙かみしめた。

　だけど、襲おそってくる衝しよう動どうを堪こらえることはできなくて。

「……っ、んー…っ！」

　どくん、と下腹部が脈打ち、自身を包み込んでいた不破さんの手の中に熱を吐はき出してしまう。

　一方的に与えられた快感に、じわりと涙なみだが浮うかぶ。

　何でオレって、こんなに堪え性しようがないんだろ……。

　快楽に弱いにもほどがある。

　俯うつむき、上がった息を落ち着けようとしたオレは、そのとき違い和わ感かんに初めて気がついた。

「不破さん、お湯…っ」

　バスタブから溢あふれたお湯が、オレたちの足元を流れていっていたのだ。

　自分のことで手一いつ杯ぱいだったせいで、周りの状じよう況きように意識を向けている余裕はなかったけど、ざあざあと溢れてるお湯に気がつかないだなんて、ちょっとどうかと思うぞ？

「ああ、いい加減止めないとな」

「……気づいてたんですか？」

「お前のほうが重要だろう？」

「な、何云って…っ」

　不破さんは常識だろう？　とでも云うような口ぶりで告げたあと、ようやくバスタブにお湯を落としている蛇じや口ぐちを締めた。

　ついでとばかりにそのお湯を汲くんで、オレの体の泡あわを洗い流してくれる。

　不破さんの手を汚よごした白はく濁だくも一いつ緒しよに流されていき、オレは密ひそかにほっとしていた。

　そうして落ち着いて見てみれば、不破さんの服は溢れ出したお湯とオレの体を抱だきしめていたせいで、びしょ濡ぬれになっている。

「すっ、すいません、服が…！」

「気にしなくていい。けど、さすがに重たいな」

　苦く笑しようしながらボタンにかけられた指に、オレは思わず自分の手を重ねた。

「ん？」

「……オレに、やらせて下さい」

　自分でも、何を云い出してるんだ！　とは思わないでもなかったけど、もう引っ込みがつかなかった。

『いい』とも『ダメだ』とも告げられる前に、オレは湿しつ気けにふやけた指先で不破さんのシャツのボタンを一つ一つ外していく。

　少しずつ晒さらされていくバランスのいい体に、オレはドキドキしてしまう。

　無意識にこくりと唾液を吞み込んでいる自分に気づいて、オレははっとなった。

　───オレ、欲情してる……？

　与えられるものに反応し、感じさせられてきた体が視覚からの刺し激げきだけで興奮していた。

　そんな自分にも後押しされ、不破さんのシャツの前を全すべてはだけ終わったオレは、次いでベルトの金具に手をかける。

「……今日は随ずい分ぶんと積極的なんだな」

「────」

　自覚してるだけに、無口になってしまう。

　濡れて硬かたくなっている革かわのベルトを引っ張り、何とかそれを緩ゆるめることができたオレはバスチェアーを降り、ぺたりとタイルに座り込んだ。

「智久…？」

　不思議そうな表情を浮かべている不破さんのファスナーに手をかけ、震ふるえる指先でそれをゆっくりと下げていく。

「あの……、せ…責任、取らせて下さい」

　不破さんは、オレのその言葉で目的を察したらしい。

　一いつ瞬しゆん、驚おどろきに体を強こわ張ばらせたあと、オレの濡れた髪かみを撫でながら云った。

「無理しなくていいんだぞ」

「無理なんかしてません。……オレが、したいんです」

　責任を取るというのは、口実にすぎないのかもしれない。

　多分、オレはそんなことよりも、ただ不破さんを感じたいだけなんだと思う。

　緊きん張ちようする手つきでファスナーを最後まで下げ、その奥から不破さんの欲望を取り出すと、オレはそれを捧ささげ持つようにして、そろそろと手を動かした。

　オレに不破さんがしてくれたことを思い出しながら、感じてくれるように、気持ちよくなってくれるようにと一生懸けん命めい指を動かす。

　手の中で硬く育っていく昂たかぶりが嬉うれしくて、オレは奉ほう仕しに熱を込めた。

「……気持ちいいですか？」

「ああ」

　僅わずかに掠かすれた声こわ音ねが、オレを興奮させた。

　上うわ目め遣づかいに見上げた不破さんの顔はやけに色っぽくて、ドキドキしてしまう。

　もっともっと感じて欲ほしい。

　どうやったら、一番気持ちよくできるんだろう？

　そう思って夢中になってるのに、不破さんはオレの動きを止めようとする。

「智久、……もういい」

「で、でも……」

「頼たのむから」

　困った顔で云いわれ、オレは眉まゆを顰ひそめた。

　気持ちいいと思ってくれてるなら、このままイッてくれればいいのに。

　やんわりと行こう為いを遮さえぎろうとしてくる不破さんの手に逆らい、オレは必死に指を動かす。その瞬しゆん間かん、手の中のそれを強く握にぎり込んでしまった。

「……っ」

「あっ！」

　オレは顔に熱いものが飛び散るのを感じ、思わず短く声を上げた。

「───だから、云っただろう」

　独特の粘ねばりと匂においに、その正体が何なのかすぐにわかってしまった。

「ごめんなさ……」

　不破さんが苦々しく呟つぶやくのは、オレが失敗したからなんだろう。

　もっと上手うまくできるつもりだったのに……。

「謝らなくていい」

　濡れた顔を不破さんの指が拭ぬぐってくれる。

　唇くちびるの端はしを拭われたとき、好こう奇き心しんでペロリと舌を伸のばしてみた。

　自分のだったら汚きたないかな、と思うけど、不破さんのならそんな嫌けん悪お感かんは微み塵じんもない。

　でも、何とも云えないヘンな味がした。

　気づけば、不破さんは何故なぜかわからないけど、絶句してオレを凝ぎよう視ししていた。

「…………」

「不破さん…？」

　オレが視線を返し、呼びかけてみると、さっき以上に困った顔でため息をつく。そして、降参とばかりにこう告げた。

「…ったく、本当にお前には負けるよ」










　ちゃぷん、とバスタブに張ったお湯が揺ゆれる。

「……っあ、や……っ」

　緩やかな振しん動どうは、繫つながり合った場所から快感を生んだ。

　堪こらえようとしても漏もれる小さな喘あえぎは、湿気の満ちたバスルームに反はん響きようし、実際よりも大きく聞こえる。

「はっ……、あ……熱……っ」

　オレは何とか二人で入れる大きさのバスタブの中で、不破さんを跨またぐようにして向かい合っていた。吞み込まされた欲望の質量に圧あつ迫ぱくされて、体の中が窮きゆう屈くつに思える。

　さっき、人の理性を壊こわす気かと恨うらめしげに云われ、不破さんは箍たがが外れたようにオレを求めてきた。

　今だって、ゆっくりお風ふ呂ろに浸つかるつもりだったのに、いつの間にかお互たがいそういう気になってしまって──不破さんが悪戯いたずらしてくるからいけないんだけど──もう何度目かの、体を繫げていた。

「あ……それ、や…ダメ……っ」

「ダメじゃないだろう？　好きなくせに」

「ぁ…あっ、んー…っ」

　腰こしを揺すられながら、硬くなった胸の突とつ起きを摘つままれれば、痛いた痒がゆいような感覚に身み悶もだえた。

　指の間で押し潰つぶされたそれは優やさしく捏こねられ、またぷくりと尖とがる。

　そうしてから皮ひ膚ふがヘコむほど強く押し込まれ、その繰くり返しにその場所はやけに鋭えい敏びんになっていった。

「ほら……自分で動いてみろ。ここならできるだろう？」

「ど…やって…？」

「好きなところに当たるようにすればいい」

「すきなとこ……？……んんっ、あ…っ」

　不破さんに云われた通り、オレはくわえ込んだ昂りが感じる場所に触れるよう、自らそこに腰を擦りつける。

　湯ゆ舟ぶねの中という浮ふ遊ゆう感かんが体を支えてくれてるお陰かげで、体を動かすことは簡単だったけど、些さ細さいな刺激にも過か敏びんになってる体は、感じすぎてしまって怖こわい。

　時折、中心が不破さんの腹に当たり、それだけの刺激でイッてしまいそうになる。

「気持ちいい？」

「んっ、い…い……っ、あ、凄すご……っ」

　オレは不破さんの首にかじりつきながら、ガクガクと腰を揺らした。　>>>♥

　勢いのついてしまった体は、自分のものじゃないみたいに勝手に動く。

「智久の顔、見せて」

「や……っ」

　こんな顔見せられない。

　絶対、みっともない顔してる。

「いいから」

　体を起こされ、顔を覗のぞき込まれる。

　泣きそうな目を不破さんに向けてしまったけれど、不破さんの瞳ひとみも熱に浮うかされたかのようなそれになっていた。

「あ……っ」

　見つめられるだけで、感じちゃうなんて───。

　視線が絡からんだ途と端たんに走り抜ぬけた痺しびれは、指先までも震ふるわせる。

　甘く乱れた吐と息いきごと、唇を奪うばわれ、ひとしきり口こう腔こうを搔かき回された。

「んん…っ、んぅ…っ」

　チリチリとする舌先を吸って欲ほしくて、自分から差し出すと、望んだ通りにしてくれる。

　押し返すようにして入り込んできた不破さんのそれを同じように強く吸い上げると、よくできましたとでもいうように頭を撫なでられた。

「…っは、あぁ…っ！」

　貪むさぼるようなキスにだるくなった唇が解放された途端、甘ったるい嬌きよう声せいが零こぼれてしまう。

　自ら揺らめく腰にそれ以上の律動が加えられ、オレはもう我を忘れて乱れるしかなかった。

「やぁ…っ、あっ、あ、ぁん……っ」

　仰のけ反る首筋にキツく嚙かみつかれ、痛みが激しい快感へと変わる。

　ねっとりとした感かん触しよくが耳の後ろまでを舐なめ上げ、辿たどり着いた標しるべとでもいうように、耳みみ朶たぶを甘嚙みした。

　体を激しく揺さぶられながらも、他ほかの場所への愛あい撫ぶは止やまない。

　手に負えない快感に溺おぼれながら、オレは不破さんの名前を繰り返した。

「不破さ……っ、あぁあっ、いく……っちゃ…っ」

　意識のどこかでイッちまえ、という声を聞いた気がする。

　腰を摑つかみ直され、狙ねらいを定めるようにして力いっぱい引き寄せられた。

「…っあ、あ、ああぁ…ッ！」

　ぐりっと抉えぐるように最奥を突つき上げられ、追い詰つめられたてっぺんから突き落とされる。

　頭の中が真っ白になり、一いつ瞬しゆん全すべての感覚が途と切ぎれたあと、オレは絶頂を迎むかえていた。

「……っ」

　下か肢しはひくひくと断続的に震えながら残ざん滓しを吐はき出し、つられるようにして繫がった場所を締しめつけてしまう。

　それが引き金になったのか、オレの中で爆はぜた欲望はドクドクと熱いものを体の奥に注ぎ込んだ。

　その何とも云いがたい感覚にじっと耐たえていたオレはやがて四し肢しから力を抜き、くったりとなった体を不破さんに預けると、力強い腕うでがオレを支えてくれる。

「……凄い、ダメになっちゃった感じ」

　どこもかしこもどろどろに溶とけて、形さえなくしてしまっているみたいだった。

　さっきとは違ちがう、労いたわるような手つきで背中を撫でられ、安あん堵どの吐息が漏れる。

「逆上のぼせてないか？」

「だいじょぶ、です」

　優しさが気き恥はずかしくて、顔が見られない。

　だけど、いつまでもこんな格好のままではいられないと思い、おずおずと問いかけた。

「あの、不破さん…？」

「ん？」

「重くないですか？」

　そう告げた直後、小さな笑いが返ってくる。

「いいから、もうちょっとこうしてろよ」

「は、はい」

　離はなれないと、またいけない気持ちになっちゃいそうなんだけど……。

　いい加減、体力の限界だし、これ以上となったら本気で死んじゃいそうだ。

　触さわってもらうのは好きなんだけど。

　不破さんは疲つかれてないのかなぁ？

　自分のこと年寄りとか云いってたけど、やっぱ基き礎そ体力が違う気がする。

　ケンカも強かったし、ホントにカッコいいよね……。

「不破さん……」

「何だ？」

「あ……な、なんでもないですっ」

　考えごとしてたら、無意識に呟つぶやいてしまった。

「ヘンな奴やつだな」

　笑い声すらくすぐったくて、オレはまた頰ほおを赤らめた。

「どうせなら、名前で呼んでみろよ」

「名前？」

「下の名前」

　…って、総一郎、だよね？

　こっそり一人のときに口にしてみたことはあっても、本人の前で云ったことは一度もない。

「そ、総一郎、さん？」

「うん？」

　緊きん張ちようしながら唇くちびるを動かしてみると、不破さんはとろけそうな笑え顔がおを浮かべた。

　うわ…！

　何かこれ、凄い恥ずかしい…っ。

　けど、こっちのほうが恋こい人びとっぽいというか特別っぽいというか。

「総一郎さん」

　甘ったるい声で返事してくれたのが嬉うれしくて、用もないのに名前を呼んでしまう。

「だから何だよ」

　笑いながら、答えてくれる。

　何度も何度も呼んでみたあと、ぽつりと違ちがう言葉が零れ落ちた。

「……すき」

「────」

　はいはいと答えてくれていた不破さんは微かすかに目を見開いたあと、その瞳を優しく細めてオレを見る。

「総一郎さん、好き」

「……ああ、俺もだよ」

　不破さんは、ちょっと違うかと独りごちたあと、ぶっきらぼうに云い直した。

　───愛してる。

　細さい胞ぼうの一つ一つにまで染しみ渡わたるような甘さに、オレは思わず顔をほころばせたのだった。
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　ぱちりと目を覚ましたオレは、目の前にある薄うすく上下している胸にぱちぱちと瞬まばたきをした。

　それから、視線を上にずらしていくと、規則正しい呼吸をしている唇が目に入る。

　……まだ、寝ねてる。

　初めて見たかも、不破さんの寝ね顔がおなんて。

　もうちょっとよく見てみたくて、体の位置をずらそうとしたら、眠ねむったままの不破さんに抱だき込まれてしまった。

　うわ……。

　素す肌はだに顔を押しつけられ、ドキドキしてきてしまう。

　緊張しつつも、人ひと肌はだの温ぬくもりに消えたはずの睡すい魔まが襲おそってくる。

　もう一ひと眠ねむりしちゃおうかなぁ。

　時間はたっぷりあるわけだし……。

　…………。

　………………。

「あーっ!!」

　って、そんなわけないじゃん！

　学校忘れてるよ！

　オレはやるべきことを一気に思い出してしまい、真っ青になって飛び起きた。

　それに、夜の間に原げん稿こうを進めておく予定だったのに……。

　昨日も結局何にもできなかったから、そりゃもうさっぱり進んでない。

「……智久……お前、今、人のこと忘れてただろう…？」

「あ……ご、ごめんなさい…っ」

　恨うらめしげな声に振ふり返ると、不破さんは顎あごの辺りを擦さすりながら、オレのほうへ物云いたげな視線を送っていた。

　そういえば、飛び起きたときに「痛っ」って声が聞こえたような気が。

　もしかして不破さんの顎にオレの頭がぶつかっちゃった…？

「心配するな、学校のことは俊也くんに頼たのんである。原稿は帰ってから気合い入れてやってくれれば問題ない」

　云いながら、不破さんはオレを再びベッドの中に引き摺ずり込もうとする。

「で、でも……っ、出席日数が……っ！」

「気にするな。俺はお前が留年しても気にしないし、担当としてもしっかり漫まん画がを描かいてくれさえすれば文句はないから」

「オレは気にするんですっ！」

　三年を二回やるなんて嫌いやに決まってる。

　せっかく、去年は何とか乗り切ったんだから、ここで挫くじけてどうするよ！

「ちょ、待っ……不破さん…っ！」

「総一郎、だろ？」

「あっ、はい、そうでした───って、何してるんですか!?」

　意図的に話を逸そらされてる上に、不破さん……じゃない、総一郎さんの手は怪あやしくオレの腰こしの辺りを彷徨さまよっている。

「コミュニケーションの一種だろ」

　不破さんはそんなことを云いながらも、じたばたとしているオレの体を組み敷しいてきた。

　素肌に触ふれる唇の温度が昨夜の熱を彷ほう佛ふつとさせ、手足から抵てい抗こうする力を奪うばい取ってしまう。

「こんな……朝からすることじゃ……」

　ダメだと思ってるのに、息はすぐに上がってしまう。

　何て意志薄はく弱じやくなオレ……。

　いや、これは意志じゃなくて体がいけないんだろうか？

「それにオレ、学校だけじゃなくて原稿も───」

「前回、二日も早く上げられたんだ。頑がん張ばれば、一日くらいの短縮は可能なんだろう？　都筑先生？」

「あれは……っ」

　気合いの入れ方が普ふ通つうじゃなかったんだってば！

　あれをまたやるなんて、無理だって！

　わざとらしく『都筑先生』なんて呼ぶ総一郎さんを恨みがましく見上げたけれど、楽しそうに笑い返されるばかりで。

「締め切りはまだ先なんだ。いいから、今は大人しくしてな」

「総一郎さん…っ」

　結局、オレにこの温もりの誘ゆう惑わくを拒こばむことはできるわけがなく、総一郎さんの腕うでの中で大人しくなるしかないのだった。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです！

　まだ梅雨つゆ入りもしていないのに雨模様の日々が続いておりますが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか？

　私はというと、せっかく犬にレインコートを買ったのにサイズが合わず、犬とふたりしてびしょ濡ぬれになりながら散歩する毎日です。

　犬を乾かわかすのに必死で、自分のことを後回しにしていたら、すっかり風邪かぜをひいてしまいました…。皆様も雨に濡れたあとは、体を冷やさないようお気をつけ下さいね。







　───ええと。

　今回はとりあえず、謝っておこうと思います。

　無茶な設定で申し訳ありませんでした…。

　しょっぱなから脅きよう迫はくってどうなんだろう？　とは思ったのですが、実はそれが一番書きたかったシーンだったので、そこを中心に話を組み立ててみました。

　実はこのお話は自分の実体験から───というわけでは決してなく（笑）、お友達の少年漫まん画が家さんから、お仕事のお話を色々と聞かせてもらったときに思いつきました（……が、こんな荒こう唐とう無む稽けいな話を聞いたわけではありませんからご心配なく！）。

　ちなみに、主人公を高校生漫画家にしてみたのは、私が高校生のとき同じ学校の先せん輩ぱいに、既すでに漫画家デビューをしていて某ぼう誌しで連れん載さいを持っているという人がいたので、こういう設定もありかな？　と思ったからです。先生たちもみんな知ってたし、学校の図書室にはその先輩の単行本が入っていたりと、ヘンに大らかな学校だったんですよね。

　……なんて、今回の制作状じよう況きようを説明してみたりしましたが。

　実際は、漫画家さんのお仕事を私は詳くわしく知っているわけではないので、聞いた話にプラスして、勝手に想像してみたり、担当さんに色々教えてもらったりしながら、こうして何とか形になった次し第だいです。一いつ生しよう懸けん命めい調べたことも含ふくまれてはいますが、想像や妄もう想そうも組み込まれていますので、「こんなの噓うそだ」とか「あり得ない」とか思われても、できましたら「フィクションだから仕方ないか」と納なつ得とくしてやって下さいね。

　とにかくお手に取って下さった方々が、少しでも楽しんで下されば幸いです。

　そして！　お忙いそがしい中、智久や不破を可愛かわいく、かつカッコよく描かいて下さったこうじま奈な月づき先生、どうもありがとうございました。理想以上のイラストをいただけて、物もの凄すごく嬉うれしく思っています！

　ペンやらコミックスやら原げん稿こう用紙やら小こ技わざの効いた表紙も、色っぽい口絵も、頰ほおを緩ゆるませながら何度も拝見させていただいております。本当にありがとうございました!!　一応、続く予定ですので、次回もよろしくお願いします♥







　──さて。あとがきページが余っているので、お知らせでも。

　今年（二〇〇四年）の八月末発売予定の『ＣＩＥＬ増刊ＴｒéｓＴｒéｓ　秋の号』に、また短編を掲けい載さいしていただける予定です。

　お手紙でのリクエストが多かった、『トラップ』シリーズの脇わき役やく・奈津生さんが、主人公の予定です。よろしければ、お手に取ってみて下さいね。

　それと、この『締め切りのその前に!?』は、ドラマＣＤにしていただけるそうです。

　キャストなどはまだ決まっておりませんが、（株）ムービックさんから、二〇〇四年十一月二十七日頃ごろの発売予定だそうです。

　詳しいことが決定になり次第、ルビー文庫の折り込みチラシなどにお知らせが載のるのではないかと思います。……多分（ちょっとまだ信じきれておりません／苦笑）。

　これが「夢じゃないといいなぁ」と思ってたりしますが、声優さんのリクエストなどありましたら教えて下さいね（ちなみに、文庫の続刊も年内には発売する予定です～）。







　最後になりましたが、感想のお手紙やバースデーカードを下さった皆様、ありがとうございました!!

　どれもこれもありがたく拝見させていただいております。

　よろしければ、貴方あなたのご意見、ご感想もお聞かせ下さると嬉しいです。




　最後までこの本を読んで下さいまして、ありがとうございました。

　それでは、またいつか貴方にお会いすることができますように♥




　　二〇〇四年五月


藤　崎　　都　　
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